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　人޻夤偂（AI）が人間社会をܹ変させている。結ࠗ相手のマ
ッチングから採用面楯、人ࣄධ価、৽薬開発までを担い、人間を
代壐できるようなAIエージェントもޫ٭をཋびる。
　 こͦで重要なのが、AIの本質を理解して、どのように活用するか
を考えるリーダーの役割だ。৽時代のAIリーダーを支ԉするため、
日経BPは2025年、経営、技術、マーケティング、ҩྍなどの専໳
メディアを持つ強みを生かし、「AIリーダーズ100」プロジェクト
を立ち্͛た。国内外の有ࣝऀ、経営װ෦、専໳記ऀがAIのՄ
偂性と課題、活用法などを議論し、৘ใ発信する。
　本プロジェクトに連動する「AIリーダーズ100 特ผ編集൛」で
は、世界的な夤性が考える「AIのະ来」、有ࣝऀや経営ऀのイン
タビュー、楻夒的な企業のྫࣄから、日本の活࿏を夋った。2025

年3月18日に侵ژで開࠵した「AIリーダーズ会議 2025 SprinH」
でަわされたAI活用に関する議論の内༰もお俶けする。

ここまで来た
見えた日本の勝ち筋

「A Iリーダーズ100」 とは

「AIリーダーズ100」 特設サイト：
https://business.nikkei.com/feature/aileader/
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　AIの急激な進化に対し、世界的な知
性が相次いで強い警鐘を鳴らしている。
　「野放図なAIの発達は、最終的に人
命と生物圏の大規模な喪失や、人類の
疎外あるいは絶滅にさえつながりかね
ない」。カナダ・モントリオール大学教
授のヨシュア・ベンジオと2024年にノ
ーベル物理学賞を受賞したトロント大
学名誉教授のジェフリー・ヒントンは、
多数の研究者と共同執筆した論文＊で
こう述べた。AIがどう進化するかを予
測するのは専門家でも困難だとし、制
御不能に陥るリスクを懸念する。

　なぜAIの進化は予測できないのか。
それはAIがこれまでに人類が発明した
あらゆる技術と根本的に違うからだ。

「AIは、自ら決定を下したり、新しい
考えを生み出したりすることができる
ようになった史上初のテクノロジーだ」

「私たちは、ついに『人間のものとは異
質の知能』（エイリアン・インテリジェ
ンス）と対峙することになった」。イス
ラエルの歴史学者でAIに詳しいユヴァ
ル・ノア・ハラリは新刊『NEXUS 情報
の人類史』でこう指摘する。
　人間がAIの思考プロセスや動作メ

カニズムを理解できないことを、とり
わけ問題視する。AIより前に発明され
たあらゆる技術は人間が理解でき、使
うかどうか最終決定するのも人間だっ
た。しかしAIは自ら考えて判断する
“知能”だ。AIの思考と意思決定の過程
を人間が理解できないのに、利用が急
速に広がる現状をハラリは危険視する。

人間が理解不能な知性の危うさ

　人間が理解不能な異星人のような知
能にはどのようなリスクがあるのか？　
AIが人間の価値観や感情を理解でき

世界的な人工知能（AI）の権威が、AIの急激な進化に対して警告を発している。
生成AIやAIエージェントが脚光を浴びる半面、人類を滅ぼす懸念も高まっているという。
AIがもたらす恩恵だけではなく、リスクも直視して、活用を進めることが欠かせない。

「異星人の知能」は
神にも悪魔にもなる

世界の知性と読み解く「AIの未来」

『サピエンス全史』著者で歴史学
者のユヴァル・ノア・ハラリは「（AIを
リードする）サム・アルトマンやイーロ
ン・マスクが人類を滅ぼすかもしれ
ない」と真顔で語った



VOL.01 : 2025 007

なければ、目的を追求する際に人間に
とって大切な倫理を無視する可能性が
ある。しかもAIは自己学習し、進化を
続けるため、人間が当初定めた目的や
制限を超越する存在になりかねない。
　自律型のドローン兵器を大量に配備
した国同士で突然戦争が起きても、「原
因は不明だった」といった事態さえ想
定できる。AIが人々の行動を監視し、
社会に悪影響を与えると判断した人間
の排除に動くシナリオも考えられる。
　SFのようなディストピア（暗黒世界）
が急速に現実味を帯びている。
　さらに冷戦期には国家しか持ち得な
かったような巨大な力を持つ個人の台
頭も、ハラリは懸念する。AI開発をリ
ードする米オープンAIのCEO（最高経
営責任者）、サム・アルトマンや、米テ
スラCEOで生成AI「Grok」を開発する
xAIを率いるイーロン・マスクらだ。
　「マスクやアルトマンのようなAIの
発展をリードする人物にはどのような
リスクがあるのか」。25年3月下旬に来
日したハラリに筆者が質問したところ、
次のような答えが返ってきた。「彼らは
非常に強力な力を手にしており、文明
を破壊する可能性もある。アルトマン
やマスクは人類を滅ぼすかもしれない」。
　選挙や議会での投票を経て選ばれる
国家元首とは違い、何の制約も受けな
いリバタリアン（自由至上主義者）の大
富豪をコントロールするのは難しい。
AIだけではなく、その“黒幕”の制御も
困難なことがリスクを増幅する。
　研究者だけではなく、AI開発の最先
端を走る経営者も強い懸念を表明する。
英ディープマインド（現グーグル・ディ
ープマインド）共同創業者で、24年から
米マイクロソフトAIのCEOを務める

ムスタファ・スレイマン。ディープマイ
ンドはAIの「アルファ碁」を開発し、囲
碁の世界王者を破ったことで知られる。
　より重要なのは、同社が「アルファフ
ォールド」という、タンパク質と、遺伝
情報を記した設計図にあたる「DNA」
やその設計図を基にタンパク質をつく
る「RNA」などの構造を予測できるAI
を開発したことだ。がんのような難病
を治療できる新薬の開発や、人工的に
新しい生物を創造できる合成生物学を
飛躍的に進歩させる可能性がある。

AIと合成生物学が融合

　文字通り世界を変える力を持つAI
の開発に貢献したのにもかかわらず、ス
レイマンは不安を募らせている。
　「AIと合成生物学の融合は、史上最
大の富と利益を生み出し、人類に新し
い夜明けをもたらす。だが、ふたつの
テクノロジーが急速に拡散すれば、さ

まざまな形で悪用される可能性もある。
それによって想像もできない大規模な
混乱が引き起こされ、社会は不安定に
なり、大惨事も引き起こされるかもし
れない」。24年に刊行した書籍『THE　
COMING WAVE  AIを封じ込めよ　
DeepMind創業者の警告』でスレイマ
ンはこう述べた。
　神にも悪魔にもなるAIの開発に携
わったスレイマンは、原子爆弾を開発
するマンハッタン計画を指揮した科学
者ロバート・オッペンハイマーに自ら
を重ねる。オッペンハイマーは世界初
の核実験を見て、ヒンドゥー教の聖典

『バガヴァッド・ギーター』の「我は死神
なり、世界の破壊者なり」という言葉が
浮かんだというエピソードで知られる
が、「同じくらいぞっとする言葉も残し
ている」（スレイマン）。それが「技術的
に魅力的なものを目にしたら、とりあ
えず取りかかり、成功した後でどうす

AIの急激な進化に対する期待も不安も高まっている

AIの活躍が期待される分野

創薬   ：がんなどの難病を治療できる画期的な新薬の開発

農業   ： 病気や干ばつに強く、栄養価が高い促成品種の設計

合成生物   ： 土壌の浄化や、プラスチックを分解する微生物の設計

汎用AI   ： 人間を超越する知能が労働を代替し、生産性が大幅に向上

エネルギー   ：エネルギー効率が核分裂の4倍とされる核融合発電の開発

AIのリスクが懸念される分野

ゲノム編集   ： 遺伝子操作で知能や免疫力などを改変した子どもが誕生

サイバー攻撃   ： AIを使うサイバー攻撃でインフラや金融システムが崩壊

フェイク動画   ：フェイク動画が憎悪をあおり、暴動や虐殺につながる

テロ   ：カルトや過激派がAIを活用して生物・化学兵器を開発

戦争   ：自律兵器を大量保有する国同士で戦争が偶発的に発生
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るかを初めて議論する」という言葉だ。
　テクノロジー開発に長年どっぷり浸
かっていると、倫理や社会的責任を問
われる可能性があっても、同じような
考えに陥りがちだ、とスレイマンは考
えており、「私自身もその誘惑に負けた
ことがないと言えば嘘になる」という。
　地下鉄サリン事件を起こしたオウム
真理教の科学者を引き合いに出し、カ
ルト集団がAIを使って危険な生物・化
学兵器を開発し、ウイルスや細菌をば
らまく可能性を心配すべきだと主張。
AIが世界を滅ぼすリスクは、偏った悲
観論や夢物語ではなく、目の前にある
深刻な脅威だと主張する。
　AI開発で世界をリードしてきたスレ
イマン自身が戦慄を覚えるほどのスピ
ードで発展する異星人の知能は、人間
社会を劇的に変えている。
　AI活用の最前線に目を向けると、人
間は、瞬く間に生活のさまざまな場面
でAIに大きく依存するようになった。
　例えば、結婚。24年11月に明治安田
生命が発表した調査によると、1年以内
に結婚した夫婦の出会いのきっかけは

「マッチングアプリ」が1位で29.8％だ
った。かつては、「友人・友人の紹介」

「職場（仕事関係）」が中心だったが、今
ではAIのマッチングアプリが、最強の
“仲人”として活躍する。
　「AIを恋人にしたい」と考える人も
増えている。24年に博報堂DYホール
ディングスが実施した調査では、「AI
に親密な恋人になってほしい」と回答
した人の比率は10代で28％に達し、20
代で25％、30代でも20％を超えた。「AI
彼氏」や「AI彼女」と呼ばれる、人間そ
っくりの見た目で、音声やチャットで
恋人と接するように会話できるアプリ
の人気も高まっている。
　企業の採用活動もAIに頼るように
なった。三菱UFJ銀行、三井住友銀行、
北國銀行などの銀行や荏原などのメー
カーも面接にAIを導入。人間は、それ
ぞれが重視するポイントや好みが違っ
て評価がばらつきやすいが、AIはそん
な心配が少ないと評価されている。
　人事評価や異動でもAIの活用は進
む。AIが評価対象者の業務実績や行動
履歴を分析し、パフォーマンスや将来

的な成長の可能性を評価。異動先の部
署やポジションも提案する。
　試験の採点もAIが担うようになっ
てきた。これまで採点が難しかった記
述式の試験でも、AIがキーワードや文
章の内容が一致しているかどうかだけ
ではなく、回答の大筋や文章の正誤も
判断基準に含めて採点できる。

アルゴリズムが支配する世界

　恋愛、結婚、試験、就職、人事評価
に至るまで、人生のあらゆる場面でAI
に頼る時代が到来した。もちろん利便
性という意味では途方もない恩恵を得
られるが、それは同時に人間がAIのア
ルゴリズムに支配されるようになった
ことを意味する。試験を採点するAI、
採用面接官のAI、人事評価をするAI
に高く評価されるための対策を急ぐ人
が増えるのは当然だ。そして、そのた
めの相談相手もAIになるだろう。
　最近、脚光を浴びるAIエージェント
は、さらに大きなインパクトを人間社
会に与えかねない。生成AIのように、
人間が細かな指示を与えなくても、自
ら状況を判断し、業務を遂行する「自
律型のAI」だからだ。AIエージェント
は、人間の代わりに、さまざまな業務
を担うことが期待されている。
　例えば、営業活動。AIエージェント
が顧客情報と市場トレンドを分析して
商品の売り込み先として有望な顧客を
教えてくれたり、商談に必要なプレゼ
ン資料を作成してくれたりする。ソフ
トウエア開発では、AIエージェントが
生成AIのツールを使ってプログラムを
書くことも可能だ。商品開発から事務
作業、コールセンターまで、AIエージ
ェントが活躍できる分野は幅広い。

未来学者のレイ・カー
ツワイルは「2029年ま
でにAIは、人間のもつ
全ての能力を超える」と
予測する
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　AIエージェントは、職場で一緒に働
く人間の“同僚”にもなり得る。会議に
参加して人間と会話し、さまざまな意
見を述べることも可能だ。
　人間とAIを区別するのは困難にな
りつつある。英国の計算機学者、アラ
ン・チューリングが考案した、会話する
ことで相手が機械か人間かを判別する

「チューリング・テスト」。「技術的特異
点（シンギュラリティー）」で知られる
未来学者のレイ・カーツワイルは「AIは
2029年までにチューリング・テストに
合格する」と主張する。人間と同等の
知能を持ち、複雑な問題を理解して解
決できる汎用AI（AGI）も、「29年まで
に実用化される」と予測する。
　知能やコミュニケーション力だけで
なく、外見も人間に似たAIロボットの
開発も進む。ロボットアーティストの

「Ai-Da」は22年10月に英国議会上院
で「AIがアートに与える影響」につい
てスピーチした。かつて欧米では、神
の冒涜（ぼうとく）につながりかねない
人型ロボットには抵抗感があるとの見
方があったが、今はテスラ、英エンジ

ニアード・アーツなど多くの企業がヒ
ューマノイドを開発する。
　人間のように振る舞うAIが大量に
出現する世界をどのように捉えるべき
なのか。「異星人のようなAIの“移民”
が波のように押し寄せることが、人間
社会を恐怖に駆り立てても不思議はな
い」とハラリは語る。AIの“ニセ人間”
が人間同士の会話に参加し、正体を明
かさずに議論をリードすると民主主義
は崩壊しかねないとまで述べる。

AIがない世界にはもう戻れない

　それでも世界的なAIの権威や研究
者は、AIがない世界にはもう戻れない
ことをもちろん理解している。人間が
担う仕事の多くを代替し、生産性を劇
的に向上させる技術を使わないという
選択肢は企業にない。「もう、どうにも
止まらない」からこそ研究者たちは、AI
の進化がはらむリスクを世界に訴え、
対策を急ぐべきだと主張するのだ。
　希望はある。「AIには重大なリスク
があるが、AIが守らなければならない
ルールを提示し、それを順守させるこ

とは可能だ」。台湾の初代デジタル発展
相で、新刊『PLURALITY　対立を創
造に変える、協働テクノロジーと民主
主義の未来』を出版したオードリー・タ
ンは筆者の取材に対してこう語った。
　例えば、「ディープフェイク」を悪用
した本人そっくりの人物が動画に登場
する詐欺広告の問題は、「広告に本人の
デジタル署名を義務付けるという解決
策を見いだせた」という。デジタル技術
を活用し、多くの市民の声を集めて政
治に反映させる多元的な民主主義は実
現可能で、ニセ人間のようなAIは排除
できると主張する。
　すでに、オープンAIを率いるアルト
マンが発起人の「Worldプロジェクト」
は、人間の目の虹彩データなどを使っ
て、人間であることを証明するデジタ
ルIDサービスの提供を開始。「人間と
の区別が難しい汎用AI（AGI）が当た
り前になる時代には、“人間の証明”が
不可欠だ」。Worldプロジェクトの推進
団体であるTools for Humanityの日
本代表、牧野友衛はこう語る。
　恐るべきリスクをはらむのと同時に
人間社会を飛躍的に発展させる可能性
を持つAI。押し寄せる大波から逃れら
れない以上、リスク対策に力を注ぎつ
つ、個人も企業も政府もAIと正面から
向き合い、活用を進めるしかない。そ
こで極めて重要なのが、AI戦略を担う
リーダーたちの覚悟だ。
　「このエイリアン・インテリジェンス
を出現させたことが究極の誤りとなる
か、それとも生命の進化における希望
に満ちた新しい章の始まりになるかは、
今後の年月に私たち全員が下す決定に
かかっている」（ハラリ）
 ＝文中敬称略（山崎良兵）

英国議会上院で「AIがアー
トに与える影響」についてス
ピーチしたAIロボット「Ai-
Da」。欧州や米国でもAIを
搭載したヒューマノイドの開
発が加速する
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　日本の自動車メーカーが「残酷な人
工知能（AI）格差」に直面している。米
アルファベット傘下のウェイモが2025
年4月に東京で自動運転車のテストを
始めた一方、ホンダが2026年に自動運
転タクシーを日本で始める計画は白紙
になった。
　ウェイモは配車アプリケーションの

「GO」や日本交通と提携し、ウェイモ
の自動運転技術「Waymo Driver」のテ
ストを東京で始めた。日本交通の乗務
員がウェイモの車両を東京都心（港区、

新宿区、渋谷区、千代田区、中央区、品
川区、江東区など）で運転し、同車両の
センサーを使って詳細な地図をつくる
ためのデータや、他の車両の運転パタ
ーンなどのデータを取得する。

ウェイモの車両が東京を走る

　ウェイモは取得したデータを使って、
シミュレーション環境上に「仮想的な
東京」を構築する。ウェイモの自動運転
AIは、仮想的な東京で運転シミュレー
ションを大量に実施し、混み合った東

京の路上で運転するこつを学習する。
その上で法規制などの環境が整えば、
ウェイモの自動運転車が実際に東京の
路上を走行することになる。
　ウェイモは現在、米国のカリフォル
ニア州やアリゾナ州、テキサス州などで
自動運転タクシーサービスを提供して
いる。タクシーの配車回数は既に週25
万回規模にも達する。
　ウェイモがスイスの再保険会社であ
るスイス・リーと2024年12月19日に発
表したリポートによれば、ウェイモの

自動運転技術の開発は米アルファベット傘下のウェイモがリード。写真は米ウェイモの自動運転車

米国や英国といった主要国が「AIナショナリズム」に向かい始めた。
日本も、外国製のAIを使うだけの「AIテイカー」ではいられない。
AIやその応用手法を自国で開発する「AIメーカー」を目指す必要がある。

AIテイカーではなく
AIメーカーを目指せ

自動車メーカーは残酷な「格差」に直面



AIリーダーズ100 VOL.01 : 2025 011

自動運転車が2530万マイル（4070万キ
ロメートル）を走行する中で起こした9
件の物損事故と2件の人身事故を調査
したところ、人間のドライバーによる
運転と比較して物損事故は88％、人身
事故は92％少なかったことが分かった
という。
　一方で同じ2024年12月には、米ゼ
ネラル・モーターズ（GM）が自動運転
タクシー事業からの撤退を発表した。
子会社の米クルーズがサンフランシス
コで自動運転タクシーサービスを提供
していたが、2023年10月に深刻な人身
事故を起こして以来、有料サービスを
停止していた。
　その余波を受けたのがホンダだ。ホ
ンダは2023年10月に、GMやクルーズ
と提携して2026年初頭に日本で自動
運転タクシーサービスを開始する計画
だと発表していた。ホンダはクルーズ
へ7億5000万ドルを出資し、12年間で
事業資金約20億ドルを支出する予定で
もあった。
　GMは自動運転タクシー事業から撤
退し、今後は個人向け自動運転車の開
発に専念するという。それに伴い、ホ

ンダとGMの自動運転分野での資本提
携は解消となり、2026年に日本で自動
運転タクシーを始めるという計画も白
紙になった。自動運転の技術を外部に
依存していたことがあだになった。
　自動運転タクシーの開発から撤退し
たのはGMだけではない。米フォード・
モーターやドイツのフォルクスワーゲ
ンも2022年10月に、自動運転タクシ
ー開発からの撤退を発表した。
　独自路線を歩んでいるのが、韓国の
現代自動車だ。同社は2024年8月、自
動運転ソフトウエアを開発する企業に
車両を提供する「自動運転車ファウン
ドリー」事業を開始すると発表した。
　ファウンドリーとは半導体や電子機
器の世界では一般的となった、受託製
造ビジネスのこと。実際に現代自動車
は2024年10月、ウェイモと複数年に
わたる戦略提携を締結し、現代自動車
の電気自動車である「IONIQ 5」をウェ
イモに提供することを発表している。
　トヨタ自動車も2025年4月30日、ウ
ェイモと自動運転分野の提携で基本合
意したと発表した。トヨタがウェイモ
に車両を納入する立場になると見られ

る。スマートテレビ向けOS（基本ソフ
ト）でグーグルが高いシェアを握った
ように、ウェイモも自動運転のプラッ
トフォームで支配的な存在になる可能
性がある。自動車産業のビジネスモデ
ルを、車両というモノの販売から、人
や荷物の移動というサービスの提供に
転換させる可能性を秘めている自動運
転タクシーサービスの開発で、日本企
業は大きく出遅れているのが実情だ。

AIテイカーであることが問題

　AIメーカーになるのか、それともAI
テイカー（受け取るだけの存在）になる
のか。それが問題だ──。
　英国のキア・スターマー首相は2025
年1月13日（英国時間）、英国政府の新
しいAI計画である「AI機会行動計画」
の発表に際する演説で、自国民にそう
訴えかけた。
　「現在、幾つかの国々がAIの革新を
生み出し、AIを輸出している一方、そ
れ以外の国々はAIの革新を購入して
輸入することになる」「投資家や起業家、
研究者はどこでAIの革新を生み出す
べきか、拠点を世界中で探している。明

AIデータセンター建設、国産AI開発へ動く　■ 米国と英国、EUのAI振興政策

米 国 英 国 欧州連合（EU）

AIにおけるアメリカのリーダーシップ
への障壁除去（大統領令、2025年1月）
●  バイデン前政権によるAIの安全性や信頼性
を重視する大統領令を無効化

●  AI開発でイノベーションを促進する

国家AI研究開発戦略計画2025（策
定中）
●  米国のAI優位性を維持へ

AI機会行動計画（2025年1月発表）
●  イギリスを「AIテイカー」ではなく「AIメーカ
ー」にすると宣言

●  AI基盤（インフラストラクチャー、人材、AI技術）
を英国内に整備

●  AIデータセンター建設を加速するため英国
内に「AI成長ゾーン」を用意

●  国産AIを実現できる企業を英国内で育成

AI大陸行動計画（2025年4月発表）
●  12のEU加盟国に13の「AIファクトリー」を
設け、2035年までにEUのデータセンター
容量を3倍に

●  AIデータセンター開発に関する許認可を迅
速化

●  AI開発に必要となる高品質なデータへの
アクセスを向上させる「データ連合戦略」
を策定へ
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日の雇用を巡る争いが、今まさに始ま
っている」。スターマー首相はそう述べ、
英国を「AIメーカー」にする覚悟を示
した。
　スターマー首相が言うAIテイカー
は、日本にこそ当てはまる。外国産AI
を使うばかりで、産業の根幹を担う自
動車メーカーがAI格差に直面し始め
ている日本にとって、スターマー首相
の問題提起はまさに人ごとではない。
　英国はただ掛け声を発しているだけ
ではない。スターマー首相が率いる労
働党政権にとって目玉政策であるAI
機会行動計画には、国産AIの開発や雇
用の創出、政府運営の効率化を主眼と
する内容が盛り込まれている。
　注目すべきははAIインフラストラク
チャーの整備だ。国内データセンター
から提供されるコンピューティング能
力を2030年までに20倍へと拡張する。
　AI用データセンターの整備を加速
するため、国内に「AI成長ゾーン

（AIGZ）」を定め、エリア内では重点的
な電力供給やデータセンター建設の迅
速な承認が得られるようにする。英国
原子力公社の本拠地があるカルハムを

AIGZの第1号に指定し、当初は100メ
ガワット（MW）、最終的には500MW
の電力をデータセンターに供給する。
　国産AIモデルの開発を促進するため
に、研究者やスタートアップの関係者
が公共部門のデータ資産にアクセスで
きる「国立データライブラリー」を設け
る。スターマー首相は、英国の国民保
健サービス（NHS）が保有するデータに
ついても、研究者らがアクセスできる
ようにするとした。
　リシ・スナク前首相の保守党政権が
発足させた「AIセーフティーインステ
ィテュート（現：AIセキュリティーイ
ンスティチュート）」などの取り組みは
継続するものの、スターマー首相は

「我々（労働党政権）は、（政府が）安全
性のみにフォーカスしてそれ以外は市
場に任せるという（前政権の）方針は採
らない」と述べ、政府が自ら資金を投
じる産業振興政策をAI分野でも進め
る方針を示した。

米英で高まるAIナショナリズム

　現在、英国に加えてトランプ政権の
米国が、AIに関する従来の安全性重視

の政策を転換し、自国AIの優位性確保
に国費を投じる「AIナショナリズム」
と呼ぶべき動きを見せ始めている。
　フランスのパリで2025年2月開催さ
れた「AIアクションサミット」では、デ
ジタル格差の縮小やAIのセキュリテ
ィー確保、持続可能なAIの実現などを
うたう共同声明が採択された。しかし
この共同声明には、米国と英国が署名
しなかった。
　その代わりに米国のバンス副大統領
はAIアクションサミットの演説で、欧
州諸国の政策を批判するのと共に、米
国がAIのリーダーシップを握り続け
ると力説した。
　バンス副大統領は演説で、自身が

「AIの安全性について話すために来た
のではなく、AIの機会（オポチュニテ
ィー）について話すためにやって来た」
と述べた上で、「今、AIの開発を制限
することは、この分野の既存企業に不
利益をもたらすだけでなく、（AIとい
う）最も有望な技術をまひさせる」とし
て、AIに必要なのは規制強化ではなく
規制緩和だと主張した。
　バンス副大統領はまた、「トランプ政

2025年1月に「AI機会行動計画」を発表した英国のキア・スターマー首相は、国産AI

を開発するなどの取り組みを通じて「AIメーカー」を目指すべきだと主張する
2025年2月の「パリAIアクションサミット」に出席した米国のJ・D・バンス副大統領夫妻
（左）とフランスのエマニュエル・マクロン大統領夫妻（右）
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権は、最も強力なAIシステムが、米国
で設計・製造されたチップ（半導体）を
使用して、米国内で構築されるように
する」と主張。今後も「米国がAIのリ
ーダーであり、トランプ政権はそれを
維持し続ける」と語った。
　ただし英国に限っていえば、狙うの
はナショナリズムの扇動ではない。
　「AIは世界の公共財となることが望
ましい。ただ国民国家、営利目的のテ
クノロジー企業、国際機関の弱さとい
った既得権益と不一致なインセンティ
ブを考えると、一気に公共財となる期
待は甘い考えに思える。そうなる前に、
AIナショナリズムの時代を経る可能性
が高いと私は考える。（中略）英国、カ
ナダ、シンガポール、韓国などの小国
の立場が短期的に強ければ強いほど、
長期的にはAIを世界公共財として推
進する可能性が高くなると私は考えて
いる」──。投資家で英AIセキュリテ
ィー・インスティテュート会長のイア
ン・ホガース氏は、2018年6月に発表し

たブログ記事でこのように論じた。
　ホガース氏の考えは、英高等研究発
明局（ARIA）のマット・クリフォード
会長を通じて、AI機会行動計画に影響
を与えた。AIを世界の公共財にするた
めの過渡期にはAIナショナリズムが必
要との考えが英国にはある。

日本も「AIメーカー」たれ

　ホガース氏は名前を挙げなかったが、
日本もまずはAIナショナリズムを目指
すべき「小国」の1つである。
　ただし、AIの開発や活用のどこに収
益の鉱脈があるのかはまだ分からない。
そこで日本が新しい一歩を踏み出すた
め、日経BPは2025年、「AIリーダー
ズ100」というプロジェクトを立ち上げ、
3つの提言を発表した。
　「AIが急加速させる『知識経済』、変
革への覚悟を示せ」「『AIテイカー』に
とどまるな、『AIメーカー』を目指せ」

「教育や経営のあり方を根底から見直
せ」である。

　グローバルな知識経済へのシフトを
AIが急速に加速させる中、それに伴う
変革への覚悟を示す必要がある。その
際に意識したいのは、AIテイカーにと
どまる程度の姿勢ではなく、AIメーカ
ーを目指すという覚悟である。
　AIメーカーを目指す上では、日本企
業が挑戦すべき事柄は多岐にわたる。
経営の破壊的変革にAIをどう生かす
のか、AIをいかに経営に取り込むか、
AIリスクをどう乗り越えるのか、フィ
ジカル（物理）AIをはじめとする日本な
らではの強みを持つAIや、中国のディ
ープシークに負けない国産AIをどう開
発すべきか。課題は尽きない。
　こうした目標を実現するのに最も大
切なのは、教育や企業経営のあり方で、
それらを根底から見直すべき時期が来
ている。
　AIが世界の公共財になる世界に向
けて、そのリーダーシップをとるのこ
とは、日本にとって大いに意義あるこ
とと言えるだろう。� （中田 敦)

AIリーダーズ　3つの提言

AIが急加速させる「知識経済」、変革への覚悟を示せ1

「AIテイカー」にとどまるな、 「AIメーカー」を目指せ2

教育や経営のあり方を根底から見直せ3

AI経営

❶ 経営の破壊的変革にAIをどう生かすのか　 
❷ AIをいかに経営に取り込むべきか

AI技術基盤

❺ フィジカル（物理）AI、いかに活用するか　 
❻ 第二のDeepSeekショックを日本から起こせるのか

AIリスク

❸ AIのフェイク、制御できるのか
❹ 世界のAI規制、リスクか、むしろ好機か

人材育成

➐ 全社的なAI人材の教育をどう実現するのか
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──現在、取り組んでいることを教えてく
ださい。
　当社が取り組んでいるのは、AIモデ
ルの「つくり方」と「使い方」の変革で
す。この両方でイノベーションを起こ
そうと考えています。
　つくり方に関していうと、私たちは
2023年の創業当時から、規模の法則、
いわゆる「ビガー・ザ・ベター（モデルが
大きいほど、学習データが多いほど、学
習量が多いほど良い）」という考え方は
終わるとずっと言ってきました。その
ことをあの手この手で証明してき
ました。
　その一例が2024年3月に発
表した進化的モデルマージ
です。進化的な手法を採用
して複数のモデルを統合す
ることで、追加学習なしで

優れたモデルを生み出すことに成功し
ました。
　大規模なモデルの知識を小規模なモ

デルに移転する「蒸留」も規模の法則に
あらがう技術として注目されています。私
たちは2025年1月、「TAID（Temporally 
Adaptive Interpolated Distillation）」
という革新的な蒸留の手法を発表しま
した。小規模モデルの学習の進捗状況
に応じて大規模モデルの知識を段階的
に伝達することで、効率的に知識を移
転します。

レベル3で質的な変化

　私たちは今の状態がレベル1だとす
ると、レベル2、3、4、5といったよう

AI開発に取り組むのは米中の企業だけではなく、最近は「国産AI」も勢いを増している。
規模の競争に踏み込まず、独自の技術に磨きをかけ、日本企業に向くモデルを開発する。
日本ならではのAI開発に挑むSakana AIやPreferred Networksなどの企業を追った。

日本だからできるAI
独自技術に磨きかける

国産AIで世界に挑む

伊藤 錬（いとう・れん）氏
サカナAI共同創業者COO。2001年東京大学法学部卒業、
外務省入省。2004年ニューヨーク大学ロースクール修士課
程修了。2005年スタンフォード大学東アジア研究所修士課
程修了。2015年メルカリ執行役員（グローバル事業担当）。
2022年英スタビリティーAI COO

AIは人ؒ୅ସから人ؒ௒ӽへ
1.  Sakana AIの伊藤 錬最高執行責任者（COO）に聞く

創業から約1年でユニコーン（企業価値が10億ドル以上の未上場企業）となった
Sakana AI。どのような会社なのか。伊藤 錬最高執行責任者（COO）に話を聞いた。
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にどんどんレベルが上がっていく
と考えています。それをきちんと
示していきたい。
　レベル1は技術が大規模言語モ
デル（LLM）で、使い方すなわちユ
ースケースがチャットです。レベ
ル2の技術がAIエージェントです。
これにより、ワークフローやプロ
セスの自動化といったユースケー
スを実現できます。
　例えば自動車保険や住宅ローン
の審査、稟議（りんぎ）書の作成な
どにはさまざまな作業が必要です。
これらをAIエージェントで自動
化できるのです。
　レベル3は特定の分野で人間の
知能を超えることだと思っていま
す。レベル2は合理化なので同じ
ことを人海戦術でもできます。しかし
これからは人材が不足するのでAIが必
要になる。いわば量的な話です。
　一方、レベル3では質的な変革を起
こします。AIを使って人間が思いつか
ないようなとんでもないアイデアを見
つけるのです。ビジネスでいえば「人間
には思いつかないようなとっぴな買収
だが実は高い効果を見込める」といっ
た提案ができるようになります。
──メガバンク3社から出資がありました。
金融は注力領域の1つになるのですか。
　例えば法人顧客向けの融資なら、お
客さんごとに最適な総支払額や金利を
決めつつ、他社に負けないような追加
のオプションを練って稟議書をつくる
必要があります。保険会社なら、事故
が起きるたびに逐一データを文書化し
ながら警察や修理会社とやりとりをし
て、補償額をはじき出してお客さんと
交渉する作業が必要です。こうした作

業がAIを使って数秒でできたらどうで
しょう。支店長1人で店が回るかもし
れませんよね。

広くあまねくAIをばらまく

──金融以外にも、電機メーカーや航空
会社など多くの業界から出資を受けてい
ます。どの領域で特にAIが伸びていくと
思われますか。
　とにかくデータを使う業界です。金
融は基幹システムのデータはもちろん、
銀行員が蓄えたノウハウのような非構
造化データも大量にあります。
　ただ、まだ決め打ちはしないように
していますね。やはりAIは人知を超え
る存在ですから、今の段階であまり領
域を絞らない方がいい。とにかく広く
あまねくAIをばらまく必要があるだろ
うと。
──もともとは研究開発（R＆D）が中心と
いう印象でした。今後はマネタイズ（収益

化）も進めていくのですか。
　R＆Dの会社がマネタイズに寄
せすぎると、研究開発のロードマ
ップが乱れます。我々はそうなら
ないよう注意しています。
　AI技術は発展途上ですから、優
れたR＆Dの成果を出していくこ
とが一番大切です。売り上げを立
てることだけを目的にしたR＆D
は行いません。実際にエンジニア
から提案が上がってきたとき、「そ
れはもうかるのか」という質問はあ
えてしないようにしています。
　純粋に深い技術を追い求めたR
＆Dが成果を出したときに初めて、
その技術をどう実装できるか改め
て考えます。その一部が実装可能
なユースケースとして発展してい

く。AI企業の価値は、技術力と売り上
げの両輪でつくられていくのだと思い
ます。
──サカナAIの目標は何でしょうか。
　日本の課題解決ですね。少子高齢化
の中で生産性を上げるのはもちろんで
すし、私個人は、地政学リスクを踏ま
えた防衛テックのアップデートも非常
に大切だと思っています。米国は目下、
防衛テックが花盛りですね。
　我々は3分の2くらいが外国人材で
公用語も英語なので、「全然日本の会社
ではないじゃないか」と言われることが
あります。でも課題を解くための技術
を国産にこだわる必要はない。世界水
準の最先端の技術を使って、日本の課
題を解決したいんです。本気で取り組
んでいますから、オールジャパンで応
援していただける企業になれれば、と
考えていますよ。
 （玉置 亮太、大森 敏行、杉山 翔吾）

目標は「日本の課題解決」と言う伊藤COO
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　Preferred Networks（プリファード
ネットワークス、PFN）は2014年の設
立以降、グループ会社と共に日本の人
工知能（AI）開発をけん引してきた。同
グループはAIチップ「MN-Core」シリ
ー ズ や 大 規 模 言 語 モデル（LLM）

「PLaMo（プラモ）」など、ハードウエア
からソフトウエアまで垂直統合でAI開
発を手掛ける。
　PFNは世界のAI開発状況をどう見
て、何を仕掛けていくつもりなのか。同
社の岡野原大輔代表取締役最高技術責
任者・最高研究責任者は「本当に勝負
するのは半導体」と明言する。「全方位
でチャンスをうかがっている」（同氏）
としつつ、GPU（画像処理半導体）で絶
対的な強さを持つ米エヌビディアの次
の王座を10年スパンで狙う。
　現在のAI開発はよくゴールドラッ
シュに例えられる。ゴールドラッシュ
では「一番もうけたのは金を採掘する
人ではなく、つるはしを売った人だ」と
いう話が有名だ。
　大規模な基盤モデルを大々的に開発
している海外のビッグテック各社は、
現在は採算度外視で巨額の資金を溶か
しながら開発を続けているといわれて
いる。利益を一番上げているのは、こ
うした企業につるはし、すなわちGPU
を提供しているエヌビディアだ。ここ
を狙うPFNの戦略は理にかなっている
といえる。

積層技術で課題を解決

　AIチップの用途は大きく2つある。
AIモデルの開発時に行う「学習」と、学
習済みのAIモデルを動かして結果を得
る「推論」だ。AIチップとして広く使わ
れているGPUはこの両方を行う。とこ
ろが現在のGPUは、推論時にメモリー
バンド幅がボトルネックになって性能
を高めにくいという課題を抱えている。
　PFNはここに勝機を見いだした。推
論に特化し、独自の技術でメモリーバ
ンド幅を大きく向上させたAIチップ

「MN-Core L1000」でこの課題を解決
しようとしている。生成AIによる推論
処理を既存AIチップの最大10倍に高
速化できるという。同チップの提供開
始は2026年を予定している。
　PFNの小倉崇浩AIコンピューティ
ング本部長は「NVIDIAと同じアプロ
ーチを同じ時間軸で取っていたら勝て
ない。我々は（この問題の解決策を）と
にかく早く世に示す」と意気込む。生
成AIの実用化が進むことで推論の需
要は飛躍的に増えていく。この需要を
いち早く取り込むことを目指す。
　MN-Core L1000は演算器（ロジッ
ク）チップの上にDRAMチップを載せ
る3次元積層を採用した。これにより
配線長の短縮と配線数の増加を同時に
実現し、高いメモリーバンド幅を実現
する。GPUなどの演算器は発熱が激し

いため、DRAMとの距離が近いと
DRAMがダメージを受けてしまう。一
方、MN-Coreアーキテクチャーの演算
器は少ない消費電力で動作するため発
熱が少ないという特徴を持つ。これに
より、3次元積層が可能になった。
　AIチップの推論能力が上がれば、AI
が結果を出力するまでの時間を短縮で
きる。これを小倉本部長は「電子レンジ
で食べ物を1秒で温められるようにな
ったら、さまざまなサービス形態が変
わる」と例える。MN-Core L1000によ
るAIの高速化は、生成AIに対する期
待の実現、ひいては生成AIの社会実装
の加速につながると見る。
　PFNは推論に特化したLシリーズだ

൒ಋମでエヌビディアの࣍をૂう
2.  Preferred Networksの挑戦

世界での勝負に向けて独自技術に磨きをかける日本発のAIスタートアップがある。
Preferred Networksは半導体で勝負をかけ、米エヌビディアの次を狙う。
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けでなく、学習と推論の両方を対象と
した既存のMN-Coreシリーズの3世代
目に当たるAIチップも開発中だ。さま
ざまなニーズに応えることを狙う。

特定領域の実績を生かす

　一方、ソフトウエア分野ではどのよ
うな戦略を取るのか。
　岡野原氏は、LLMに関しては「開発
が可能な状態を維持しつつ、自分たち
が得意な領域の周辺で戦う」と方針を
語る。ビッグテックのようにクラウド
経由でグローバルにLLMを提供する
方針は取らない。産業機器へのAIの組
み込みや顧客が持つ産業ドメインのデ
ータ解析といった、同社が得意として

きた領域を強化する。日本だけでは市
場が小さいため、こうした領域でもグ
ローバル展開を見据えて取り組む。
　PLaMoは日本語に強いため国内で
は需要があるが、この特徴は海外では
通用しない。そこで産業向けに特定領
域で実績をつくり、海外に向けて訴求
する。
　顧客に対するプロダクト提供につい
ては、大きく2つの方向性を見込んで
いる。1つは生産性の改善だ。人事業
務など業界を問わず顧客の課題解決を
支援するパッケージ製品やサービスを
提供する。
　もう1つは、売り上げなどの競争力
向上だ。その顧客企業に特化した製品
やサービスを開発して提供する。
　既に海外で展開しているプロダクトも
ある。PFNとENEOSが共同で設立し
た P r e f e r r e d C o m p u t a t i o n a l 
Chemistryは、ディープラーニング（深
層学習）を利用した材料探索分野の汎
用原子レベルシミュレーターサービス

「Matlantis（マトランティス）」を海外
でも販売している。

LLMは開発しない方針だった

　「2020年くらいまでは、LLMの開発
はしないと決めていた」。岡野原氏はこ
う振り返る。考えを改めたきっかけは、
国が生成AI開発の支援に動き出した
ことだった。その1つが経済産業省と
新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）が 主 導 す る「GENIAC
（Gen e r a t i v e A I A c c e l e r a t o r 
Challenge、ジーニアック）」だ。しか
し、投入するGPUなどの規模で見れば
米オープンAIや米グーグルなどにはか
なわない。そこで大規模なモデルでは
なく、データの質で差がつく比較的小
規模なモデルに取り組むことにした。
　岡野原氏はLLMが当たり前になっ
た未来も思い描く。「携帯電話と同じよ
うに、月額5000円の利用料金を数億人
が払う世界になるかもしれない」。それ
が米国や中国のサービスであれば、日
本のデジタル赤字はさらに膨らむ。「（日
本のAI関連ビジネスが）全て内需に向
かっていたらまずい」と警告する。
� （森岡 麗）

従来のAIチップ

横に並べる

➡ 配線が長い
➡ 配線数が限られる

➡ 配線が短い
➡ 面と面なので配線数を
　 多くできる

縦に積む

3次元積層

配線数を多くできる　■ 3次元積層の仕組み

岡野原 大輔（おかのはら・だいすけ）氏
2010年に東京大学にて博士（情報理工学）取得。
大 学 院 在 学 中の2006年に、西 川 徹 氏らと
Preferred Networks（PFN）の 前 身となる
Preferred Infrastructureを創業。2014年3月に
深層学習の実用化を加速するためPFNを創業。現
在はPFNの最高技術責任者・最高研究責任者とし
て、基盤モデルの研究開発に取り組む

演算器

演算器

DRAM
DRAM
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　「もう学術的な競争ごっこをやって
いる時代ではない」。独自の生成AIモ
デル「cotomi（コトミ）」を開発した
NECの山田昭雄Corporate SVP兼AI
テクノロジーサービス事業部門長兼AI 
Technology O⒏cerはこう強調する。
　従来のAI開発は「スケーリング則

（Scaling Law）」が支配してきた。AI
の性能が「パラメーター数（モデルサイ
ズ）」「データ量」「計算量」の増加に従
って向上するという経験則だ。山田氏
が学術的な競争ごっこと呼んだのは、
スケーリング則に基づき採算を度外視
した「規模の競争」である。
　ところが、こうした規模の競争が前
提としてきたスケーリング則が崩れて
きた。これにより、国産AIに2つの勝
ち筋が見えてきた。
　1つは、規模の競争に頼らず、独自

技術によるユニークな取り組みで世界
を相手に勝負する動きだ。
　もう1つは、規模の競争から距離を
置き、ビジネスとして実利を取ろうと
する動きだ。国産のAIソリューション
を国内企業に提供することでDX（デジ
タルトランスフォーメーション）を推
進する。いわば「日本企業の日本企業に
よる日本企業のためのAI」だ。
　こうした動きの原動力になっている
のが、経済産業省と新エネルギー・産業
技術総合開発機構（NEDO）が主導す
る「GENIAC」というプロジェクトだ。

1年でコストが10分の1に

　スケーリング則がどのように崩れて
きているか。スケーリング則が競争を
支配する世界では、大規模なGPU利用
環境の確保やそれに伴う大量の電力消

費などに膨大な費用が必要になる。　
ところが、AI開発者の間でスケーリン
グ則が限界に近づきつつあるという見
方が広がっている。パラメーター数や
データ量、計算量を増やしても、性能
の向上が頭打ちになりつつあるのだ。加
えて、膨大な計算にかかる費用やイン
ターネット上にある高品質な学習デー
タの枯渇といった問題もある。
　そのためスケーリング則に頼らず、従
来の大規模言語モデル（LLM）と同等
の性能を少ない学習量や比較的小規模
な言語モデルで実現する動きが出てき
た。こうした中で起こったのがいわゆ
る「ディープシークショック」だ。中国
のディープシークが低コストで高性能
なモデルを開発したと発表したことで、
スケーリング則が崩れてきていること
が明確になった。
　同じパラメーター数を持つモデルの
性能は年々上がっている。逆にいえば、
1年たてば前年と同じ性能を持つモデ
ルをはるかに少ないパラメーター数で
実現できることになる。Preferred 
Networks（プリファードネットワーク
ス、PFN）の岡野原大輔代表取締役最

国産AIに2つの勝ち筋　■ 規模の競争の重要度が低下した影響

従来 ： 規模の競争がすべて

➡資金力のある外資大手が有利
現在 ： 規模の競争の重要度が低下

➡生まれた国産AIの勝ち筋
勝ち筋 1

独自技術による
ユニークな取り組みで
世界を相手に勝負

勝ち筋 2
国産AIソリューションを

ユーザー企業に
提供してDX推進

GPT
オープンAI（マイクロソフト）

Claude
アンソロピック

Grock
xAI など

Gemini
グーグル

Llama
メタ

原動力

国家プロジェクト「GENIAC」

่れる「スケーリングଇ」にউちے
3.  ディープシークショックで見えた光明

「ディープシークショック」で人工知能（AI）の開発にパラダイムシフトが起こっている。
AI開発の「規模の競争」のルールが崩れる中、国産AIに見えてきた勝ち筋を探った。
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高研究責任者は「例えば翻訳などの何
らかのタスクをこなす性能は、1年間待
っていれば10分の1のコストで実現で
きる」と語る。ハードウエアの性能向上
も寄与していると考えられる。
　2025年1月に米オープンAIの「GPT-
4」を複数の指標で上回る性能の小型
AIモデルを発表したABEJA（アベジ
ャ）の岡田陽介代表取締役最高経営責
任者（CEO）は「現在のLLMの賞味期
限は3週間くらい」と話す。規模の競争
ではなくモデルのつくり方や学習のさ
せ方の技術が進化することで、短期間
かつ低コストで高性能なモデルが次々
と登場する事態になっている。

世界に打って出る企業も

　一言で国産AIといっても、各社の戦
略には違いがある。日本で生成AIに最

も入れ込んでいるのはソフトバンクグル
ープ（SBG）だろう。オープンAIと提携
して企業用AIエージェント「クリスタル・
インテリジェンス（Cristal intelligence）」
の開発を発表した。ビッグテックと組
んで覇権を狙う動きだ。
　一方、日本の大手IT企業の戦略は2
つに分かれる。まず、比較的小さい非
公開の独自モデルを提供するグループ。

「tsuzumi（つづみ）」を提供するNTT、
cotomiを提供するNEC、カナダCohere

（コーヒア）と共同開発した「Takane
（高嶺、タカネ）」を提供する富士通が含
まれる。一方、日立製作所は独自モデ
ルを開発せず、既存の生成AIの活用を
重視する方針だ。
　ABEJAやELYZA、リコーなど生
成AIの登場初期から取り組んできた
企業も存在感を見せる。クリエーティ

ブ分野に特化するサイバーエージェン
ト、デジタルクローンを推進するオルツ
といった分野特化型の企業もある。
　独自の技術で世界に打って出ようと
するスタートアップも登場した。米グ
ーグルなどから一流の生成AI研究者
が集まったSakana AI（サカナAI）、世
界中から言葉の壁をなくそうとしてい
るKotoba Technologies（コトバテク
ノロジーズ）、日本のAI研究開発の雄
であり、GPUの王者米エヌビディアの
次を狙おうとしているPFNなどだ。
　加えて、オープンソースでの独自
LLM開発やAI開発に関する情報共有
を行うコミュニティー「LLM-jp（LLM
勉強会）」もある。中心的な役割を果た
している国立情報学研究所（NII）の黒
橋禎夫所長は「海外にはあまりない取
り組みだ」と語る。� （大豆生田 崇志）

国産AIの戦略はさまざま　■ 現時点での「国産AIマップ」

国内大手IT企業

tsuzum
NTT

日立製作所

cotomi
NEC

Takane
富士通

生成AI研究開発コミュニティー

LLM-jp

コーヒア

早期から生成AI開発

ABEJA

ELYZA

リコー

独自モデルを提供

提携

ビッグテックと組んで覇権を狙う

オープンAIソフトバンク
グループ

提携

既存の生成AIを活用独自の生成AI技術で海外と勝負

サカナAI
基礎研究で世界をリード

コトバテクノロジーズ
音声技術で言語の壁をなくす

PFN
半導体技術でNVIDIAと対決

分野特化で生成AI開発

サイバーエージェント
クリエーティブ分野

オルツ
デジタルクローン
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　現実世界の物理法則（重力、摩擦、熱
力学など）を理解し、それに基づいて判
断して行動する「物理AI」。AIとシミ
ュレーション技術の発展による物理
AI時代の到来は、ものづくりを得意と
する日本企業にとって勝機になる。先
端的なAI技術を、自社のものづくりや
サービスの強みと融合させることが成
功のカギだ。AIの発展により生まれる
新市場にもチャンスがある。
　物理AIでは、大きく３つの方向性が
考えられる。
　１つ目は、物理AIを自社における

「ものづくりの革新」に役立てる方法だ。
ものづくりは日本の強みであり、AIと
の融合は今後、必須だろう。例えばト
ヨタ自動車は工場の機能向上を狙って、
米エヌビディアのシミュレーションプ
ラットフォーム「オムニバース」を2022
年に導入し、「デジタルツイン」の構築

に取り組んでいる。
　デジタルツインとは、現実世界から収
集したデータを基に、デジタル空間上
に本物そっくりの世界を再現すること
を指す。具体的には、金属の塊をつぶ
して部品の形に成形する鍛造ラインの
デジタルツイン構築を進めている。
　一般に鍛造品の製造ラインは危険な
現場である。熱した金属材料を金型に
入れ、大きな荷重をかけて成形してい
く。誤差があってもロボットが動作す
るよう、人間による微調整も欠かせな
い。トヨタはデジタルツイン上でロボッ
トを微調整し、人間の作業時間や危険
性を減らすことを狙う。これまでも
CAD（コンピューターによる設計）な
どを使ってロボットの調整などを試み
てきたが、実際の作業空間と全く同じ
摩擦や慣性などを考慮できるシミュレ
ーション環境が必要だと分かり、オム

ニバースを導入した。
　実際に導入してシミュレーションを
続けた結果、「トヨタらしい」デジタル
ツインのあり方も見えてきた。それを
トヨタは「ADAサイクル」と呼ぶ。現実

（Actual）→  デジタル（Digital）→  現
実（Actual）の頭文字をとったものだ。
現場で培ってきた安全性や作業のノウ
ハウなどの技能をデジタル化し、デジタ
ル空間上で改善アイデアを出し合う。
　オムニバース上のシミュレーション
画面を見ながらチームでさまざまなア
イデアを議論し、デジタル空間上で試
してみる。70点程度の完成度まで
PDCAを回して、その改善手法を今度
は実際に現場に導入。今度は人の手で、
70点のアイデアを100点に高めていく。

AIで鉄道向けサービスを革新

　２つ目は、AIを自社の新たなサービ
スとして打ち出す方法だ。
　2024年３月にエヌビディアとの協業
を発表した日立製作所。「エヌビディア
が注力するメカトロニクスと、当社が特
徴を持つフィジカルな領域は一致して
いる 」。IT部 門 で 最 高 技 術 責 任 者

（CTO）を務める鮫嶋茂稔氏は、協業で

現実の生産ラインを「デジタルツイン」で再現して工場を進化させるトヨタ（愛知県豊田市の貞宝工場）

トヨタ、日ཱ、ラピダス AIで うૂ革৽ɹ
4.  物理AI　日本メーカーの活路

現実世界の物理法則を理解し、それに基づいて判断して行動する「物理AI」。
ものづくりの強みを先端AIと融合することで、日本メーカーの活路は開ける。
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互いの強みを掛け合わせられると読む。
　早速、成果は生まれつつある。2024
年９月にグループ会社の日立レールが
エヌビディアの産業用AI技術を活用
した鉄道会社向けサービス「ＨＭＡＸ」
を発表した。カメラで架線の様子を撮
影し、そのデータをAIで分析。不具合
情報をリアルタイムで把握できる。欧
州を中心に、鉄道会社にシステムを売
り込む。
　シミュレーション分野での協業も視
野に入れている。発電所や工場へのシ
ステム導入に強みを持つ日立が顧客の
ロボット導入などを後押しする。
　「工場が自動化されているのは、自動
車や半導体、電機など作業が固定化さ
れていて、かつ大量生産を担うケース
だけ。それ以外の産業の多くの工場で
は臨機応変に賢く動くロボットが必要
だ」。エヌビディアのディープゥ・タッ
ラ副社長はこう指摘する。
　「究極の一品生産が可能になる」。日
立の鮫嶋氏はこう見通す。既に自動化
されている自動車工場でも、自律した
ロボットを導入すれば新たな付加価値
が生まれる。事前に動作が決まってい
る従来のロボットは一品ごとに仕様の
異なるクルマを生産できない。自律ロ
ボットの導入で、多品種少量生産の先

にある一品生産が見えてくる。
　「世界で作られる半分のロボットが
日本で生産されている。日本はロボッ
トを生産するベストの国だ」。2024年
11月のイベントでエヌビディアの最高
経営責任者（CEO）のジェンスン・ファ
ン氏は、日本企業にこう秋波を送った。　

エッジAIで復活目指す半導体

　３つ目は、物理AIを支える半導体産
業にある。AIの実装段階は「学習」から

「推論」へ、そしてAIが動く場所は「デ
ータセンター」から「エッジ」へ移りつ
つある。エッジとはスマートフォンや
PCなどの端末（デバイス）を指し、ロボ
ットや自動運転車も含まれる。ロボッ
トや自動運転車の普及には、AIを動か
せる半導体が欠かせない。
　専門家の中では、エッジに搭載され
るAI半導体は多様化するとの見方も
多い。スマホやPC、クルマなどエッジ
は多種多様であり、かつAIへの要求性
能がまるで異なるからだ。例えばスマ
ホでAIを使って英語を日本語に翻訳
するのと、自動運転車が目の前の状況
を判断して車体を瞬時に制御するので
は、半導体の性能や仕様が全く異なる
のは容易に想像が付く。エヌビディア
が得意とする汎用的なGPU（画像処理

半導体）ではなく、それぞれの用途に特
化したAI半導体が必要になるとの見
立てがある。
　2022年に設立された日本の半導体メ
ーカー、ラピダスはまさにこうした半
導体の製造にターゲットを定めている。
同社は「スピード」に強みがあるとし、
エッジに搭載されるような特化型のAI
半導体を開発するメーカーからの生産
受託を目指す。海外勢のファウンドリ
ーとは違い、少量でも生産できるライ
ンを構築しようとしている。物理AI時
代の到来は同社にとって追い風となる
はずだ。2025年から、いよいよ同社の
千歳工場で世界最先端である2ナノメ
ートルプロセスの試作が始まる。量産
は2027年を予定している。
　半導体の開発にもチャンスがある。
エッジ側の半導体が多様化するなら、
まさにエヌビディアが1993年にグラフ
ィック専用半導体の開発企業として産
声を上げたように、業種特化・用途特化
の無数の開発・設計企業が現れてもお
かしくない。
　例えば日本では、スタートアップの
エッジコーティックス（東京・中央）が
宇宙や次世代通信に特化したAI半導
体を設計している。エッジに搭載する
半導体で、GPUに比べて低電力で処理
できるという。次世代通信向けのチッ
プを2026年までに開発する計画だ。
　100兆円市場とも言われる物理AI。
巨大市場には日本企業の勝機もある。
ロボットや自動運転車は半導体やソフ
トウエアだけでは実現しない。ものづ
くりとの融合が肝だからだ。ソフトウ
エアでは水をあけられた日本だが、ハ
ードウエアが絡む物理AIでは、勝機は
十分にある。� （島津 翔=シリコンバレー支局）

日立は欧州で力を注ぐ高速鉄道向
けサービスにAIを活用
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──これまでのキャリアで、AIとどう関わ
ってきましたか。
　日本IBMに入社し、東京基礎研究所
でAIの1分野である自然言語処理を研
究していました。当時は英語を日本語
に機械翻訳するプロジェクトに参加し
ていました。
　私が日本IBMに入社したのは1990
年ですが、その頃は第2次AIブームが
下火になり、いわゆる冬の時代を迎え
る頃でした。企業の研究は時流に沿っ
てテーマが変わるもので、Webやセキ
ュリティーといった自然言語処理以外
の分野にも携わりました。ITを広く見
る目を養うことにつながり、今となっ
ては良い経験だったと感じています。

データを経営判断に生かそう

──日本IBMから三菱ケミカルホールデ

ィングス（現三菱ケミカルグループ）を経て、
花王へ入社しました。現在はどのような役
割を担っていますか。
　花王では、「デジタル戦略部門」にあ
る「データインテリジェンスセンター」
のセンター長を務めています。私の配
下にデータ分析を担当するデータサイ
エンティストのチームと、データ基盤
を開発・運用するチームがあります。以
前はデータサイエンスのチームが社内
のさまざまな部門にありましたが、デ
ジタル戦略部門として統合した
ので、大きな枠組みで
仕事ができるよう
になりました。
　私が入社する前から
花王はデータ基盤として「データレイ
ク」の構築に注力してきました。データ
を蓄積し、BI（ビジネスインテリジェン

生成AI（人工知能）を中心に、企業がAIの全社的な活用を加速させている。
AIを前提にすることで、それまでの業務の進め方や組織を大きく変えつつある。
花王、サイバーエージェント、ファミリーマート、名古屋鉄道の最新の取り組みに迫った。

効率化にとどまらず
AI前提で業務を変える

企業経営にAIを生かす

シニアࣾһの׆༂の৔を޿げる
1.  花王の浦本直彦執行役員に聞く

花王でデータインテリジェンスセンター長を務める浦本直彦氏は長年AIに携わってきた。
自然言語で入力できる生成AIは、シニア社員の活躍の場を広げる可能性があると話す。
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ス）ツールで可視化しています。このデ
ータを経営判断や事業判断にもっと生
かそうと考えています。データではな
く知恵、インテリジェンスに換えて活
用するプロジェクトを進めています。
──近年のAIの進化をどう見ていますか。
　以前私が研究していた自然言語処理
では、動詞や名詞、主語や目的語とい
った単語同士の関係を明らかにする構
文解析が精度を左右しました。研究者
にとって、構文解析によりいかに文章
を表現し、意味付けするかが大きな課
題でした。
　一方、機械学習ではニューラルネッ
トワークが文章表現を一手に担うよう
になり、文章を入力したら回答が返っ
てくる。自然言語処理で実施していた
時とは大きく変わりました。　
　ただ、生成AIの活用が進むにつれて、
ある程度文章の構造化・知識化が必要
とも感じるようになりました。大量の
データをそのまま生成AIに入力しても、
回答の精度はあまり高くならないこと
が分かってきました。文章を構造化し
たり、図に説明を付与したりするよう
な工夫が必要なのです。
　生成AIの活用では社内のデータを
うまく使おうと言われています。当社
には製造やマーケティングなどの知識
や知恵が部門にたくさんあるので、何
とかして残していきたいです。

AI活用のハードルが下がった

──企業にとって、生成AIのメリットはど
のような点にあると考えますか。
　大規模言語モデル（LLM）が今まで
の機械学習モデルと一線を画すのは、
自然言語で入出力ができる点だと思い
ます。従来はプログラミングしなければ

ならないので、事業部門などの社員に
とってはAIを使うためのハードルが高
かった。生成AIならば自然言語で入力
できるので、プログラミング知識がなく
ても長年の経験があり、業務知識を持
っている人の活躍できる場が広がった
と考えています。
　当社は一般社員による開発が盛んで、
ローコード開発ツールでシニア社員が
アプリをつくるといった事例があるの
ですが、生成AIもそうだと思います。
生成AIって意外とシニアに優しいので
はないかと考えています。
──今後、社会や企業はAIとどう向き合
っていくとよいと考えていますか。　
　アカデミアと産業界がタッグを組ん
で進んでいくことが重要だと思います。
　第2次AIブームの時は、アカデミア
の世界では一定の成果が出ていました
が、産業界で業務の中で使う動きはあ
まり活発になりませんでした。
　第3次AIブームで機械学習が誕生す

ると、Pythonライブラリーが無料で使
えるようになるなど、AIの民主化が起
きました。
　それがLLMの時代になって、産業界
からITベンダー側に重心が移った気
がしていました。大量の資金を投じて
LLMを開発できる会社は数社しかない
という構造です。
　このように考えていた矢先、中国の
AI新興企業ディープシークが開発し
たLLMが、大きな話題を呼びました。
誰でも使えるモデルの存在は大きく状
況を変える気がします。安全かどうか
は検討しないといけませんが、AIの民
主化みたいなものが企業にも来ている
ように感じます。
　また、私は長く技術に携わってきま
したが、最近ではどうすれば会社がよ
い方向に変わっていくのかということ
を意識するようになりました。AIをは
じめデジタル技術は道具ですので、使
う人と組織が変わらないと大きな変化
にはなりません。最終的には仕事の進
め方や組織が変わっていくべきだと思
います。
　その意味では、生成AIとデータレイ
クをうまく組み合わせれば、「データが
人を探しに行く」世界が実現できるの
ではないかと考えています。今は人が
必要なデータは何か考えて探しますよ
ね。それが、売り上げや利益といった
データに変化があれば、AIが伝えるべ
き人や内容を判断して知らせてくれる
ようにできると思っています。
　生成AIを要約やリポート作成だけ
に使うだけではもったいない。業務を
効率化するだけではなく、ドラスチッ
クに業務を変えるようにしていきたい
のです。 （渥美 友里）

浦本 直彦（うらもと・なおひこ）氏
1990年日本IBM入社、東京基礎研究所にて自然
言語処理やデータ統合などの研究開発に従事。
2017年三菱ケミカルホールディングス（現三菱ケミカ
ルグループ）入社、2020年執行役員CDO（最高デ
ジタル責任者）。2023年4月花王入社。現在は執行
役員デジタル戦略部門データインテリジェンスセ
ンター長
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──広告分野でのAI活用について、今
後はどういった領域がメインの競争領域
になると考えていますか。
　AIで広告を生成できるようになって
きているので、今後は広告クリエイテ
ィブの数が爆発的に増えるでしょう。1
つの広告主が設定する広告の数が、お
そらく100倍から1万倍ほどになる。も
っと増えるかもしれません。
　これまでの配信領域では、「限られた
広告の中でそれを誰に当てるか」が競
争の舞台でしたが、今後は（制作でき
る）広告の数が無限に近くなります。ク
リエイティブの数を増やした方が、最
適な広告を当てやすくなるため、広告

効果が良くなる。従来は配信ロジック
の競争でしたが、今後はクリエイティ
ブ生成が競争のステージに変わります。
　従来は、デザイナーやコピーライタ
ーなど複数人で制作するため、1つのク
リエイティブを作るのに相応のコスト
がかかりました。（AIによって）作るだ
けだったら誰でも作れるようになる。効
果が出る広告をどれだけ作り、確認し
てセットできるか、という競争が今起
きています。
　各プラットフォーマーは、大量に広
告を作る準備をしています。ただ、そ
こでネックになっているのが、（広告主
から十分な数の）広告クリエイティブ

が設定されていないことです。

フローの見直しが必須に

──広告主がAIの性質を理解して、大量
にクリエイティブを制作し、設定できるかが
ポイントになる。
　そうですね。クリエイティブを作る、
というのが一つ大きなポイントになっ
ています。ただ、そうして広告の数が
増えてくると、今度は人間が（広告を）
確認できなくなるという課題が出てき
ます。これは（業界の）習慣や規範にも
関わってくる問題です。
　今は、（広告の完成物を）読み合わせ
したり、他部署を含めて多くの人が確
認したりしていますが、それでは（大量
にクリエイティブを作れるという）AI
の恩恵を受けられなくなります。
　今後は広告を作るAIがあって、その
効果を予測するAI、媒体規定などを確
認して、広告を審査するAIなど、複数
のAI同士が働くようになると思います。
その予測の下、サイバーエージェント
では、広告を作るAIだけでなく、審査
するAIなどを用意しています。
　AIで広告を作ること自体は、どの会
社でもできるようになります。それ以
降のフローでのAI（の質）で差がつくの
だと考えています。
──広告を作る領域の進化は、やはりこ
こ2年程の変化が大きいですか。
　そうですね、これからもっと進化し
ていくと思います。テキストや業務で
の活用はもちろん発達しています。映
像や画像も発達してきましたが、まだ
まだこれからです。
　広告の作り方自体を変えられれば、
もっとAIは活用できます。それがまだ
やりきれていない部分です。

のཪଆ༺׆ച্の໿5ׂでAIࠂ޿
2.  サイバーエージェントの内藤貴仁常務執行役員に聞く　

広告業界においてAI活用が進んでいるが、サイバーエージェントは先進的な企業だ。
同社のAI事業責任者にマーケティングにおけるAI活用の今と未来を聞く。

内藤 貴仁（ないとう・たかひと）氏
サイバーエージェント ・常務執行役員。1977

年生まれ。2001年サイバーエージェント入社。
インターネット広告事業本部の統括本部長等
を経て、2010年に取締役就任。現在はAIの
研究・開発を担うAI関連事業をはじめ、オペレ
ーション事業・クリエイティブ事業・DX事業を統
括。2020年に常務執行役員に就任
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　既存のクリエイターは作りたいもの
が先にあります。作りたいものを再現
する目的でAIを活用しますが、今だと
なかなか思い通りのものは作れない。
　ただ、作りたいものが先になければ、
別に問題はないんです。（AIが作った
ものの中から）このクオリティーのもの
を使おう、としていくと作れてしまう。
　サイバーエージェントの新しい広告
の作り方では、デザインはレイヤー構
造になっているので、まず構図で予測
をかけます。そのうえに、背景や商品
素材などを載せていく。クリエイティ
ブは全部で5～7レイヤーほどでできて
いるので、それを1つずつ予測して、結
果的にこういったものができた、とい
う作り方をしています。つまり完成形
を考えて作っていないんです。
　AIはこれくらいの効果の出るものを
作る、というのは得意です。1秒のコマ
の意味はつながっていないけれど、と
にかくかっこいいシーンだけずっと続
いていて、何か言葉が出る、といった
ものは作れます。「それでいいから大量
に作って」と言う企業が出てきたら、そ

の企業が勝つと思います。

約5割がAI活用による広告制作

──サイバーエージェントでは、どれくらい
の割合で広告制作にAIを活用している
のでしょうか。
　先述のように、完成形を決めずにレ
イヤーごとに効果を予測して広告クリ
エイティブを作ったり、自動生成でテ
キスト広告を作成したりして、広告配
信する案件の売り上げは広告事業全体
の5～6割を占めています。
　（完成形を決めずに広告クリエイテ
ィブを作る場合は、）人間がクリエイテ
ィブの見た目が崩れていないかなどを
確認しながらAIが作るわけです。沖縄
にある子会社モノクラム（那覇市）では、
デザイナーではない人たちを採用し、デ
ザイン研修を2週間くらい実施して、現
場で働いてもらっています。
──クリエイティブの完成形を提案しない
方法は、あまり他の代理店では行われて
いないのではないですか。
　こういった作り方をしている企業は
ないと思いますね。商習慣ごと変わっ

てしまうので。説明などもしなくてよ
くなっていく。（クリエイティブの）狙
いや訴求を語らなくても、広告のスコ
アを共有するだけになります。ディレ
クターのように広告主に対して説明す
る役割の人が必要なくなってきます。
──広告業界の人はどういったスキルを
身に付けていくのがいいのでしょうか。
　従来、広告代理店は「What to say

（何を言うか）」に重きを置いた提案を
してきたと思いますが、今後は「What 
to do（何をするか）」を提案しないとい
けなくなると思います。
　その会社が何をやっているのか、企
業も消費者もそれがダイレクトに分か
っていくようになる。キャンペーンの
ために、「What to say」をつくっても、
うそっぽくなる。まず「What to do」を
つくり、本当に実行していて、それを

「What to say」として出すような、本
質的なブランドづくりが重要になって
いくと思います。そう考えて、24年9
月に、インターネット広告事業本部の
中に「WHAT TO DO局」をつくって、
取り組み始めています。� （石飛大和）

広告をAIが制作し、審査もAIが行う　■ 制作から入稿までのイメージ

AIを活用してクリエイティブ制作や入稿フローにおける
サイバーエージェント内および、広告主企業と
サイバーエージェント間の確認作業を効率化

登録されているルールを基準にして
クリエイティブをスクリーニング

審査AIによる結果を参照し
最終的な採否判断

予測
やりとりAI

制作

学習

審査AI 納品 広告主
チェック 自動入稿 配信

予測AI

予測LP 予測TD

出所： サイバーエージェン
トの資料を基に編
集部で制作
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　ものがあふれ、消費者が多様化する
現代において、顧客を正しく理解する
ためのリサーチは欠かせない──。
　では、顧客理解につながるリサーチ
に取り組まなかった場合、どのような
影響を及ぼすのだろうか。
　ファミリーマートデータマネジメン
ト室コンシューマー・マーケット・イン
サイトリサーチグループマネージャー
／シニアマーケティングリサーチャー
の出下浩司氏は、顧客理解が不十分な
デメリットについてこう語る。
　「顧客理解をせずに作られた商品は、
すぐに商品の棚や市場から消えていく。
投入された新商品や新サービスのうち、
約80％が6カ月以内にマーケットから
消えていくとの研究があり、見込んだ
利益を得られないことが多い」
　とりわけ、コンビニエンスストアのよ
うな小型小売店では、売れない商品を

棚に並べておく余裕はない。売れない
商品はすぐに棚から落とされる。多く
の商品は一過性の売り上げでは利益を
生まない。利益は継続的な購買によっ
てもたらされ、短期間で棚から落ちて
しまうと、この継続的な購入を生み出
しにくくなるため、利益が得られない。
　そこで、ファミリーマートが2022年
に発足したのが、出下氏が所属する「コ
ンシューマー・マーケット・インサイト

（CMI）リサーチグループ」。顧客理解に
つながる調査結果を、全社に伝える役
割を担う、横串の組織だ。
　重要なのは、データを渡す担当者が
意思決定までできるように、事前の調
査設計を徹底している点だ。

「商品開発方針」にも踏み込む

　では、意思決定につながるリサーチ
とは何か。一例として挙げられるのが、

22年から23年にかけて実施した「価値
構造化」の調査だ。同調査は、ファミ
リーマートが目指す将来像を定義し、
その将来像を顧客に認識してもらうた
め、どのような価値の商品を生み出し
ていくべきかを決める、いわば大元の
開発方針を提言するものだ。
　主要カテゴリーの商品に対して、顧
客が抱く価値と要素をデータで可視化。
どの状況で、どんな気持ちにひも付く
商品なのかを分析し、商品開発の方針
決定に生かす。
　最終的なアウトプットとしては、各
カテゴリーの商品の「お得感・コスパ」
といった価値が、商品のどんな要素に
ひも付いて生まれているのか。さらに
消費者がどんな状況で、どんな感情で
その価値を認識するのか分析している。
　例えば、弁当カテゴリーにおいて「お
得感・コスパ」という価値は、「1個増量」

「ボリューム感」「肉」「香り・スパイス・
本格感」という要素にひも付く。ファミ
リーマートでは、「しゅうまい弁当」に
おいて、「昼食にがっつりしたものが食
べたい」という状況で喫食され、「値段
が普段と変わらないのに、しゅうまい
が1個増量だったので、お得感があっ

ੜ੒AIを࢖ۦして、「Ձ஋」をநग़
3.  ファミリーマートの先端リサーチ手法　

2022年に「コンシューマー・マーケット・インサイト（CMI）リサーチグループ」を発足。
生成AIも活用する意思決定につなげるリサーチの極意を聞いた。

生成AIを駆使して、価値を抽出　■ 調査の流れ

ファミマとして
ありたい姿を整理

まずはファミマとしての指針を整理。
会社として掲げている・ありたい姿
を価値として機能するか検証を行う
ために政策指針を協議

コンビニとしてお客さまがGoodな
状態とはどのようなことを指すのか、
を言語化するために1万人の声を
収集。それがファミマとしてどうリン
クできるかこのデータを基に仮説出
しを行う

コンビニとしてお客さまがGoodな
状態をより解像度高く理解。その
中からヒントとなり得る価値となるエ
ッセンスを抽出

コンビニとしてお客さまにとって商
品とはどうあるべきか、Customer-

Based Brand Equity Pyramid

を基に顧客認識→実用的・感情的
ニーズ→機能品質・感情的評価
→結びつき・つながりといった構造
化を商品政策に落とす

モーメントとして
1万人の声を聞く

日記調査＋インタビューで
価値を抽出

お客さまの価値とファミマが
出せる強みを構造化

価値構造化仮説構築・検証課題設定自社内での議論

出所： ファミリーマートの資料を
基に編集部で制作
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たお弁当がいつもよりおいしく感じた」
という気持ちで、お得感・コスパにひも
づいた、と説明できる。

AIと対話し、価値を可視化・分析

　この分析には生成AIを活用した。ま
ず、1万人のコンビニ利用者に「直近、コ
ンビニで購入した商品」と「その商品に
よって、プラスの感情になった商品が
あったか」「それはどういった状況だっ
たか」などを問う、仮説構築用のモーメ
ント調査を実施。その結果を基に、顧
客が商品に感じる価値の構造を「なぜ」
を繰り返すことで導く、KA法を生成
AIとの対話で実施し、仮説を構築する。

「この商品を、こういったオケージョン
（状況）で利用すると、こういった機能
によって、この価値を感じる」といった
仮説だ。そのうえで、社内で、現在フ
ァミリーマートで提供できている価値
と合致するものと、提供できていない

ものなどを社内で議論し、仮説を磨く。
　次に、質的調査だ。コンビニ利用者
に対して、商品の購入、利用シーン、そ
のときの気持ちなどを詳細に記録する
日記調査とインタビューを700～800
人に行った。ここでは「オケージョン」
と「購入した商品」、それによって「ど
んな状態・気持ちになったか」を聞く。
　例えば、「子どもが言うことを聞かず、
いらいらしていた帰り道」というオケー
ジョンで、「手巻鮭の海苔」を食べると、

「海苔のパリパリがストレス解消になっ
た」という声が得られたという。
　この定性調査の結果も、モーメント
調査と同様に、生成AIとリサーチャー
が対話を通じてKA法を実施し、価値
を抽出、構造化。最後に人間の手で、2
つの調査で得られた結果を基に出てき
た価値を分類する。商品開発において
重要な、打ち出すべき価値に分類し、各
価値にひも付くカテゴリー上位と各カ

テゴリーにひも付く価値を可視化した。
　最終的にそれを商品単位まで落とし
込み、どの要素があって、価値を生ん
でいるのか、それはどういった状況で、
どんな気持ちを生むのかを詳細に分析。
商品開発方針への提言まで実施した。
　「（顧客が感じる）価値だけを伝えて
も、各カテゴリーの担当者はどんな商
品を作っていいのか分からない。どの
要素にひも付くと、その価値が鮮明に
浮かびあがるのかを明示することが重
要だ。例えば、『たっぷりの具材が入っ
ている』という要素は、どの商品を、ど
ういう状況、シーンとひも付くと、『お
得感』という価値になるのか、というこ
とを全てのカテゴリーにおいて、構造
化している」と出下氏は明かす。
　各担当者が実際の施策に活用できる
ようになるまで、分析を実施すること
で、意思決定につながるリサーチを実
現している。 （石飛大和）

消費者に利用・喫食の状況と気持ち・状態を聞く　■ 調査の具体的なプロセス

【顧客が行きたいと思ってしまう価値抽出】
日記調査＋インタビューでの価値抽出におけるコンテキスト

価値構造化仮説構築・検証課題設定自社内での議論

どんな状況？

オケージョン

どんな商品が？

プレファレンス

どんな状態・気持ち？

ジョブ

どの気持ちに近い？
（仮説検証における）価値抽出

1万人プレ調査から
仮説構築

ストレス解消におにぎりの海
苔のパリパリが、思いかけず
気持ちを変えてくれて、ストレ
ス発散して、スカッとすがすが
しい気持ちになった

● イライラ解消した
● 気分転換になった
● 期待以上

子どもが言うことを聞かず、イ
ライラしていた時の帰り道 手巻鮭の海苔

出所： ファミリーマートの資料を基に編集部で制作
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──名古屋鉄道が生成AIに着目したの
は、なぜでしょう。
　グループ社員からの、「生成AIを業
務で使ってみたい」という声が一番の
きっかけです。そういった声に応える
ために、我々としても環境整備や、ガ
イドラインの策定、ツールの選定など
に着手しました。
──生成AIについての最初の印象は。
　私は入社して現場系の研修を受けた
後、情報系のグループ会社に出向しま
した。IC乗車券関連システムをSEと
して構築する経験をした後、2023 年9
月に現在の前身の部署に異動。既に生
成AIプロジェクトは動き始めており、
前任から引き継ぎ担当になりました。
　生成AIは、「システムと人間の中間
みたいなもの」と感じたことを覚えてい
ます。人間のように自然言語で会話も
でき、同じ指示をしても返ってくる答
えが一つひとつ違う。半面、うまく答
えられないこともあります。これまで
のシステムとは一線を画しており、人
間よりではありつつも、システム的な
要素も残っていると感じました。
──具体的には、どのような役割を担った
のでしょう。
　社員が生成AIを活用しやすい環境
づくりがメインです。「具体的にこうい
う業務で使いたいのだけど、いいツー
ルがあるか」とか、「システムに生成AI
を搭載する上で、どういうふうにやっ

ていったらいいか」といった相談を積
極的に受けて、ユーザーとの信頼を構
築していきました。
　まず取り組んだのは、社員が使いや
すいツールの選定。当社は、グループ
ウエアとして 「Google ワークスペー
ス」を使っています。その上に、生成 
AI とチャットできるツールを開発・実
装しました。Google ワークスペースに
入っている社員なら、誰でもチャット
感覚で、生成AIと対話できます。
　生成AIの価値を社員に納得しても
らわなければ、使用を強制しても最終
的には使わなくなります。24年上期に
は月1回程度、生成AIについてのウェ
ブセミナーを開催したり、生成AIに関
する情報を集約した社内ポータルサイ
トを作成したりしました。
　各部署やグループ各社からの相談を
受ける中で、効果的に使えそうなとこ
ろには生成AIの活用を勧めています。
──どの生成AIを業務に使っていいの
か分からない懸念はありませんか。
　社員が使う生成AIは許可制にして
います。加えて、生成AIの種類に応じ

て、機密情報などを入力してもよいの
かどうかを明示することで、安心して
生成AIを活用できるようにしています。

各部署に生成AI人材を育成

──グループ内で、生成AIに通じた人材
をどう増やしているのでしょう。
　IT 担当者を増やすことはあまり考
えていません。IT 担当者が業務を理解
するより、業務を理解している社員が
ITを理解する方が楽なのではないかと
考えているからです。ITはあくまでも
道具。業務課題解決の一環として、生
成AIを理解してもらうための教育プロ
グラムを提供しています。
　個人的な目標は、各部署に 1人、生
成AIをしっかり使える人を育成して
いくこと。生成AIを活用して、業務を
効率化している同僚を横目に見たら、
自分もちょっと触ってみようかなと思
うでしょう。生成AI活用を、先進的に

山田 敏大（やまだ・としひろ）氏
2021年4月、名古屋鉄道入社。22年2月、メ
イテツコムへ出向しSEとしてグループバス会
社の専用ICカード運用、全国共通ICカード導
入プロジェクトに従事。23年9月、名鉄デジタ
ル推進部（現DX・マーケティング部）へ異動し
てグループ全体のDXを推進している。25年4

月からDX・マーケティング部デジタルインフラ担
当シニアアソシエイト

ੜ੒AIを自෼の෦Լにする
4.  名古屋鉄道 DX・マーケティング部の山田敏大氏に聞く

「生成AI大賞2024」のグランプリを獲得した名古屋鉄道。社内浸透度が評価された。
同社内でAI活用を普及させた立役者、山田敏大氏に要諦を聞いた。
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使いこなす社員を核に、グループ全体
に広めていきたいです。
──生成AIを広める経験を通じて、どの
ような見解を持ちましたか。
　「うまく付き合えばものすごく有用な
ツール」だと考えています。
　今のところ、一番の売りはスピーデ
ィーさ。例えば「アイデアを100 個出し
てほしい」と要求すれば、1分少々で出
てきます。リテラシーを持った上で活
用すれば、親しみやすいツールです。
　アイデアの中には嘘や見落としがあ
るかもしれません。だからこそ、社員
には一層の業務理解が求められます。
答えを出すところまでは生成AIがやっ
てくれますが、その答えを判断するに
は正確な業務知識が必要です。
　社員一人ひとりが、生成AIを「部下」
と捉え、部下が持ってきたものを「上
司」として評価する。いわば、一人部署
みたいな形が実現できれば、社員の作
業効率は、上がっていくでしょう。
──リスクもある中で、AIを業務に活用
する難しさはありますか。
　鉄道事業では、お客様に誤った案内
をするわけにはいきません。そこが、生
成AIを実際の案内などで活用するの
が難しいと考える最大の要因です。

　とはいえ、現場職を含めて人手が不
足している中で、生成AIを活用してい
くことは不可欠です。生成AIは確かに
完璧ではないですが、人間も誤った判
断をすることがあります。生成AIの進
化は早く、その正確性は1年前とは見
違えるほど向上しています。

鉄道運行への適用は時期尚早

──生成AIの活用を進めることで、企業
はどのように変わっていくでしょう。

　お客様との接点の中で生成AIをど
のように使い、お客様満足度向上につ
なげられるかが鉄道会社としての、フ
ァーストステップだと考えています。こ
こに会社ごとの特色が出てくるのでは
ないでしょうか。一方で、安全第一と
いう、100％の水準を求められる鉄道の
運行などでは、生成AIの活用は別途検
討する必要があるでしょう。
──鉄道の運行などへの生成AI活用は
時期尚早だと。
　そうですね。ただ、生成AIの進歩は
本当に早い。1年前は、表だって読め
なかったですし、音声を読み込むのも
あまり精度が高くなかったですが、今
は簡単にできてしまう。そこが生成AI
の面白さであり、難しさでもあります。
　我々は業務に潜む課題をしっかり認
識した上で技術動向を注視し、生成AI
で解決できるようになったら、その課
題に適用していくというスタンスで臨
んでいきたいです。� （岡山幸誠）

　2024年12月に開催された「生成AI

大賞（Japan Generative AI Award）2024」
（主催：Generative AI Japan、共催：日経ビジネス、

協力：日経BP 総合研究所）。そこでグランプ
リを獲得したのが名古屋鉄道だ。
　名鉄グループは100社以上の企業で
構成され幅広い事業を展開しているが、
新型コロナウイルス禍以降、事業環境
が大きく変化した。人手不足に悩まさ
れており、こうした経営課題解決のた
めグループ全体でDXを進めてきた。
名鉄EIエンジニアやトヨタシステムズ、
東邦電機工業と共同で23年11月から
AI画像解析を利用した踏切監視システ
ムを本格運用するなど、AI活用にも積

極的だ。
　そんな同社がDXの中核の一つに据
えるのが生成AIの活用だ。23年度に
生成AIを一部業務に導入し、翌年度に
は本格的に生成AIの推進プロジェクト
を立ち上げた。グループの従業員全体
の3分の1以上に当たる1万人が生成
AIチャットを利用できるようにしたの
に加えて、生成AIで社内データを検索
する仕組みを整備し精度の高い回答を
短時間で作成できるようにした。駅構
内や車内での落とし物を「遺失物管理
システム」に登録する業務にも生成AI

を活用し、大きな業務削減効果を生ん
でいる。

AI画像解析による踏切監視も本格運用

名鉄名古屋駅は多方面からの列車が数分間隔で発着し、その複雑さから「迷駅（めいえき）」とも呼ばれる
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　AIリーダーズ会議は、日本における
AIによる産業変革を促進する目的で
開催したイベント。安川電機の小川昌
寛社長と東京大学国際高等研究所東京
カレッジの江間有沙准教授による基調
講演は、日経BP 総合研究所の杉山俊

幸チーフコンサルタント主席研究員が
質問する形式で進行した。

ChatGPTリリースが与えた衝撃

　まず、国連のAIに関する諮問機関メ
ンバーを務めた江間准教授に、杉山主

席研究員がグローバルの視点から見た
AIリスクについて解説を求めた。
　江間准教授によれば、AIリスクに関
しては2015年ごろから議論が始まり、
18年にはプライバシーや安全性、公平
性、アカウンタビリティーなどの問題に
論点が集約していったという。そして
24年、欧州連合（EU）がAIの開発や運
用を包括的に規制する「欧州AI規制
法」を承認し、法的拘束力のある「ハー
ドロー」を設ける流れが出てきた。
　EUのようにハードローがある地域、
あるいは法的拘束力のないガイドライ

日経BPが3月18日に開催した「AIリーダーズ会議2025 Spring」の基調講演。
AIロボットの今後について安川電機の小川社長と東京大学の江間准教授が対談した。
最先端のAI開発の動向に関しては、UCバークレーのザハリア准教授が展望を語った。

AIは暗黙知でも学べる
国産AIを開発する好機

AIリーダーズ会議で議論白熱

｢AIリーダーズ会議｣で意見
を交わす安川電機の小川昌
寛社長（右）と東京大学の江
間有沙准教授（中央）、日経BP

総合研究所の杉山俊幸チー
フコンサルタント主席研究員

イチゴをબผできるྗ がAIのਅࠎ௖
1.  安川電機・小川昌寛社長／東京大学・江間有沙准教授

AIを搭載し、自律的に動くロボットは、人間とどのように協働し得るのか。
AIの学習能力や人型ロボットの可能性と課題について、意見を交わした。
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ンや自主規制である「ソフトロー」があ
る地域が、共通認識の枠組みの中で国
際的な連携をしながら議論するのが

「広島AIプロセス」の始まりであり、国
連での議論の大きなテーマでもあった。
　江間准教授はこうしたプロセスの中
で、生成AI、特に22年11月にChatGPT
がリリースされた衝撃によって、多く
の軌道修正が図られたとも指摘する。
一般ユーザーがAIを使えるようにな
ったことで、リスクの多様性も広がっ
たためだ。今はOECD（経済協力開発
機構）が監督するところで、生成AIに
関するリスク対策を各企業が報告する
枠組みが出来上がったと話した。
　杉山主席研究員は、江間准教授に

「ビジネスパーソンは今、AIリスクにど
う対応すべきか」について質問した。
　それに対して江間准教授は、「確実に
禁止される事柄については、大企業は
すでに対応済みだ。情報共有について
は、企業によってどこまで詳細に報告
できるかに差がある」と指摘した。
　続いて話題はロボティクスに移った。
安川電機は2023年12月、米エヌビディ
アとの協業で開発したAIロボット

「MOTOMAN NEXT」を発売してい
る。杉山主席研究員は安川電機の小川
社長に「AI駆動でロボットを変えてい
く狙いは何か」と質問した。
　現在の産業用ロボットには、繰り返
し作業の精度が求められる。これは、作
業の対象物が均一であったり、その状
態がある程度担保されていたりする状
況があってこそ、高品質な製品を作る
ロボットとして活用できる。逆に言え
ば、物の情報が曖昧だったり多様だっ
たりすると、ロボットは対応できなく
なる。そこで小川社長は、「ロボティク

スにはAIの活用が必須になるのではな
いかと考えた」と述べた。
　人間は、タスクの情報が曖昧であっ
ても、これまでの経験や知見によって
当たり前のように対処できる。一方ロ
ボットは、一から細かく情報を教えな
ければ対応できない。そこで必要にな
るのは、ロボットに行動を学習させる
情報化だ。小川社長はここにAIを使う
ことを考えたという。
　ここで杉山主席研究員は安川電機の

「自律して動くロボット」を紹介した。
　スライドに表示されたのは、イチゴの
ピッキング作業をロボットが行う様子
だ。同じ形、色、大きさのイチゴが一
つもない集合の中から、大きくて色味
がよく、形が整っているものを選んで
整列させる。これは人によっても判断
基準にばらつきがあるタスクだが、暗
黙知を情報化し、AIに学習させて選別
してもらうのである。こういったタス
クこそ、「AIの真骨頂と呼べる技術だ」
と小川社長は話した。
　続けて杉山主席研究員は、ヒューマ
ノイドをどう考えているのかを尋ねた。
　ヒューマノイドという言葉は昔から
あったが、実用化されているケースは

なかった。小川社長は、「情報化によっ
てAIが対応できるようになるという前
提において、モーション機能が多様化
していくことは間違いない。その中で
ヒューマノイドが一つのモチーフにな
る可能性はある」と話した。

人型ロボットのメリットとは?

　江間准教授は、小川社長の指摘は非
常に興味深いと述べた上で、「人型にす
ることの利用者側のメリットは、環境
を変えるコストがないという点だ」と話
した。現状では、ロボットを十分に活
用するには環境を変える方が効率的か
もしれない。しかし、AIの空間認識能
力や情報処理能力が向上し、それに合
わせてロボットが動けるようになれば、
人型ロボットのような形が最も汎用性
が高くなる可能性はあると述べた。
　「今までロボットは、工場内などの限
られた場所で安全に使われていた。し
かし、ロボットと人間の距離が近づい
てくると、例えば子どもや動物が動き
回る場所のように、変数が増える中で
も安全性は担保されるのかという課題
が出てくるだろう」と江間准教授は指
摘した。� （森脇 早絵：ライター）

AIを搭載したロボットの開発に力を注ぐ安川電機の小川昌寛社長（左）とAIのリスクに詳しい東京大学国際高等研
究所東京カレッジの江間有沙准教授



032 VOL.01 : 2025 写真=日経クロステック

　「AIリーダーズ会議2025 Spring」の
基調講演には、米カリフォルニア大学
バークレー校（UCバークレー）准教授
で米データブリックス CTO（最高技術
責任者）のマテイ・ザハリア氏も登壇し
た。UCバークレーでビッグデータ分析
のオープンソースソフトウエア（OSS）
である「Apache Spark」を生み出し、
Sparkの商用ベンダーであるデータブ
リックスを、ユニコーン（推定企業価値
が10億ドル以上の未上場企業）に育て
た人物だ。
　AIの未来や、日本から独自AIを生
み出すためのアドバイス、大学から優
れた技術スタートアップを生む秘訣な
どについて語った。
　まずザハリア氏は、大規
模言語モデル（LLM）によ

ってあらゆるソフトウエアのユーザー
インターフェース（UI）が対話形式に
変わり、専門知識がなくても高度なデ
ータ分析などができるようになり始め
ていることが、生成AIによる変革の第
一歩だと指摘した。
　今後は、製品や技術の設計・開発プロ
セスに生成AIが活用されることで、製
造業が大きく姿を変えると語った。「既
にグーグルなどが、半導体の設計最適
化などにAIを適用している。科学や工
学の領域における設計プロセスがAIに
よって進化するだろう」（ザハリア氏）
　ザハリア氏は2024年2月、UCバー
クレーの人工知能研究所の研究者らと

共に「複合AIシステム」という概念を
提唱し、それが今後のAIシステムの主
流になると主張した。
　複合AIシステムとは「LLMを単体で
使うのではなく、複数のLLMや外部シ
ステムを組み合わせて活用するシステ
ムのこと」（ザハリア氏）。その要素とし
ては、ユーザーからの指示に答える
LLM以外に、LLMに様々な外部知識
を与える検索エンジンや、LLMによる
出力結果の正しさを検証したり、問題
点を指摘したりする「ガードレール」と
呼ばれるチェックシステム、それらを
連係させるワークフローシステムなど
がある。「様々なシステムを組み合わせ
ることでAIはより賢くなるし、何かの
問題が発生した時には、それを容易に
修正できる」（ザハリア氏）
　AIがユーザーの求めに応じてさまざ
まな仕事を行うAIエージェントも複
合AIシステムの1つ。「現在、カスタマ
ーサポートなどの仕事がAIエージェ

ントに置き換えられ始めて
いる。次にAIエージェント
によってソフトウエア開発
が大きく変わり始めてい
る」とザハリア氏は語る。

AIエージェントは「新入社員」

　「ソフト開発エージェントに『このソ
ースコードのバグを見つけて修正して』
と依頼すると、エージェントは30分ほ
ど1人で働いて、バグを修正するコー
ドを提案した上で、新しいコードのテ
スト作業も完了してくれる。ある種の

『自律型エージェント』になっていて、
ユーザーに質問をして、その結果に応
じて自分がやるべきことを考えるよう
になった」（ザハリア氏）

全ての人が自分専用のAIエージェントを
訓練し、業務を任せるようになる

ઐ໳༻్のAI開発で日本にチャンス
2.  カリフォルニア大学バークレー校  マテイ・ザハリア准教授

投資金額でAIの性能が決まる時代は終わり、低コストで優れたAIが実現可能になった。
オープンソースの活用で、日本企業が独自のAIを開発しやすい好機が到来したという。

マテイ・ザハリア氏
データブリックスCTO兼共
同創業者でカリフォルニ
ア大学バークレー校准教
授。 2009年、Apache 

Spark プロジェクトを開始。
さまざまなAI ソフトウエ
アの開発に携わる。大規
模言語モデル（LLM）を検
索システムなどと組み合
わせ、その効率と結果品
質を向上させる研究に取
り組む
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　ザハリア氏は、今後は全ての人々が
自分専用のAIエージェントを訓練し
て、自分の業務をAIエージェントに任
せるようになる、と見る。その上で「ど
うやってAIエージェントを訓練する
かが、今後の課題になる」という。
　「大学を卒業したばかりの新入社員
が、自動車メーカーの設計部門や金融
機関の運用部門ですぐに力を発揮でき
ないのと同様に、まず専門領域で働け
るだけの能力を身に付けさせる必要が
ある」（ザハリア氏）
　新卒レベルのAIエージェントを、ど
のように訓練すればよいのか。ザハリ
ア氏は「シミュレーション環境を使っ
た強化学習が重要になる」と指摘する。
強化学習とは、コンピューターが試行
錯誤を繰り返すことでより優れた回答
を得る方法を学習する手法である。
　「シミュレーションを使った強化学
習は、既に（将棋や囲碁などの）ボード
ゲームで大きな成果を上げている。今
後は自動車設計など、より難しい作業
のシミュレーション環境をどうつくれ
るかが、強化学習のカギになるだろう」

（ザハリア氏）
　現在、ザハリア氏の教え子やデータ
ブリックスが、複合AIシステムの各要
素をOSSとして開発している。「我々
はAIの未来をオープンソースに賭け
ている。プロプライエタリー（オープン
ソースではなく特定の企業が独占する
技術）のAIを利用するということは、
AIを開発する1社に自社の未来を委ね
ることを意味する。非常に多くの企業
がそうしたリスクを排除するために、オ
ープンソースのAIを活用している」。こ
うザハリア氏は語る。

今がAI開発を始めるチャンス

　日本が国産AIの開発を成功させる
にはどうすればよいか。ザハリア氏は

「実は今がAI開発を始めるチャンス
だ」と指摘。「過去数年間はAIの分野
では多くの資金を投じなければ、優れ
たAIは開発できないと考えられていた。
しかし中国から『DeepSeek』が登場し
たように、その時代は終わった」という。
　今は非常に強力なLLMが、オープン
ソースとして入手できる。「オープンソ

ースLLMは日本語の性能も優れてい
るため、日本企業はそれを使って、専
門領域に特化した独自のAIを開発で
きる」「私の周りの研究者たちも、次々
とアカデミアを離れて、AI分野の起業
を始めている。チャンスが到来したと
考えているからだ」とザハリア氏は言う。
　ザハリア氏が所属するUCバークレ
ーからは、データブリックスなどのユ
ニコーンが複数生まれている。その「ゆ
りかご」がUCバークレーとIT大手が
連携し、5年間の期間限定で運営する
コンピューター科学の研究所だ。「学生
が異なる領域の研究者や産業界のプレ
ーヤーと交流して、優れた結果を生み
出してきた」（ザハリア氏）。
　その秘訣も「成果物をオープンソー
スにすることで、産業界との連携が容
易になり、新しい発明のきっかけにな
ったからだ」とザハリア氏は主張する。
　ザハリア氏は「日本からも既に、多く
の技術者がオープンソースAIの開発
に参画している」と述べ、日本によるオ
ープンソースAIへの貢献も期待した。
� （奥浜 駿、中田 敦）

LLMがさまざまなシステムと連動　■ 複合AIシステムの代表例である「RAG（検索拡張生成）」の仕組み

❶質問

❷Aについて
検索

❸検索結果

❹プロンプトに
文書を挿入

❺回答

大規模言語モデル

フロントエンド

ベクトル検索エンジン

社内文書

ユーザー
この文書に基づいて

Aについて
教えてください

社内文書に
基づく回答

Aについて
教えてください



　冒頭で中田氏は、日本は受け身のAI
テイカーではなく、主体的に開発や活
用に取り組むAIメーカーになるべきと
した上で、それに向けて「どのような課
題意識を持っているか」を登壇者へ問
いかけた。
　最初に、AIユーザーの立場で発言し
た旭化成の大熊氏の言葉は、生成AIを
活用して全社業務の効率化を目指す
リーダーが持つ課題を象徴するものだっ
た。大熊氏は3つの課題を挙げた。1つ
目は、生成AI導入の効果を定量化する
難しさだ。「確かに生成AIを導入するこ
とで業務を効率化できると思う。ただ、
一人が1日1時間効率化できたとして、
社員が4万人いれば計4万時間の削減
になるわけだが、それによって（人件費
などが計上される）販売管理費の削減
に直結するわけではない」と指摘する。
　2つ目が、AIに対する期待の二極化
だ。AIに過度な期待を寄せる人と、全く
期待していない人との間で認識の差が
非常に大きくなっているという。そして
３つ目が、PoC（概念実証）疲れだ。多く

　ディスカッションのタイトルは「AI活
用で産業変革へ──研究開発と収益
化のエコシステムはどう構築する？」。
登壇したのは旭化成の生成AI・言語解
析ユニットの大熊智子ユニット長、花王
の浦本直彦執行役員、一橋大学の小町
守教授、Preferred Networksの岡野
原大輔最高技術責任者、アドビの竹嶋
拓也デジタルメディア執行役員、
dentsu Japanの並河進グロースオ
フィサー、博報堂ＤＹホールディングス
（ＨＤ）の森正弥執行役員の7人だ。モデ
レーターは日経BPの中田敦AI・データ
ラボ所長（今年4月就任）が務めた。

の会社でDX（デジタルトランスフォー
メーション）に取り組みPoCが乱立した
が頓挫するケースも目立ち、それは
「“PoC焼け野原”で、ぺんぺん草も生
えないような状態」に見えたという。そ
して今度は生成AIだと言ってもなかな
か投資し切れず、エコシステムがうまく
回っていかない恐れがあり、これを変え
ていく必要があるという。現在は現場
の品質保証などの分野でAI活用を進
めているとした。
　このAI活用の課題について、花王の
浦本氏は次のように語った。「当社には
様々なデータがあり、それを可視化す

る取り組みは進んでいるものの、社内
の知恵とかインテリジェンスに変えて
いって事業のROI（投資収益率）に響く
ような意思決定に結びつけるには至っ
ていない。ただし、生成AIを使った業務
プロセスの変革を進めており、そこに何
らかのパターンのようなものが見え始
めている。人と生成AIの役割分担みた
いなものだ」。
　アカデミアの立場から議論に参加し
た一橋大学の小町氏も、生成AIの開発
スピードに触れながら課題を語った。
「AIの進化があまりに激しく、学生に何
を教えるべきかが難しくなってきてい
る。教育にはゼロサム的な側面があり、
新しいことを教えるためには、どうして
も既存のどこかを削らざるを得なくな
るというほどインパクトが大きい」とい
う。言語処理学会と人工知能学会の理
事も務める小町氏は、異説分野からの
参加者の増加に関心の広がりを実感し
ているという。もっとも、AIの技術だけ
を知っていてもダメで、データの著作権
やライセンスの問題など、幅広い知識
が求められると指摘した。

メディアを超えるAIの影響力
　ここからはディスカッションの中心
テーマの一つである国産AIの必要性や

可能性についての議論の場面を紹介し
ていこう。モデレーターの中田氏が、世
界のAI規制の動向について博報堂ＤＹ
ＨＤの森氏に発言を求めた。
　「これまで世界の潮流としてはAIへ
の規制を強化し、ガバナンスの厳格さ
を求める流れがあった。しかし米国では
トランプ政権が、バイデン政権時代の
AIリスクに関する大統領令を撤回し
た。また強固な規制で知られるEU（欧
州連合）のAI規制法についても、昨年9
月のいわゆるドラギレポート（欧州中央
銀行前総裁のマリオ・ドラギ氏がまとめ
たレポート「欧州の競争力の未来」）が
一つのきっかけになり、EUの経済成長
への弊害が議論されるようになってい
る。各国がAIの開発や活用にアクセル
を踏み始めていることは注目すべき点
だ」と指摘する。
　こうした動きを受けて中田氏は、国産
AIを開発する1社であるPreferred 
Networksの岡野原氏にコメントを求
めた。「生成AIの登場によって状況が大
きく変わった。多くの人が日常的に生成
AIを使うようになれば、既存メディアを
超えるような力を持つことになり、人々
の思想形成に影響力を持つようになる
可能性もある。国ごとの価値観や文化
を反映したAIが大切なのはこうした理
由からだ。海外で開発されるAIには国
内法が及ばないことも考えると、日本独
自のAIを開発できる状態が望ましい」
（岡野原氏）。また日本は海外と比較し
てAIを積極的に使おうとする意識が強
く、課題先進国である日本だからこその
AI活用の成功事例を生み出し、それを
世界に広めていくという勝ち筋もある
のではないかと岡野原氏は指摘した。
　一方で一橋大学の小町氏は、日本人

は作られたルールの中で振る舞うのは
得意だが、自らルールを作るのは苦手
だと分析する。「オープンソース化を推
進することでAIのアーキテクチャの独
占を防ぎながら、一定のルールの中で
日本が手綱を握ることができる状況を
作るのがポイントになるのではないか」
と語った。
　花王の浦本氏は、かつて人工知能学
会会長の経験をもつ立場から、AIを作る
側（メーカー）と使う側（テイカー）が一体
となって取り組むことの重要性を説き、
課題思考、現場思考を重視していくべき
と語る。「小町氏が指摘したように、日本
人はルールがあるところで強みを発揮
できる。ある程度の方向性を示すガイド
ラインができてくれば、それをベースに
AI活用が進むのではないか」と語った。
中国の事情にも触れて、「DeepSeekが

は、人よりAIがヒアリングした方がいい
かもしれない。ただAIが人を評価すると
いったことがないよう、かなり慎重に開
発を進めている」と語った。
　加えて岡野原氏自身のAI活用法を
少し披露した。それは「生成」ではなく
「評価」だという。「自分の書いた文章を
一般の読者に伝わるかどうかをAIに評
価させると、数多くの指摘が返ってく
る。人に頼むより心理的な抵抗感も少
ないし、かなりレベルの高いフィード
バックがもらえる」と述べた。また、論文
を読んだり証明を手伝ってもらったりす
るのにフル活用し、生産性が3倍ほど高
まった実感があるという。
　人とAIの新しい関係性について、
dentsu Japanの並河氏は自らの“分
身”となるAIを作成し、「並河進B」と名付
けたことを紹介した。この分身を使って
部下100人との月1回の個別面談を実
施してみた。会話の内容はあえて確認せ
ず、部下からのフィードバックを待ったと
ころ、「（並河氏との）距離感が近づいた」
「並河進Bさんがこんな良いことを言っ
てくれた」などの声が寄せられ、逆に並
河氏本人が「B」に寄せていくような振る
舞いも起こったという。“人間→AI→人
間”関係といった感情面のところはもっ
と掘りがいがある分野だと指摘した。
　並河氏の事例を参考に博報堂ＤＹＨＤ
の森氏が紹介したのは、ある企業の取り
組みだ。その企業では、自社のパーパス
（存在意義）を社員に浸透させるために、
そのパーパスを学んだ生成AIが社員一
人ひとりにインタビューしていった。その
結果、「各社員がパーパスにどんな思い
を持っているのか、自分の仕事のどこに
誇りを感じるかなど、通常のインタ
ビューでは得られないような気づきを得

ることができた」（森氏）と指摘した。

本業を磨いた上でのAI活用が重要
　企業における本業の強さとAIの関係
性にも議論が及んだ。森氏は、「AIに注
目しすぎるのは危険だ。AIは進化が激し
く、それをキャッチアップしているだけで
は他社との競争から脱落していく。だか
らこそ自社の真の強みを磨いた上で、そ
こにAIを掛け算していく考え方が重要
だ」と語った。自動運転車はAIの進化に
よって登場したように見えるが、実は
元々センサーやバッテリーの優れた技
術があり、そこにAIを掛け算してでき上
がったとの認識を持つべきと指摘した。
博報堂ＤＹＨＤでいえば人の創造性や、
生活者とブランドをつなぐ力があること
で、初めてAIが威力を発揮するとした。
　花王の浦本氏も同じ見方をする。花
王の強さの一つがマーケティングであ
ることは広く知られたところだ。浦本氏
が言う。「マーケティングのやり方がAI
で変わると思う。生活者への調査に生
成AIを活用しながら、マーケターとクリ
エーターと生成AIが協調して作品など
を作っていくような世界を目指してい

る」。また生成AIはインターフェースが
言語という点がこれまでのIT新技術と
圧倒的に異なり、だからこそ経営層の
理解が進みやすいし、現場の知識を
持っているシニア層にも生成AIは馴染
みがいいと語った。
　旭化成の大熊氏も、「日本の製造業
は、工場で使われる治具の扱い方など
地道な工夫の積み重ねによって高い品
質を維持、進化させてきた。こうした治
具に関する知見をAIに追加学習させる
ことで日本の強みが生きてくるのではな
いか」とした。また、「近年、法規制対応で
品質保証の業務が増えており、メーカー
としては決して手を抜けない分野だけ
に、生成AIを使って目視によるチェック
を大幅に減らすことに成功した」（大熊
氏）との成果を紹介した。森氏も「日本の
製造業の現場にある暗黙知をいかに
データとして整備して、AIに学習させる
かが重要になる」との認識を示した。
　モデレーターの中田氏は、「AIの開
発、活用、支援など様々な視点からの
議論が深まったことで、AIメーカーへ近
づくことへの期待を持つことができた
のではないか」と締めくくった。

いけるかの研究をしている。効率化とは
また別の視点での活用だ。「AIの技術の
進化が速すぎて、むしろ使い方が追い
ついていない状態ではないか。現場の
知恵と事業の知恵とAIを結びつけるこ
とが重要で、昨年開発したAIコピーライ
ター『AICO2（アイコ ツー）』はすでに
実務で活用している」という。これに
よってコピーライターという職がAIに
取って代わられるのではとの見方もあ
るが、逆に「AICO2から刺激を受けるこ
とで、より良いコピーが生まれるという
好循環が起きている」と述べた。そして、
「マーケティング分野のプロセス全体の
変革にAI活用は不可欠で、アイデアや
戦略をAIで発散させた後に収束させな
がら、顧客との接点を変革するような場
面で活用できるだろう」と語った。
　マーケティング分野で人間のクリ
エーターとAIの関係が今後どうなって
いくかという点へ関心を寄せるのは、花
王の浦本氏だ。「生成AIが作ったものに
人は思い入れを持ちにくい面がある。
一方で、ある一定レベル以上のクリ
エーティブを作る能力をAIがすでに
持っているのも事実だ」（浦本氏）。ある
クリエーティブについて、それを人が
作ったのか生成AIが作ったのかによっ
て人の感動はどう変わるのか、という
点を指摘した。
　これに対しdentsu Japanの並河氏
は次のように応じた。「これまでクリ
エーターがからだを使って作っていた
ものに対して、生成AIも瞬時に高度な
表現を生み出すようになってきている。
本来ならばこれは、クリエーターの能力
や可能性を広げるものであるはずだ。
『ブランディングとは差分を作り伝える
こと』という点を考えると、何が人の心

登場すればそれを中国で使い倒す。AI
メーカー側とAIテイカー側が一体化して
いる印象を持っている」とした。

クリエーターとAIの新しい関係
　国産AIの進展には、使う側のすそ野
を広げる必要もある。中田氏は、こうし
た使う側を支援する企業に、その可能
性や課題についてのコメントを求めた。
　アドビの竹嶋氏は、責任あるAIを社
会実装する中で、クリエーターやIT関
連、実際のビジネスユーザーという大
きなユーザーコミュニティを自社で抱え
る利点を生かしてエコシステムの構築
に取り組んでいるとした。竹嶋氏が強
調したのは、「AIによって顧客のビジネ
ス環境そのものが変わる。マーケティン
グ部門だけでなくセールス部門に対し
てもAIパーソナライゼーションという機
能を組み込むことで、売上増につなげ
る期待が持てる」という点だ。
　dentsu Japanの並河氏は、もともと
コピーライターとしてキャリアをスター
ト、現在はグループ全体のAI戦略を担
う。釣りやサッカーが好きなのと同じよ
うにAIが大好きだと言う。同社は、東京
大学次世代知能科学研究センターと２
年前からクリエーションとイマジネー
ションにかかわる想像力をどう拡張して

を感動させる差分になるのかという議
論になる。その差分になるのは人間の
手だけで作られたものなのか生成AIを
駆使したものなのか、を分析していくこ
とが我々の進化につながる」。
　そしてアドビの竹嶋氏は次のように
コメントした。「クリエーターの著作権を
尊重しながら、AIが生み出すクリエー
ティブといかにバランスを取るかという
視点も大切だ」。
　続いてモデレーターの中田氏が、最
近関心の高まりを感じる活用法を登壇
者に問いかければ、P r e f e r r e d 
Networksの岡野原氏は人事分野を
挙げた。「人事関連のソリューションに
対する顧客からの引き合いは強い。た
だこの分野はセンシティブな問題を含
んでいるので、ニーズはあるが慎重さ
が求められると思っている。社員の
パーソナルな部分を引き出す場面で

国産AI（人工知能）の開発に向けて、カギを握るのは製造現場の課題解決と眠れるデータの活用だ。
メディアを超える影響力持つAI、使いこなすにはマーケティングなど活用領域の拡大が欠かせない──。
3月18日のAIリーダーズ会議の午前のパネルディスカッションではこんな議論が交わされた。

国産AIへの挑戦
製造業の現場にある課題解決がカギに

パネルディスカッション-1

・「生成AIのROIへのインパクトはまだ見えないが、人とAIそれぞれの役割分担みたいなものは見えてきた」
・「生成AIはメディアを超える影響力を及ぼす可能性もあり、国産AIを開発できるような状況を作っておくのが望ましい」
・「日本の製造業の現場にある暗黙知をいかにデータとして整備していき、それをAIに学習させるかが重要になる」

注目の発言

旭化成
デジタル共創本部 生成AI・言語解析ユニット ユニット長

大熊 智子氏

花王
執行役員 デジタル戦略部門
データインテリジェンスセンター長

浦本 直彦氏
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　冒頭で中田氏は、日本は受け身のAI
テイカーではなく、主体的に開発や活
用に取り組むAIメーカーになるべきと
した上で、それに向けて「どのような課
題意識を持っているか」を登壇者へ問
いかけた。
　最初に、AIユーザーの立場で発言し
た旭化成の大熊氏の言葉は、生成AIを
活用して全社業務の効率化を目指す
リーダーが持つ課題を象徴するものだっ
た。大熊氏は3つの課題を挙げた。1つ
目は、生成AI導入の効果を定量化する
難しさだ。「確かに生成AIを導入するこ
とで業務を効率化できると思う。ただ、
一人が1日1時間効率化できたとして、
社員が4万人いれば計4万時間の削減
になるわけだが、それによって（人件費
などが計上される）販売管理費の削減
に直結するわけではない」と指摘する。
　2つ目が、AIに対する期待の二極化
だ。AIに過度な期待を寄せる人と、全く
期待していない人との間で認識の差が
非常に大きくなっているという。そして
３つ目が、PoC（概念実証）疲れだ。多く

　ディスカッションのタイトルは「AI活
用で産業変革へ──研究開発と収益
化のエコシステムはどう構築する？」。
登壇したのは旭化成の生成AI・言語解
析ユニットの大熊智子ユニット長、花王
の浦本直彦執行役員、一橋大学の小町
守教授、Preferred Networksの岡野
原大輔最高技術責任者、アドビの竹嶋
拓也デジタルメディア執行役員、
dentsu Japanの並河進グロースオ
フィサー、博報堂ＤＹホールディングス
（ＨＤ）の森正弥執行役員の7人だ。モデ
レーターは日経BPの中田敦AI・データ
ラボ所長（今年4月就任）が務めた。

の会社でDX（デジタルトランスフォー
メーション）に取り組みPoCが乱立した
が頓挫するケースも目立ち、それは
「“PoC焼け野原”で、ぺんぺん草も生
えないような状態」に見えたという。そ
して今度は生成AIだと言ってもなかな
か投資し切れず、エコシステムがうまく
回っていかない恐れがあり、これを変え
ていく必要があるという。現在は現場
の品質保証などの分野でAI活用を進
めているとした。
　このAI活用の課題について、花王の
浦本氏は次のように語った。「当社には
様々なデータがあり、それを可視化す

る取り組みは進んでいるものの、社内
の知恵とかインテリジェンスに変えて
いって事業のROI（投資収益率）に響く
ような意思決定に結びつけるには至っ
ていない。ただし、生成AIを使った業務
プロセスの変革を進めており、そこに何
らかのパターンのようなものが見え始
めている。人と生成AIの役割分担みた
いなものだ」。
　アカデミアの立場から議論に参加し
た一橋大学の小町氏も、生成AIの開発
スピードに触れながら課題を語った。
「AIの進化があまりに激しく、学生に何
を教えるべきかが難しくなってきてい
る。教育にはゼロサム的な側面があり、
新しいことを教えるためには、どうして
も既存のどこかを削らざるを得なくな
るというほどインパクトが大きい」とい
う。言語処理学会と人工知能学会の理
事も務める小町氏は、異説分野からの
参加者の増加に関心の広がりを実感し
ているという。もっとも、AIの技術だけ
を知っていてもダメで、データの著作権
やライセンスの問題など、幅広い知識
が求められると指摘した。

メディアを超えるAIの影響力
　ここからはディスカッションの中心
テーマの一つである国産AIの必要性や

可能性についての議論の場面を紹介し
ていこう。モデレーターの中田氏が、世
界のAI規制の動向について博報堂ＤＹ
ＨＤの森氏に発言を求めた。
　「これまで世界の潮流としてはAIへ
の規制を強化し、ガバナンスの厳格さ
を求める流れがあった。しかし米国では
トランプ政権が、バイデン政権時代の
AIリスクに関する大統領令を撤回し
た。また強固な規制で知られるEU（欧
州連合）のAI規制法についても、昨年9
月のいわゆるドラギレポート（欧州中央
銀行前総裁のマリオ・ドラギ氏がまとめ
たレポート「欧州の競争力の未来」）が
一つのきっかけになり、EUの経済成長
への弊害が議論されるようになってい
る。各国がAIの開発や活用にアクセル
を踏み始めていることは注目すべき点
だ」と指摘する。
　こうした動きを受けて中田氏は、国産
AIを開発する1社であるPreferred 
Networksの岡野原氏にコメントを求
めた。「生成AIの登場によって状況が大
きく変わった。多くの人が日常的に生成
AIを使うようになれば、既存メディアを
超えるような力を持つことになり、人々
の思想形成に影響力を持つようになる
可能性もある。国ごとの価値観や文化
を反映したAIが大切なのはこうした理
由からだ。海外で開発されるAIには国
内法が及ばないことも考えると、日本独
自のAIを開発できる状態が望ましい」
（岡野原氏）。また日本は海外と比較し
てAIを積極的に使おうとする意識が強
く、課題先進国である日本だからこその
AI活用の成功事例を生み出し、それを
世界に広めていくという勝ち筋もある
のではないかと岡野原氏は指摘した。
　一方で一橋大学の小町氏は、日本人

は作られたルールの中で振る舞うのは
得意だが、自らルールを作るのは苦手
だと分析する。「オープンソース化を推
進することでAIのアーキテクチャの独
占を防ぎながら、一定のルールの中で
日本が手綱を握ることができる状況を
作るのがポイントになるのではないか」
と語った。
　花王の浦本氏は、かつて人工知能学
会会長の経験をもつ立場から、AIを作る
側（メーカー）と使う側（テイカー）が一体
となって取り組むことの重要性を説き、
課題思考、現場思考を重視していくべき
と語る。「小町氏が指摘したように、日本
人はルールがあるところで強みを発揮
できる。ある程度の方向性を示すガイド
ラインができてくれば、それをベースに
AI活用が進むのではないか」と語った。
中国の事情にも触れて、「DeepSeekが

は、人よりAIがヒアリングした方がいい
かもしれない。ただAIが人を評価すると
いったことがないよう、かなり慎重に開
発を進めている」と語った。
　加えて岡野原氏自身のAI活用法を
少し披露した。それは「生成」ではなく
「評価」だという。「自分の書いた文章を
一般の読者に伝わるかどうかをAIに評
価させると、数多くの指摘が返ってく
る。人に頼むより心理的な抵抗感も少
ないし、かなりレベルの高いフィード
バックがもらえる」と述べた。また、論文
を読んだり証明を手伝ってもらったりす
るのにフル活用し、生産性が3倍ほど高
まった実感があるという。
　人とAIの新しい関係性について、
dentsu Japanの並河氏は自らの“分
身”となるAIを作成し、「並河進B」と名付
けたことを紹介した。この分身を使って
部下100人との月1回の個別面談を実
施してみた。会話の内容はあえて確認せ
ず、部下からのフィードバックを待ったと
ころ、「（並河氏との）距離感が近づいた」
「並河進Bさんがこんな良いことを言っ
てくれた」などの声が寄せられ、逆に並
河氏本人が「B」に寄せていくような振る
舞いも起こったという。“人間→AI→人
間”関係といった感情面のところはもっ
と掘りがいがある分野だと指摘した。
　並河氏の事例を参考に博報堂ＤＹＨＤ
の森氏が紹介したのは、ある企業の取り
組みだ。その企業では、自社のパーパス
（存在意義）を社員に浸透させるために、
そのパーパスを学んだ生成AIが社員一
人ひとりにインタビューしていった。その
結果、「各社員がパーパスにどんな思い
を持っているのか、自分の仕事のどこに
誇りを感じるかなど、通常のインタ
ビューでは得られないような気づきを得

ることができた」（森氏）と指摘した。

本業を磨いた上でのAI活用が重要
　企業における本業の強さとAIの関係
性にも議論が及んだ。森氏は、「AIに注
目しすぎるのは危険だ。AIは進化が激し
く、それをキャッチアップしているだけで
は他社との競争から脱落していく。だか
らこそ自社の真の強みを磨いた上で、そ
こにAIを掛け算していく考え方が重要
だ」と語った。自動運転車はAIの進化に
よって登場したように見えるが、実は
元々センサーやバッテリーの優れた技
術があり、そこにAIを掛け算してでき上
がったとの認識を持つべきと指摘した。
博報堂ＤＹＨＤでいえば人の創造性や、
生活者とブランドをつなぐ力があること
で、初めてAIが威力を発揮するとした。
　花王の浦本氏も同じ見方をする。花
王の強さの一つがマーケティングであ
ることは広く知られたところだ。浦本氏
が言う。「マーケティングのやり方がAI
で変わると思う。生活者への調査に生
成AIを活用しながら、マーケターとクリ
エーターと生成AIが協調して作品など
を作っていくような世界を目指してい

る」。また生成AIはインターフェースが
言語という点がこれまでのIT新技術と
圧倒的に異なり、だからこそ経営層の
理解が進みやすいし、現場の知識を
持っているシニア層にも生成AIは馴染
みがいいと語った。
　旭化成の大熊氏も、「日本の製造業
は、工場で使われる治具の扱い方など
地道な工夫の積み重ねによって高い品
質を維持、進化させてきた。こうした治
具に関する知見をAIに追加学習させる
ことで日本の強みが生きてくるのではな
いか」とした。また、「近年、法規制対応で
品質保証の業務が増えており、メーカー
としては決して手を抜けない分野だけ
に、生成AIを使って目視によるチェック
を大幅に減らすことに成功した」（大熊
氏）との成果を紹介した。森氏も「日本の
製造業の現場にある暗黙知をいかに
データとして整備して、AIに学習させる
かが重要になる」との認識を示した。
　モデレーターの中田氏は、「AIの開
発、活用、支援など様々な視点からの
議論が深まったことで、AIメーカーへ近
づくことへの期待を持つことができた
のではないか」と締めくくった。

いけるかの研究をしている。効率化とは
また別の視点での活用だ。「AIの技術の
進化が速すぎて、むしろ使い方が追い
ついていない状態ではないか。現場の
知恵と事業の知恵とAIを結びつけるこ
とが重要で、昨年開発したAIコピーライ
ター『AICO2（アイコ ツー）』はすでに
実務で活用している」という。これに
よってコピーライターという職がAIに
取って代わられるのではとの見方もあ
るが、逆に「AICO2から刺激を受けるこ
とで、より良いコピーが生まれるという
好循環が起きている」と述べた。そして、
「マーケティング分野のプロセス全体の
変革にAI活用は不可欠で、アイデアや
戦略をAIで発散させた後に収束させな
がら、顧客との接点を変革するような場
面で活用できるだろう」と語った。
　マーケティング分野で人間のクリ
エーターとAIの関係が今後どうなって
いくかという点へ関心を寄せるのは、花
王の浦本氏だ。「生成AIが作ったものに
人は思い入れを持ちにくい面がある。
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エーティブを作る能力をAIがすでに
持っているのも事実だ」（浦本氏）。ある
クリエーティブについて、それを人が
作ったのか生成AIが作ったのかによっ
て人の感動はどう変わるのか、という
点を指摘した。
　これに対しdentsu Japanの並河氏
は次のように応じた。「これまでクリ
エーターがからだを使って作っていた
ものに対して、生成AIも瞬時に高度な
表現を生み出すようになってきている。
本来ならばこれは、クリエーターの能力
や可能性を広げるものであるはずだ。
『ブランディングとは差分を作り伝える
こと』という点を考えると、何が人の心

登場すればそれを中国で使い倒す。AI
メーカー側とAIテイカー側が一体化して
いる印象を持っている」とした。

クリエーターとAIの新しい関係
　国産AIの進展には、使う側のすそ野
を広げる必要もある。中田氏は、こうし
た使う側を支援する企業に、その可能
性や課題についてのコメントを求めた。
　アドビの竹嶋氏は、責任あるAIを社
会実装する中で、クリエーターやIT関
連、実際のビジネスユーザーという大
きなユーザーコミュニティを自社で抱え
る利点を生かしてエコシステムの構築
に取り組んでいるとした。竹嶋氏が強
調したのは、「AIによって顧客のビジネ
ス環境そのものが変わる。マーケティン
グ部門だけでなくセールス部門に対し
てもAIパーソナライゼーションという機
能を組み込むことで、売上増につなげ
る期待が持てる」という点だ。
　dentsu Japanの並河氏は、もともと
コピーライターとしてキャリアをスター
ト、現在はグループ全体のAI戦略を担
う。釣りやサッカーが好きなのと同じよ
うにAIが大好きだと言う。同社は、東京
大学次世代知能科学研究センターと２
年前からクリエーションとイマジネー
ションにかかわる想像力をどう拡張して

を感動させる差分になるのかという議
論になる。その差分になるのは人間の
手だけで作られたものなのか生成AIを
駆使したものなのか、を分析していくこ
とが我々の進化につながる」。
　そしてアドビの竹嶋氏は次のように
コメントした。「クリエーターの著作権を
尊重しながら、AIが生み出すクリエー
ティブといかにバランスを取るかという
視点も大切だ」。
　続いてモデレーターの中田氏が、最
近関心の高まりを感じる活用法を登壇
者に問いかければ、P r e f e r r e d 
Networksの岡野原氏は人事分野を
挙げた。「人事関連のソリューションに
対する顧客からの引き合いは強い。た
だこの分野はセンシティブな問題を含
んでいるので、ニーズはあるが慎重さ
が求められると思っている。社員の
パーソナルな部分を引き出す場面で
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　冒頭で中田氏は、日本は受け身のAI
テイカーではなく、主体的に開発や活
用に取り組むAIメーカーになるべきと
した上で、それに向けて「どのような課
題意識を持っているか」を登壇者へ問
いかけた。
　最初に、AIユーザーの立場で発言し
た旭化成の大熊氏の言葉は、生成AIを
活用して全社業務の効率化を目指す
リーダーが持つ課題を象徴するものだっ
た。大熊氏は3つの課題を挙げた。1つ
目は、生成AI導入の効果を定量化する
難しさだ。「確かに生成AIを導入するこ
とで業務を効率化できると思う。ただ、
一人が1日1時間効率化できたとして、
社員が4万人いれば計4万時間の削減
になるわけだが、それによって（人件費
などが計上される）販売管理費の削減
に直結するわけではない」と指摘する。
　2つ目が、AIに対する期待の二極化
だ。AIに過度な期待を寄せる人と、全く
期待していない人との間で認識の差が
非常に大きくなっているという。そして
３つ目が、PoC（概念実証）疲れだ。多く

　ディスカッションのタイトルは「AI活
用で産業変革へ──研究開発と収益
化のエコシステムはどう構築する？」。
登壇したのは旭化成の生成AI・言語解
析ユニットの大熊智子ユニット長、花王
の浦本直彦執行役員、一橋大学の小町
守教授、Preferred Networksの岡野
原大輔最高技術責任者、アドビの竹嶋
拓也デジタルメディア執行役員、
dentsu Japanの並河進グロースオ
フィサー、博報堂ＤＹホールディングス
（ＨＤ）の森正弥執行役員の7人だ。モデ
レーターは日経BPの中田敦AI・データ
ラボ所長（今年4月就任）が務めた。

の会社でDX（デジタルトランスフォー
メーション）に取り組みPoCが乱立した
が頓挫するケースも目立ち、それは
「“PoC焼け野原”で、ぺんぺん草も生
えないような状態」に見えたという。そ
して今度は生成AIだと言ってもなかな
か投資し切れず、エコシステムがうまく
回っていかない恐れがあり、これを変え
ていく必要があるという。現在は現場
の品質保証などの分野でAI活用を進
めているとした。
　このAI活用の課題について、花王の
浦本氏は次のように語った。「当社には
様々なデータがあり、それを可視化す

る取り組みは進んでいるものの、社内
の知恵とかインテリジェンスに変えて
いって事業のROI（投資収益率）に響く
ような意思決定に結びつけるには至っ
ていない。ただし、生成AIを使った業務
プロセスの変革を進めており、そこに何
らかのパターンのようなものが見え始
めている。人と生成AIの役割分担みた
いなものだ」。
　アカデミアの立場から議論に参加し
た一橋大学の小町氏も、生成AIの開発
スピードに触れながら課題を語った。
「AIの進化があまりに激しく、学生に何
を教えるべきかが難しくなってきてい
る。教育にはゼロサム的な側面があり、
新しいことを教えるためには、どうして
も既存のどこかを削らざるを得なくな
るというほどインパクトが大きい」とい
う。言語処理学会と人工知能学会の理
事も務める小町氏は、異説分野からの
参加者の増加に関心の広がりを実感し
ているという。もっとも、AIの技術だけ
を知っていてもダメで、データの著作権
やライセンスの問題など、幅広い知識
が求められると指摘した。

メディアを超えるAIの影響力
　ここからはディスカッションの中心
テーマの一つである国産AIの必要性や

可能性についての議論の場面を紹介し
ていこう。モデレーターの中田氏が、世
界のAI規制の動向について博報堂ＤＹ
ＨＤの森氏に発言を求めた。
　「これまで世界の潮流としてはAIへ
の規制を強化し、ガバナンスの厳格さ
を求める流れがあった。しかし米国では
トランプ政権が、バイデン政権時代の
AIリスクに関する大統領令を撤回し
た。また強固な規制で知られるEU（欧
州連合）のAI規制法についても、昨年9
月のいわゆるドラギレポート（欧州中央
銀行前総裁のマリオ・ドラギ氏がまとめ
たレポート「欧州の競争力の未来」）が
一つのきっかけになり、EUの経済成長
への弊害が議論されるようになってい
る。各国がAIの開発や活用にアクセル
を踏み始めていることは注目すべき点
だ」と指摘する。
　こうした動きを受けて中田氏は、国産
AIを開発する1社であるPreferred 
Networksの岡野原氏にコメントを求
めた。「生成AIの登場によって状況が大
きく変わった。多くの人が日常的に生成
AIを使うようになれば、既存メディアを
超えるような力を持つことになり、人々
の思想形成に影響力を持つようになる
可能性もある。国ごとの価値観や文化
を反映したAIが大切なのはこうした理
由からだ。海外で開発されるAIには国
内法が及ばないことも考えると、日本独
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（岡野原氏）。また日本は海外と比較し
てAIを積極的に使おうとする意識が強
く、課題先進国である日本だからこその
AI活用の成功事例を生み出し、それを
世界に広めていくという勝ち筋もある
のではないかと岡野原氏は指摘した。
　一方で一橋大学の小町氏は、日本人
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得意だが、自らルールを作るのは苦手
だと分析する。「オープンソース化を推
進することでAIのアーキテクチャの独
占を防ぎながら、一定のルールの中で
日本が手綱を握ることができる状況を
作るのがポイントになるのではないか」
と語った。
　花王の浦本氏は、かつて人工知能学
会会長の経験をもつ立場から、AIを作る
側（メーカー）と使う側（テイカー）が一体
となって取り組むことの重要性を説き、
課題思考、現場思考を重視していくべき
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人はルールがあるところで強みを発揮
できる。ある程度の方向性を示すガイド
ラインができてくれば、それをベースに
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かもしれない。ただAIが人を評価すると
いったことがないよう、かなり慎重に開
発を進めている」と語った。
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少し披露した。それは「生成」ではなく
「評価」だという。「自分の書いた文章を
一般の読者に伝わるかどうかをAIに評
価させると、数多くの指摘が返ってく
る。人に頼むより心理的な抵抗感も少
ないし、かなりレベルの高いフィード
バックがもらえる」と述べた。また、論文
を読んだり証明を手伝ってもらったりす
るのにフル活用し、生産性が3倍ほど高
まった実感があるという。
　人とAIの新しい関係性について、
dentsu Japanの並河氏は自らの“分
身”となるAIを作成し、「並河進B」と名付
けたことを紹介した。この分身を使って
部下100人との月1回の個別面談を実
施してみた。会話の内容はあえて確認せ
ず、部下からのフィードバックを待ったと
ころ、「（並河氏との）距離感が近づいた」
「並河進Bさんがこんな良いことを言っ
てくれた」などの声が寄せられ、逆に並
河氏本人が「B」に寄せていくような振る
舞いも起こったという。“人間→AI→人
間”関係といった感情面のところはもっ
と掘りがいがある分野だと指摘した。
　並河氏の事例を参考に博報堂ＤＹＨＤ
の森氏が紹介したのは、ある企業の取り
組みだ。その企業では、自社のパーパス
（存在意義）を社員に浸透させるために、
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人ひとりにインタビューしていった。その
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を持っているのか、自分の仕事のどこに
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性にも議論が及んだ。森氏は、「AIに注
目しすぎるのは危険だ。AIは進化が激し
く、それをキャッチアップしているだけで
は他社との競争から脱落していく。だか
らこそ自社の真の強みを磨いた上で、そ
こにAIを掛け算していく考え方が重要
だ」と語った。自動運転車はAIの進化に
よって登場したように見えるが、実は
元々センサーやバッテリーの優れた技
術があり、そこにAIを掛け算してでき上
がったとの認識を持つべきと指摘した。
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生活者とブランドをつなぐ力があること
で、初めてAIが威力を発揮するとした。
　花王の浦本氏も同じ見方をする。花
王の強さの一つがマーケティングであ
ることは広く知られたところだ。浦本氏
が言う。「マーケティングのやり方がAI
で変わると思う。生活者への調査に生
成AIを活用しながら、マーケターとクリ
エーターと生成AIが協調して作品など
を作っていくような世界を目指してい

る」。また生成AIはインターフェースが
言語という点がこれまでのIT新技術と
圧倒的に異なり、だからこそ経営層の
理解が進みやすいし、現場の知識を
持っているシニア層にも生成AIは馴染
みがいいと語った。
　旭化成の大熊氏も、「日本の製造業
は、工場で使われる治具の扱い方など
地道な工夫の積み重ねによって高い品
質を維持、進化させてきた。こうした治
具に関する知見をAIに追加学習させる
ことで日本の強みが生きてくるのではな
いか」とした。また、「近年、法規制対応で
品質保証の業務が増えており、メーカー
としては決して手を抜けない分野だけ
に、生成AIを使って目視によるチェック
を大幅に減らすことに成功した」（大熊
氏）との成果を紹介した。森氏も「日本の
製造業の現場にある暗黙知をいかに
データとして整備して、AIに学習させる
かが重要になる」との認識を示した。
　モデレーターの中田氏は、「AIの開
発、活用、支援など様々な視点からの
議論が深まったことで、AIメーカーへ近
づくことへの期待を持つことができた
のではないか」と締めくくった。

いけるかの研究をしている。効率化とは
また別の視点での活用だ。「AIの技術の
進化が速すぎて、むしろ使い方が追い
ついていない状態ではないか。現場の
知恵と事業の知恵とAIを結びつけるこ
とが重要で、昨年開発したAIコピーライ
ター『AICO2（アイコ ツー）』はすでに
実務で活用している」という。これに
よってコピーライターという職がAIに
取って代わられるのではとの見方もあ
るが、逆に「AICO2から刺激を受けるこ
とで、より良いコピーが生まれるという
好循環が起きている」と述べた。そして、
「マーケティング分野のプロセス全体の
変革にAI活用は不可欠で、アイデアや
戦略をAIで発散させた後に収束させな
がら、顧客との接点を変革するような場
面で活用できるだろう」と語った。
　マーケティング分野で人間のクリ
エーターとAIの関係が今後どうなって
いくかという点へ関心を寄せるのは、花
王の浦本氏だ。「生成AIが作ったものに
人は思い入れを持ちにくい面がある。
一方で、ある一定レベル以上のクリ
エーティブを作る能力をAIがすでに
持っているのも事実だ」（浦本氏）。ある
クリエーティブについて、それを人が
作ったのか生成AIが作ったのかによっ
て人の感動はどう変わるのか、という
点を指摘した。
　これに対しdentsu Japanの並河氏
は次のように応じた。「これまでクリ
エーターがからだを使って作っていた
ものに対して、生成AIも瞬時に高度な
表現を生み出すようになってきている。
本来ならばこれは、クリエーターの能力
や可能性を広げるものであるはずだ。
『ブランディングとは差分を作り伝える
こと』という点を考えると、何が人の心

登場すればそれを中国で使い倒す。AI
メーカー側とAIテイカー側が一体化して
いる印象を持っている」とした。

クリエーターとAIの新しい関係
　国産AIの進展には、使う側のすそ野
を広げる必要もある。中田氏は、こうし
た使う側を支援する企業に、その可能
性や課題についてのコメントを求めた。
　アドビの竹嶋氏は、責任あるAIを社
会実装する中で、クリエーターやIT関
連、実際のビジネスユーザーという大
きなユーザーコミュニティを自社で抱え
る利点を生かしてエコシステムの構築
に取り組んでいるとした。竹嶋氏が強
調したのは、「AIによって顧客のビジネ
ス環境そのものが変わる。マーケティン
グ部門だけでなくセールス部門に対し
てもAIパーソナライゼーションという機
能を組み込むことで、売上増につなげ
る期待が持てる」という点だ。
　dentsu Japanの並河氏は、もともと
コピーライターとしてキャリアをスター
ト、現在はグループ全体のAI戦略を担
う。釣りやサッカーが好きなのと同じよ
うにAIが大好きだと言う。同社は、東京
大学次世代知能科学研究センターと２
年前からクリエーションとイマジネー
ションにかかわる想像力をどう拡張して

を感動させる差分になるのかという議
論になる。その差分になるのは人間の
手だけで作られたものなのか生成AIを
駆使したものなのか、を分析していくこ
とが我々の進化につながる」。
　そしてアドビの竹嶋氏は次のように
コメントした。「クリエーターの著作権を
尊重しながら、AIが生み出すクリエー
ティブといかにバランスを取るかという
視点も大切だ」。
　続いてモデレーターの中田氏が、最
近関心の高まりを感じる活用法を登壇
者に問いかければ、P r e f e r r e d 
Networksの岡野原氏は人事分野を
挙げた。「人事関連のソリューションに
対する顧客からの引き合いは強い。た
だこの分野はセンシティブな問題を含
んでいるので、ニーズはあるが慎重さ
が求められると思っている。社員の
パーソナルな部分を引き出す場面で

アドビ
デジタルメディア執行役員
ビジネスマーケティング本部長

竹嶋 拓也氏
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グロースオフィサー／主席AIマスター
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　冒頭で中田氏は、日本は受け身のAI
テイカーではなく、主体的に開発や活
用に取り組むAIメーカーになるべきと
した上で、それに向けて「どのような課
題意識を持っているか」を登壇者へ問
いかけた。
　最初に、AIユーザーの立場で発言し
た旭化成の大熊氏の言葉は、生成AIを
活用して全社業務の効率化を目指す
リーダーが持つ課題を象徴するものだっ
た。大熊氏は3つの課題を挙げた。1つ
目は、生成AI導入の効果を定量化する
難しさだ。「確かに生成AIを導入するこ
とで業務を効率化できると思う。ただ、
一人が1日1時間効率化できたとして、
社員が4万人いれば計4万時間の削減
になるわけだが、それによって（人件費
などが計上される）販売管理費の削減
に直結するわけではない」と指摘する。
　2つ目が、AIに対する期待の二極化
だ。AIに過度な期待を寄せる人と、全く
期待していない人との間で認識の差が
非常に大きくなっているという。そして
３つ目が、PoC（概念実証）疲れだ。多く

　ディスカッションのタイトルは「AI活
用で産業変革へ──研究開発と収益
化のエコシステムはどう構築する？」。
登壇したのは旭化成の生成AI・言語解
析ユニットの大熊智子ユニット長、花王
の浦本直彦執行役員、一橋大学の小町
守教授、Preferred Networksの岡野
原大輔最高技術責任者、アドビの竹嶋
拓也デジタルメディア執行役員、
dentsu Japanの並河進グロースオ
フィサー、博報堂ＤＹホールディングス
（ＨＤ）の森正弥執行役員の7人だ。モデ
レーターは日経BPの中田敦AI・データ
ラボ所長（今年4月就任）が務めた。

の会社でDX（デジタルトランスフォー
メーション）に取り組みPoCが乱立した
が頓挫するケースも目立ち、それは
「“PoC焼け野原”で、ぺんぺん草も生
えないような状態」に見えたという。そ
して今度は生成AIだと言ってもなかな
か投資し切れず、エコシステムがうまく
回っていかない恐れがあり、これを変え
ていく必要があるという。現在は現場
の品質保証などの分野でAI活用を進
めているとした。
　このAI活用の課題について、花王の
浦本氏は次のように語った。「当社には
様々なデータがあり、それを可視化す

る取り組みは進んでいるものの、社内
の知恵とかインテリジェンスに変えて
いって事業のROI（投資収益率）に響く
ような意思決定に結びつけるには至っ
ていない。ただし、生成AIを使った業務
プロセスの変革を進めており、そこに何
らかのパターンのようなものが見え始
めている。人と生成AIの役割分担みた
いなものだ」。
　アカデミアの立場から議論に参加し
た一橋大学の小町氏も、生成AIの開発
スピードに触れながら課題を語った。
「AIの進化があまりに激しく、学生に何
を教えるべきかが難しくなってきてい
る。教育にはゼロサム的な側面があり、
新しいことを教えるためには、どうして
も既存のどこかを削らざるを得なくな
るというほどインパクトが大きい」とい
う。言語処理学会と人工知能学会の理
事も務める小町氏は、異説分野からの
参加者の増加に関心の広がりを実感し
ているという。もっとも、AIの技術だけ
を知っていてもダメで、データの著作権
やライセンスの問題など、幅広い知識
が求められると指摘した。

メディアを超えるAIの影響力
　ここからはディスカッションの中心
テーマの一つである国産AIの必要性や

可能性についての議論の場面を紹介し
ていこう。モデレーターの中田氏が、世
界のAI規制の動向について博報堂ＤＹ
ＨＤの森氏に発言を求めた。
　「これまで世界の潮流としてはAIへ
の規制を強化し、ガバナンスの厳格さ
を求める流れがあった。しかし米国では
トランプ政権が、バイデン政権時代の
AIリスクに関する大統領令を撤回し
た。また強固な規制で知られるEU（欧
州連合）のAI規制法についても、昨年9
月のいわゆるドラギレポート（欧州中央
銀行前総裁のマリオ・ドラギ氏がまとめ
たレポート「欧州の競争力の未来」）が
一つのきっかけになり、EUの経済成長
への弊害が議論されるようになってい
る。各国がAIの開発や活用にアクセル
を踏み始めていることは注目すべき点
だ」と指摘する。
　こうした動きを受けて中田氏は、国産
AIを開発する1社であるPreferred 
Networksの岡野原氏にコメントを求
めた。「生成AIの登場によって状況が大
きく変わった。多くの人が日常的に生成
AIを使うようになれば、既存メディアを
超えるような力を持つことになり、人々
の思想形成に影響力を持つようになる
可能性もある。国ごとの価値観や文化
を反映したAIが大切なのはこうした理
由からだ。海外で開発されるAIには国
内法が及ばないことも考えると、日本独
自のAIを開発できる状態が望ましい」
（岡野原氏）。また日本は海外と比較し
てAIを積極的に使おうとする意識が強
く、課題先進国である日本だからこその
AI活用の成功事例を生み出し、それを
世界に広めていくという勝ち筋もある
のではないかと岡野原氏は指摘した。
　一方で一橋大学の小町氏は、日本人

は作られたルールの中で振る舞うのは
得意だが、自らルールを作るのは苦手
だと分析する。「オープンソース化を推
進することでAIのアーキテクチャの独
占を防ぎながら、一定のルールの中で
日本が手綱を握ることができる状況を
作るのがポイントになるのではないか」
と語った。
　花王の浦本氏は、かつて人工知能学
会会長の経験をもつ立場から、AIを作る
側（メーカー）と使う側（テイカー）が一体
となって取り組むことの重要性を説き、
課題思考、現場思考を重視していくべき
と語る。「小町氏が指摘したように、日本
人はルールがあるところで強みを発揮
できる。ある程度の方向性を示すガイド
ラインができてくれば、それをベースに
AI活用が進むのではないか」と語った。
中国の事情にも触れて、「DeepSeekが

は、人よりAIがヒアリングした方がいい
かもしれない。ただAIが人を評価すると
いったことがないよう、かなり慎重に開
発を進めている」と語った。
　加えて岡野原氏自身のAI活用法を
少し披露した。それは「生成」ではなく
「評価」だという。「自分の書いた文章を
一般の読者に伝わるかどうかをAIに評
価させると、数多くの指摘が返ってく
る。人に頼むより心理的な抵抗感も少
ないし、かなりレベルの高いフィード
バックがもらえる」と述べた。また、論文
を読んだり証明を手伝ってもらったりす
るのにフル活用し、生産性が3倍ほど高
まった実感があるという。
　人とAIの新しい関係性について、
dentsu Japanの並河氏は自らの“分
身”となるAIを作成し、「並河進B」と名付
けたことを紹介した。この分身を使って
部下100人との月1回の個別面談を実
施してみた。会話の内容はあえて確認せ
ず、部下からのフィードバックを待ったと
ころ、「（並河氏との）距離感が近づいた」
「並河進Bさんがこんな良いことを言っ
てくれた」などの声が寄せられ、逆に並
河氏本人が「B」に寄せていくような振る
舞いも起こったという。“人間→AI→人
間”関係といった感情面のところはもっ
と掘りがいがある分野だと指摘した。
　並河氏の事例を参考に博報堂ＤＹＨＤ
の森氏が紹介したのは、ある企業の取り
組みだ。その企業では、自社のパーパス
（存在意義）を社員に浸透させるために、
そのパーパスを学んだ生成AIが社員一
人ひとりにインタビューしていった。その
結果、「各社員がパーパスにどんな思い
を持っているのか、自分の仕事のどこに
誇りを感じるかなど、通常のインタ
ビューでは得られないような気づきを得

ることができた」（森氏）と指摘した。

本業を磨いた上でのAI活用が重要
　企業における本業の強さとAIの関係
性にも議論が及んだ。森氏は、「AIに注
目しすぎるのは危険だ。AIは進化が激し
く、それをキャッチアップしているだけで
は他社との競争から脱落していく。だか
らこそ自社の真の強みを磨いた上で、そ
こにAIを掛け算していく考え方が重要
だ」と語った。自動運転車はAIの進化に
よって登場したように見えるが、実は
元々センサーやバッテリーの優れた技
術があり、そこにAIを掛け算してでき上
がったとの認識を持つべきと指摘した。
博報堂ＤＹＨＤでいえば人の創造性や、
生活者とブランドをつなぐ力があること
で、初めてAIが威力を発揮するとした。
　花王の浦本氏も同じ見方をする。花
王の強さの一つがマーケティングであ
ることは広く知られたところだ。浦本氏
が言う。「マーケティングのやり方がAI
で変わると思う。生活者への調査に生
成AIを活用しながら、マーケターとクリ
エーターと生成AIが協調して作品など
を作っていくような世界を目指してい

る」。また生成AIはインターフェースが
言語という点がこれまでのIT新技術と
圧倒的に異なり、だからこそ経営層の
理解が進みやすいし、現場の知識を
持っているシニア層にも生成AIは馴染
みがいいと語った。
　旭化成の大熊氏も、「日本の製造業
は、工場で使われる治具の扱い方など
地道な工夫の積み重ねによって高い品
質を維持、進化させてきた。こうした治
具に関する知見をAIに追加学習させる
ことで日本の強みが生きてくるのではな
いか」とした。また、「近年、法規制対応で
品質保証の業務が増えており、メーカー
としては決して手を抜けない分野だけ
に、生成AIを使って目視によるチェック
を大幅に減らすことに成功した」（大熊
氏）との成果を紹介した。森氏も「日本の
製造業の現場にある暗黙知をいかに
データとして整備して、AIに学習させる
かが重要になる」との認識を示した。
　モデレーターの中田氏は、「AIの開
発、活用、支援など様々な視点からの
議論が深まったことで、AIメーカーへ近
づくことへの期待を持つことができた
のではないか」と締めくくった。

いけるかの研究をしている。効率化とは
また別の視点での活用だ。「AIの技術の
進化が速すぎて、むしろ使い方が追い
ついていない状態ではないか。現場の
知恵と事業の知恵とAIを結びつけるこ
とが重要で、昨年開発したAIコピーライ
ター『AICO2（アイコ ツー）』はすでに
実務で活用している」という。これに
よってコピーライターという職がAIに
取って代わられるのではとの見方もあ
るが、逆に「AICO2から刺激を受けるこ
とで、より良いコピーが生まれるという
好循環が起きている」と述べた。そして、
「マーケティング分野のプロセス全体の
変革にAI活用は不可欠で、アイデアや
戦略をAIで発散させた後に収束させな
がら、顧客との接点を変革するような場
面で活用できるだろう」と語った。
　マーケティング分野で人間のクリ
エーターとAIの関係が今後どうなって
いくかという点へ関心を寄せるのは、花
王の浦本氏だ。「生成AIが作ったものに
人は思い入れを持ちにくい面がある。
一方で、ある一定レベル以上のクリ
エーティブを作る能力をAIがすでに
持っているのも事実だ」（浦本氏）。ある
クリエーティブについて、それを人が
作ったのか生成AIが作ったのかによっ
て人の感動はどう変わるのか、という
点を指摘した。
　これに対しdentsu Japanの並河氏
は次のように応じた。「これまでクリ
エーターがからだを使って作っていた
ものに対して、生成AIも瞬時に高度な
表現を生み出すようになってきている。
本来ならばこれは、クリエーターの能力
や可能性を広げるものであるはずだ。
『ブランディングとは差分を作り伝える
こと』という点を考えると、何が人の心

登場すればそれを中国で使い倒す。AI
メーカー側とAIテイカー側が一体化して
いる印象を持っている」とした。

クリエーターとAIの新しい関係
　国産AIの進展には、使う側のすそ野
を広げる必要もある。中田氏は、こうし
た使う側を支援する企業に、その可能
性や課題についてのコメントを求めた。
　アドビの竹嶋氏は、責任あるAIを社
会実装する中で、クリエーターやIT関
連、実際のビジネスユーザーという大
きなユーザーコミュニティを自社で抱え
る利点を生かしてエコシステムの構築
に取り組んでいるとした。竹嶋氏が強
調したのは、「AIによって顧客のビジネ
ス環境そのものが変わる。マーケティン
グ部門だけでなくセールス部門に対し
てもAIパーソナライゼーションという機
能を組み込むことで、売上増につなげ
る期待が持てる」という点だ。
　dentsu Japanの並河氏は、もともと
コピーライターとしてキャリアをスター
ト、現在はグループ全体のAI戦略を担
う。釣りやサッカーが好きなのと同じよ
うにAIが大好きだと言う。同社は、東京
大学次世代知能科学研究センターと２
年前からクリエーションとイマジネー
ションにかかわる想像力をどう拡張して

を感動させる差分になるのかという議
論になる。その差分になるのは人間の
手だけで作られたものなのか生成AIを
駆使したものなのか、を分析していくこ
とが我々の進化につながる」。
　そしてアドビの竹嶋氏は次のように
コメントした。「クリエーターの著作権を
尊重しながら、AIが生み出すクリエー
ティブといかにバランスを取るかという
視点も大切だ」。
　続いてモデレーターの中田氏が、最
近関心の高まりを感じる活用法を登壇
者に問いかければ、P r e f e r r e d 
Networksの岡野原氏は人事分野を
挙げた。「人事関連のソリューションに
対する顧客からの引き合いは強い。た
だこの分野はセンシティブな問題を含
んでいるので、ニーズはあるが慎重さ
が求められると思っている。社員の
パーソナルな部分を引き出す場面で

国産AI開発への期待と課題、そして活用のすそ野を広げるマーケティング分野での効果的な使い方が議論された
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ティサミット』が英国で2023年に開か
れ、24年には韓国、そして今年2月には
フランスで開かれた。ただ名称はセー
フティではなく『AIアクションサミット』
に変わった。安全性ばかりを重視する
のではなく、次のアクションを考える段
階であることをフランスが打ち出した
ということだ。米国ではトランプ政権に
なって急に規制緩和へかじを切ったと
の見方があるが、実は強いAI規制法で
知られるEU（欧州連合）の中でも、技
術で世界の先端をいく米国を牽制しな
がら、経済的な主導権を握りたいとい
う動きが起こっていたと見るべきだ」と
村上氏は解説した。
　浅見氏が、「こうしたルール作りが日
本は苦手との意見もある」と聞けば、村
上氏は「世界のイニシアチブを取って
いく動きは重要だ。受け身になっては
いけない」と返した。
　AI規制や倫理に詳しい東京大学の
江間氏も村上氏の意見に賛同する。
「EUのAI規制法を受けて行動規範
（CoP）を話し合う国際的な議論の場

　ディスカッションのタイトルは「人と
AI共存への条件」。登壇者はAIセーフ
ティ・インスティテュート（AISI）の村上
明子所長、オムロンの諏訪正樹執行役
員、東京大学の江間有沙准教授、安川
電機の小川昌寛社長、東京大学の長
隆之准教授、伊藤忠テクノソリューショ
ンズのデータビジネス企画・推進本部
の久保田さえ子本部長、デロイトトーマ
ツコンサルティングの越智隆之執行役
員、パーソルワークスイッチコンサル
ティングの熊倉晃太エグゼクティブマ
ネジャーの8人である。モデレーターは
日経BPの浅見直樹専務取締役が務
めた。
　議論の冒頭、モデレーターの浅見氏
は、「もはやAIを使わないという選択肢
はあり得ない時代において、私たちは
どのようにAIを味方につけていくべき
かを議論したい」と語った。最初に提起
したテーマは「揺れる世界のAI規制、そ
のときニッポンは」。まずAISIの村上氏
にコメントを求めた。
　「AIの安全性を議論する『AIセーフ

で３回の発言機会を与えられても、日
本側は初回分を『規制法のこの文言は
こういう解釈で正しいのか』といった
内容確認に使ってしまうなど消極姿勢

が目立つ。海外勢が『私がルールだ』
くらいの勢いで臨むのとは温度差を感
じる」。
　これに対して安川電機の小川氏は、
「イニシアチブやデファクト（スタンダー
ド）を取ったとしても、それでビジネスの
勝敗が決まるわけではない。ルールに
同調しつつ、『その先』の本質的な勝負
にかけた方が良い場合も多い」と指摘
した。AISIの村上氏は、「ご指摘はもっ
ともだ。一方でソフトウエアの世界で
は、『市場を（先に）取ったものが勝ち』
という側面もあり、スピードが極めて重
要になってくる。産業ごとにイニシアチ
ブの取り方や戦略は変わってくると思
う」と語った。
　次に浅見氏が提示したテーマは
「ファクトチェックやめるSNS、その社会
的影響は」だ。偽情報がSNSで拡散さ

れ民主主義の土台を揺さぶっている。
この社会的影響に対して私たちはどう
向き合っていくべきなのだろうか。
　東京大学の江間氏は、ファクトチェッ
クにはコストがかかるが、SNSプラット
フォーム企業にはしっかりとしたガバナ
ンスを効かせてほしいというのが個人
的な思い、とした。その上で、「最近、（イ
スラエルの歴史学者の）ユヴァル・ノア・
ハラリ氏と議論する機会があったが、
彼が言うには、（SNSの情報が）真実か
どうかより他の人に伝えたくなるかど
うかが優先される傾向がある、とのこ
とだった。人間の根源的な欲求なのか
もしれないが、だからこそ客観的な知
を届けるジャーナリズムの役割が今後
さらに重要になってくる」と江間氏は
語った。
　自社で生成AIを全面導入し、顧客の
システム開発をする伊藤忠テクノソ
リューションズの久保田氏は、「生成AI
が出した回答をどう捉え、次の判断に
つなげるかで人間の力量が問われること
になるだろう。一人ひとりがリテラシー
を高めていくことが大切だ」とした。
　企業のコンサルティングをするデロ
イトトーマツでは、「コンサルティングに
生成AIを使う際、1次リサーチ作業の
大部分をリプレースできる点が大きな
メリットだが、それに伴い社内の人材育
成をどうしていくかが課題になる。また
ファクトチェックが非常に難しいこと
や、リサーチ結果に基づく独自の見立
てをいかに充実させていくかがポイン
トとなる」と同社の越智氏は指摘した。
　企業のAI導入を支援するパーソル
ワークスイッチコンサルティングも、同
様の課題に直面している。同社の熊倉
氏は、「我々が提示するデータを顧客は

事実として受け止めるため、そこには
一定の責任が発生する。生成AIに我々
が使われてしまわないよう、常に意識
している」と語った。

AIを使う、踊らされない
　次に議論は、「AIに踊らされない、企
業人育成は可能か」へと移った。浅見
氏が、「昨今のAIブームに乗り遅れまい
とAIの導入そのものを目的化してしま
うケースもある。本日午前のもう一つ
のパネルディスカッションでもあったよ
うに、本来は自社が『何をしたいのか』
『どこに強みがあるのか』を明確にした
上で導入してこそ、AIはその価値を発
揮できるのではないか」と問いかけた。
　これに対してオムロンの諏訪氏は、
AIの本質はあくまで「道具」であり、踊
らされてはいけないと注意を促した。た

ティッシュなどのゴミかを自動で仕分け
し廃棄しながら食器を片付けていく。そ
の際、何がどれだけ食べ残されたかの
データを取ることができ、「こうしたデー
タを活用することで、食品ロスの削減や
メニューの改善へつなげられることが重
要だと思う」と小川氏が紹介した。
　これを受けて、村上氏は損害保険
ジャパンの立場から、AIは単に効率化
を図るだけでなく、「人にできないこと
を実現してくれるという視点が重要だ」
と語った。安川電機の下げ膳ロボット
はまさにそれを体現するものだという。
「例えばSOMPOグループで運営する
介護施設で導入すれば、食べ残しデー
タから個別に不足している栄養素が分
かるかもしれない。そうなれば、健康寿
命を延ばすことにつなげられる可能性
もある」と期待を込めた。
　小川氏が付け加える。「これまでのロ
ボティクスは限られた環境で対応する
ものだったが、AIの活用で外部環境に
依存しないソリューションを提供できる
ように進化している。これにより顧客の
様々な課題に真正面から向き合えるよ
うになった」。
　東京大学の長氏は日本の製造業が
持つデータの重要性を説く。「ロボットの
モデルを訓練するには膨大なデータが

必要だが、1つの研究室でそれを揃える
のは難しい。世界の複数のロボット研究
室とデータをシェアしながら１つのデー
タセットにしてロボットの訓練に供する
ため100万軌道ものデータを集める取
り組みを行ったことがある。日本の製造
業の現場が本気で取り組めば桁違いの
データが集まるはずだ。そうしたデータ
を安売りすることなく、その価値を信じ
てデータのフォーマット化に取り組んで
いくべきだと思う」と長氏は語った。

現場に頼りすぎるとアイデア飛躍しない
　最後のテーマは「日本の産業はAIで
強くなれるのか」。オムロンの諏訪氏は
ロボティクスを念頭にAIという「大脳」
だけでなく「五感」や「身体性」をいかに
高めるかも重要だと語った。またAIが
持ち得ない人間独自の構想力や判断
力、仮説構築力の重要性を指摘し、人
がそれらの能力をきちんと持たないと
AIも使いこなせないとした。
　安川電機の小川氏は、「AIロボティク

スこそが日本の競争力強化につながる
と確信している。多様な現場での活用
で、社会課題の解決を導くソリューショ
ンは自動運転を超える価値を創出でき
るはずだ。全く新しい産業が生まれる
といっても過言ではない。それほど強
い思いを持っている」とした。
　AISIの村上氏は、現場力の重要性を
認めつつも、現場だけに頼っていては
延長線上のアイデアしか生まれないと
指摘した。「私の好きな言葉に、カーネ
ギーメロン大学の金出武雄教授による
『素人のように考え玄人として実行す
る』がある。素人のような柔軟な発想
でプロセス全体を考え、それを玄人と
して実践していく。この考えこそ、今後
のAI活用を進める上で求められるもの
だと思う」と語った。結びに浅見氏は、
「AIを考えることは、人間を考えること
だと強く感じた。今日を皮切りに、AIに
ついての議論を深めていくことで、日
本を元気にしていきたい」と語り、ディ
スカッションを締めくくった。

数に存在する。そうした場面で、AIによ
る自動化にどのようにルールを設け、
人が判断を下すのかが今後の重要な
ポイントになる」と語った。
　伊藤忠テクノソリューションズの久
保田氏によると、同社では「技術」と「技
（わざ）」という言葉を意識的に使い分
けているという。「AIという『道具』を使
いこなす人間の『技』があってこそ、企
業としての競争力が醸成できる。今後、
他社との差別化で重要になってくるの
は、『企業自身が保有するデータ』だ。
そのデータの品質向上やセキュリティ
対策には自信があり、そこを突き詰め
ることで価値を提供していきたい」（久
保田氏）とした。

高まるフィジカルAIへの関心
　続いて浅見氏が示したテーマは、
「フィジカル（物理）AIとは何か」であ
る。AIの活用分野として昨今注目が集
まるこのフィジカルAI。まず、東京大学
准教授で理化学研究所ロボットラーニ
ングチームリーダーでもある長氏がそ
の定義について、あくまで私見と断っ
た上で、「動的なシステムに対し物理的
な相互作用を通じて動作を学習するシ
ステム」とした。人型ロボット（ヒューマ
ノイド）のほか自動運転なども応用分
野となる。
　研究開発が活発なのは、「ロボット
ラーニング」という分野だ。2017年に
関連の学会が立ち上がっており、その
コアメン バ ー が 米 P h y s i c a l 
Intelligence（フィジカルインテリジェ
ンス）というスタートアップを設立し注
目されるなど、単にアカデミアだけでな
く産業界とも深い関係のある動きがあ
ることを長氏は紹介した。

だし、これまでの道具とは決定的に異
なる点が２つあるという。「一つはその
進化のスピードがとてつもなく速いこ
と。そしてもう一つはAIという道具が
持つ機能の全貌がいまだに明らかに
なっていないことだ。こうした新しい道
具を、人間がどう使いこなすかが問わ
れている」と諏訪氏は指摘した。
　浅見氏は自社内の会議でも「AIは魔
法か、道具か」について議論したことを
紹介し、「魔法のように何でもできると
考えてしまうとAIのリスクに翻弄され
てしまうが、道具だと捉えれば目的を
持った使い方ができるはずだ」と語り、
村上氏にコメントを求めた。村上氏は
損害保険ジャパンの執行役員CDaO
（最高データ責任者）の顔も持つ。
　村上氏は、「道具としてAIをビジネス
へ活用する時、DXにおけるPoC（概念
実証）での失敗に学び、ビジネスプロセ
スそのものを変える前提でAIの本質を
捉える必要があるが、その実行に向け
た準備がまだ私たちにできていないこ
とが課題だ」とした。
　これを受けてデロイトトーマツの越
智氏はなかなか成果が上がらない理
由として、実際に生成AIを活用してい
る社員は平均で全体の20％程度にと
どまるというデータを基に、「今はまだ、
（新しいものに敏感な）アーリーアダプ
ター層の社員がエバンジェリストとな
り、社内での活用を広めようとしている
段階だ。ただどうしても使いたくないと
いう“岩盤層”もいて、そこを動かすこと
がポイントになる」（越智氏）とした。
　パーソルワークスイッチコンサルティ
ングの熊倉氏は、AIによって企業内の
「プロセスの自動化」が着実に進むと予
想する。その上で「業務の分岐点は無

　そして最近は、V L A（V i s i o n - 
Language-Action)モデルへの関心が
高く、これは画像と自然言語を組み合
わせてロボットを制御するものだとい
う。例えば「リンゴを取ってきて」と指示
すると、ロボットが自動的にその動作を
する。
　フィジカルAIの開発は3つの階層に
分けることができ、「ハードウエアを
持っていて実際にデータを保有する
層、こうしたデータを使いAIのモデル
を学習させる層、それらを使ったアプリ
ケーションを開発し社会実装する層で、
それぞれが重要な役割を果たしてい
る」（長氏）と解説した。
　続いてモデレーターの浅見氏は、安
川電機の、食事後の下げ膳作業をAIで
自律的にまかなうロボットの動画を紹介
し、小川氏に解説を求めた。
　動画ではロボットが、食べ残しか

AI（人工知能）の本質は“道具”、ただその進化があまりに速くまだ全貌が見えない道具である。
ロボティクス関連の開発も急速に進み、そこにヒトとAIの新しい関係性が見えてくる──。
AIリーダーズ会議の午後のパネルディスカッションではこんな議論が繰り広げられた。

AIの本質は進化が速く全貌が見えない“道具”
ヒトとAIの新しい関係性を探る
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・「真実かどうかより、人に伝えたくなるかどうかが優先されるSNSの現状を危惧、ガバナンスと客観的な知を届ける役割が重要に」
・「ビジネスプロセスを変える前提で道具としてのAIの本質を捉える必要があるが、その実行への準備がまだ私たちにはできていない」
・「AIロボティクスは自動運転を超えるような全く新しい産業を生み出し、その価値が日本の競争力強化につながると信じる」   

注目の発言

ＡＩセーフティ・インスティテュート（AISI） 所長
損害保険ジャパン
執行役員CDaO（最高データ責任者）

村上 明子氏

東京大学 国際高等研究所 東京カレッジ
准教授

江間 有沙氏

038 VOL.01 : 2025



ティサミット』が英国で2023年に開か
れ、24年には韓国、そして今年2月には
フランスで開かれた。ただ名称はセー
フティではなく『AIアクションサミット』
に変わった。安全性ばかりを重視する
のではなく、次のアクションを考える段
階であることをフランスが打ち出した
ということだ。米国ではトランプ政権に
なって急に規制緩和へかじを切ったと
の見方があるが、実は強いAI規制法で
知られるEU（欧州連合）の中でも、技
術で世界の先端をいく米国を牽制しな
がら、経済的な主導権を握りたいとい
う動きが起こっていたと見るべきだ」と
村上氏は解説した。
　浅見氏が、「こうしたルール作りが日
本は苦手との意見もある」と聞けば、村
上氏は「世界のイニシアチブを取って
いく動きは重要だ。受け身になっては
いけない」と返した。
　AI規制や倫理に詳しい東京大学の
江間氏も村上氏の意見に賛同する。
「EUのAI規制法を受けて行動規範
（CoP）を話し合う国際的な議論の場

　ディスカッションのタイトルは「人と
AI共存への条件」。登壇者はAIセーフ
ティ・インスティテュート（AISI）の村上
明子所長、オムロンの諏訪正樹執行役
員、東京大学の江間有沙准教授、安川
電機の小川昌寛社長、東京大学の長
隆之准教授、伊藤忠テクノソリューショ
ンズのデータビジネス企画・推進本部
の久保田さえ子本部長、デロイトトーマ
ツコンサルティングの越智隆之執行役
員、パーソルワークスイッチコンサル
ティングの熊倉晃太エグゼクティブマ
ネジャーの8人である。モデレーターは
日経BPの浅見直樹専務取締役が務
めた。
　議論の冒頭、モデレーターの浅見氏
は、「もはやAIを使わないという選択肢
はあり得ない時代において、私たちは
どのようにAIを味方につけていくべき
かを議論したい」と語った。最初に提起
したテーマは「揺れる世界のAI規制、そ
のときニッポンは」。まずAISIの村上氏
にコメントを求めた。
　「AIの安全性を議論する『AIセーフ

で３回の発言機会を与えられても、日
本側は初回分を『規制法のこの文言は
こういう解釈で正しいのか』といった
内容確認に使ってしまうなど消極姿勢

が目立つ。海外勢が『私がルールだ』
くらいの勢いで臨むのとは温度差を感
じる」。
　これに対して安川電機の小川氏は、
「イニシアチブやデファクト（スタンダー
ド）を取ったとしても、それでビジネスの
勝敗が決まるわけではない。ルールに
同調しつつ、『その先』の本質的な勝負
にかけた方が良い場合も多い」と指摘
した。AISIの村上氏は、「ご指摘はもっ
ともだ。一方でソフトウエアの世界で
は、『市場を（先に）取ったものが勝ち』
という側面もあり、スピードが極めて重
要になってくる。産業ごとにイニシアチ
ブの取り方や戦略は変わってくると思
う」と語った。
　次に浅見氏が提示したテーマは
「ファクトチェックやめるSNS、その社会
的影響は」だ。偽情報がSNSで拡散さ

れ民主主義の土台を揺さぶっている。
この社会的影響に対して私たちはどう
向き合っていくべきなのだろうか。
　東京大学の江間氏は、ファクトチェッ
クにはコストがかかるが、SNSプラット
フォーム企業にはしっかりとしたガバナ
ンスを効かせてほしいというのが個人
的な思い、とした。その上で、「最近、（イ
スラエルの歴史学者の）ユヴァル・ノア・
ハラリ氏と議論する機会があったが、
彼が言うには、（SNSの情報が）真実か
どうかより他の人に伝えたくなるかど
うかが優先される傾向がある、とのこ
とだった。人間の根源的な欲求なのか
もしれないが、だからこそ客観的な知
を届けるジャーナリズムの役割が今後
さらに重要になってくる」と江間氏は
語った。
　自社で生成AIを全面導入し、顧客の
システム開発をする伊藤忠テクノソ
リューションズの久保田氏は、「生成AI
が出した回答をどう捉え、次の判断に
つなげるかで人間の力量が問われること
になるだろう。一人ひとりがリテラシー
を高めていくことが大切だ」とした。
　企業のコンサルティングをするデロ
イトトーマツでは、「コンサルティングに
生成AIを使う際、1次リサーチ作業の
大部分をリプレースできる点が大きな
メリットだが、それに伴い社内の人材育
成をどうしていくかが課題になる。また
ファクトチェックが非常に難しいこと
や、リサーチ結果に基づく独自の見立
てをいかに充実させていくかがポイン
トとなる」と同社の越智氏は指摘した。
　企業のAI導入を支援するパーソル
ワークスイッチコンサルティングも、同
様の課題に直面している。同社の熊倉
氏は、「我々が提示するデータを顧客は

事実として受け止めるため、そこには
一定の責任が発生する。生成AIに我々
が使われてしまわないよう、常に意識
している」と語った。

AIを使う、踊らされない
　次に議論は、「AIに踊らされない、企
業人育成は可能か」へと移った。浅見
氏が、「昨今のAIブームに乗り遅れまい
とAIの導入そのものを目的化してしま
うケースもある。本日午前のもう一つ
のパネルディスカッションでもあったよ
うに、本来は自社が『何をしたいのか』
『どこに強みがあるのか』を明確にした
上で導入してこそ、AIはその価値を発
揮できるのではないか」と問いかけた。
　これに対してオムロンの諏訪氏は、
AIの本質はあくまで「道具」であり、踊
らされてはいけないと注意を促した。た

ティッシュなどのゴミかを自動で仕分け
し廃棄しながら食器を片付けていく。そ
の際、何がどれだけ食べ残されたかの
データを取ることができ、「こうしたデー
タを活用することで、食品ロスの削減や
メニューの改善へつなげられることが重
要だと思う」と小川氏が紹介した。
　これを受けて、村上氏は損害保険
ジャパンの立場から、AIは単に効率化
を図るだけでなく、「人にできないこと
を実現してくれるという視点が重要だ」
と語った。安川電機の下げ膳ロボット
はまさにそれを体現するものだという。
「例えばSOMPOグループで運営する
介護施設で導入すれば、食べ残しデー
タから個別に不足している栄養素が分
かるかもしれない。そうなれば、健康寿
命を延ばすことにつなげられる可能性
もある」と期待を込めた。
　小川氏が付け加える。「これまでのロ
ボティクスは限られた環境で対応する
ものだったが、AIの活用で外部環境に
依存しないソリューションを提供できる
ように進化している。これにより顧客の
様々な課題に真正面から向き合えるよ
うになった」。
　東京大学の長氏は日本の製造業が
持つデータの重要性を説く。「ロボットの
モデルを訓練するには膨大なデータが

必要だが、1つの研究室でそれを揃える
のは難しい。世界の複数のロボット研究
室とデータをシェアしながら１つのデー
タセットにしてロボットの訓練に供する
ため100万軌道ものデータを集める取
り組みを行ったことがある。日本の製造
業の現場が本気で取り組めば桁違いの
データが集まるはずだ。そうしたデータ
を安売りすることなく、その価値を信じ
てデータのフォーマット化に取り組んで
いくべきだと思う」と長氏は語った。

現場に頼りすぎるとアイデア飛躍しない
　最後のテーマは「日本の産業はAIで
強くなれるのか」。オムロンの諏訪氏は
ロボティクスを念頭にAIという「大脳」
だけでなく「五感」や「身体性」をいかに
高めるかも重要だと語った。またAIが
持ち得ない人間独自の構想力や判断
力、仮説構築力の重要性を指摘し、人
がそれらの能力をきちんと持たないと
AIも使いこなせないとした。
　安川電機の小川氏は、「AIロボティク

スこそが日本の競争力強化につながる
と確信している。多様な現場での活用
で、社会課題の解決を導くソリューショ
ンは自動運転を超える価値を創出でき
るはずだ。全く新しい産業が生まれる
といっても過言ではない。それほど強
い思いを持っている」とした。
　AISIの村上氏は、現場力の重要性を
認めつつも、現場だけに頼っていては
延長線上のアイデアしか生まれないと
指摘した。「私の好きな言葉に、カーネ
ギーメロン大学の金出武雄教授による
『素人のように考え玄人として実行す
る』がある。素人のような柔軟な発想
でプロセス全体を考え、それを玄人と
して実践していく。この考えこそ、今後
のAI活用を進める上で求められるもの
だと思う」と語った。結びに浅見氏は、
「AIを考えることは、人間を考えること
だと強く感じた。今日を皮切りに、AIに
ついての議論を深めていくことで、日
本を元気にしていきたい」と語り、ディ
スカッションを締めくくった。

数に存在する。そうした場面で、AIによ
る自動化にどのようにルールを設け、
人が判断を下すのかが今後の重要な
ポイントになる」と語った。
　伊藤忠テクノソリューションズの久
保田氏によると、同社では「技術」と「技
（わざ）」という言葉を意識的に使い分
けているという。「AIという『道具』を使
いこなす人間の『技』があってこそ、企
業としての競争力が醸成できる。今後、
他社との差別化で重要になってくるの
は、『企業自身が保有するデータ』だ。
そのデータの品質向上やセキュリティ
対策には自信があり、そこを突き詰め
ることで価値を提供していきたい」（久
保田氏）とした。

高まるフィジカルAIへの関心
　続いて浅見氏が示したテーマは、
「フィジカル（物理）AIとは何か」であ
る。AIの活用分野として昨今注目が集
まるこのフィジカルAI。まず、東京大学
准教授で理化学研究所ロボットラーニ
ングチームリーダーでもある長氏がそ
の定義について、あくまで私見と断っ
た上で、「動的なシステムに対し物理的
な相互作用を通じて動作を学習するシ
ステム」とした。人型ロボット（ヒューマ
ノイド）のほか自動運転なども応用分
野となる。
　研究開発が活発なのは、「ロボット
ラーニング」という分野だ。2017年に
関連の学会が立ち上がっており、その
コアメン バ ー が 米 P h y s i c a l 
Intelligence（フィジカルインテリジェ
ンス）というスタートアップを設立し注
目されるなど、単にアカデミアだけでな
く産業界とも深い関係のある動きがあ
ることを長氏は紹介した。

だし、これまでの道具とは決定的に異
なる点が２つあるという。「一つはその
進化のスピードがとてつもなく速いこ
と。そしてもう一つはAIという道具が
持つ機能の全貌がいまだに明らかに
なっていないことだ。こうした新しい道
具を、人間がどう使いこなすかが問わ
れている」と諏訪氏は指摘した。
　浅見氏は自社内の会議でも「AIは魔
法か、道具か」について議論したことを
紹介し、「魔法のように何でもできると
考えてしまうとAIのリスクに翻弄され
てしまうが、道具だと捉えれば目的を
持った使い方ができるはずだ」と語り、
村上氏にコメントを求めた。村上氏は
損害保険ジャパンの執行役員CDaO
（最高データ責任者）の顔も持つ。
　村上氏は、「道具としてAIをビジネス
へ活用する時、DXにおけるPoC（概念
実証）での失敗に学び、ビジネスプロセ
スそのものを変える前提でAIの本質を
捉える必要があるが、その実行に向け
た準備がまだ私たちにできていないこ
とが課題だ」とした。
　これを受けてデロイトトーマツの越
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いう“岩盤層”もいて、そこを動かすこと
がポイントになる」（越智氏）とした。
　パーソルワークスイッチコンサルティ
ングの熊倉氏は、AIによって企業内の
「プロセスの自動化」が着実に進むと予
想する。その上で「業務の分岐点は無
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それぞれが重要な役割を果たしてい
る」（長氏）と解説した。
　続いてモデレーターの浅見氏は、安
川電機の、食事後の下げ膳作業をAIで
自律的にまかなうロボットの動画を紹介
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ティサミット』が英国で2023年に開か
れ、24年には韓国、そして今年2月には
フランスで開かれた。ただ名称はセー
フティではなく『AIアクションサミット』
に変わった。安全性ばかりを重視する
のではなく、次のアクションを考える段
階であることをフランスが打ち出した
ということだ。米国ではトランプ政権に
なって急に規制緩和へかじを切ったと
の見方があるが、実は強いAI規制法で
知られるEU（欧州連合）の中でも、技
術で世界の先端をいく米国を牽制しな
がら、経済的な主導権を握りたいとい
う動きが起こっていたと見るべきだ」と
村上氏は解説した。
　浅見氏が、「こうしたルール作りが日
本は苦手との意見もある」と聞けば、村
上氏は「世界のイニシアチブを取って
いく動きは重要だ。受け身になっては
いけない」と返した。
　AI規制や倫理に詳しい東京大学の
江間氏も村上氏の意見に賛同する。
「EUのAI規制法を受けて行動規範
（CoP）を話し合う国際的な議論の場

　ディスカッションのタイトルは「人と
AI共存への条件」。登壇者はAIセーフ
ティ・インスティテュート（AISI）の村上
明子所長、オムロンの諏訪正樹執行役
員、東京大学の江間有沙准教授、安川
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めた。
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は、「もはやAIを使わないという選択肢
はあり得ない時代において、私たちは
どのようにAIを味方につけていくべき
かを議論したい」と語った。最初に提起
したテーマは「揺れる世界のAI規制、そ
のときニッポンは」。まずAISIの村上氏
にコメントを求めた。
　「AIの安全性を議論する『AIセーフ

で３回の発言機会を与えられても、日
本側は初回分を『規制法のこの文言は
こういう解釈で正しいのか』といった
内容確認に使ってしまうなど消極姿勢

が目立つ。海外勢が『私がルールだ』
くらいの勢いで臨むのとは温度差を感
じる」。
　これに対して安川電機の小川氏は、
「イニシアチブやデファクト（スタンダー
ド）を取ったとしても、それでビジネスの
勝敗が決まるわけではない。ルールに
同調しつつ、『その先』の本質的な勝負
にかけた方が良い場合も多い」と指摘
した。AISIの村上氏は、「ご指摘はもっ
ともだ。一方でソフトウエアの世界で
は、『市場を（先に）取ったものが勝ち』
という側面もあり、スピードが極めて重
要になってくる。産業ごとにイニシアチ
ブの取り方や戦略は変わってくると思
う」と語った。
　次に浅見氏が提示したテーマは
「ファクトチェックやめるSNS、その社会
的影響は」だ。偽情報がSNSで拡散さ

れ民主主義の土台を揺さぶっている。
この社会的影響に対して私たちはどう
向き合っていくべきなのだろうか。
　東京大学の江間氏は、ファクトチェッ
クにはコストがかかるが、SNSプラット
フォーム企業にはしっかりとしたガバナ
ンスを効かせてほしいというのが個人
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（わざ）」という言葉を意識的に使い分
けているという。「AIという『道具』を使
いこなす人間の『技』があってこそ、企
業としての競争力が醸成できる。今後、
他社との差別化で重要になってくるの
は、『企業自身が保有するデータ』だ。
そのデータの品質向上やセキュリティ
対策には自信があり、そこを突き詰め
ることで価値を提供していきたい」（久
保田氏）とした。

高まるフィジカルAIへの関心
　続いて浅見氏が示したテーマは、
「フィジカル（物理）AIとは何か」であ
る。AIの活用分野として昨今注目が集
まるこのフィジカルAI。まず、東京大学
准教授で理化学研究所ロボットラーニ
ングチームリーダーでもある長氏がそ
の定義について、あくまで私見と断っ
た上で、「動的なシステムに対し物理的
な相互作用を通じて動作を学習するシ
ステム」とした。人型ロボット（ヒューマ
ノイド）のほか自動運転なども応用分
野となる。
　研究開発が活発なのは、「ロボット
ラーニング」という分野だ。2017年に
関連の学会が立ち上がっており、その
コアメン バ ー が 米 P h y s i c a l 
Intelligence（フィジカルインテリジェ
ンス）というスタートアップを設立し注
目されるなど、単にアカデミアだけでな
く産業界とも深い関係のある動きがあ
ることを長氏は紹介した。

だし、これまでの道具とは決定的に異
なる点が２つあるという。「一つはその
進化のスピードがとてつもなく速いこ
と。そしてもう一つはAIという道具が
持つ機能の全貌がいまだに明らかに
なっていないことだ。こうした新しい道
具を、人間がどう使いこなすかが問わ
れている」と諏訪氏は指摘した。
　浅見氏は自社内の会議でも「AIは魔
法か、道具か」について議論したことを
紹介し、「魔法のように何でもできると
考えてしまうとAIのリスクに翻弄され
てしまうが、道具だと捉えれば目的を
持った使い方ができるはずだ」と語り、
村上氏にコメントを求めた。村上氏は
損害保険ジャパンの執行役員CDaO
（最高データ責任者）の顔も持つ。
　村上氏は、「道具としてAIをビジネス
へ活用する時、DXにおけるPoC（概念
実証）での失敗に学び、ビジネスプロセ
スそのものを変える前提でAIの本質を
捉える必要があるが、その実行に向け
た準備がまだ私たちにできていないこ
とが課題だ」とした。
　これを受けてデロイトトーマツの越
智氏はなかなか成果が上がらない理
由として、実際に生成AIを活用してい
る社員は平均で全体の20％程度にと
どまるというデータを基に、「今はまだ、
（新しいものに敏感な）アーリーアダプ
ター層の社員がエバンジェリストとな
り、社内での活用を広めようとしている
段階だ。ただどうしても使いたくないと
いう“岩盤層”もいて、そこを動かすこと
がポイントになる」（越智氏）とした。
　パーソルワークスイッチコンサルティ
ングの熊倉氏は、AIによって企業内の
「プロセスの自動化」が着実に進むと予
想する。その上で「業務の分岐点は無

　そして最近は、V L A（V i s i o n - 
Language-Action)モデルへの関心が
高く、これは画像と自然言語を組み合
わせてロボットを制御するものだとい
う。例えば「リンゴを取ってきて」と指示
すると、ロボットが自動的にその動作を
する。
　フィジカルAIの開発は3つの階層に
分けることができ、「ハードウエアを
持っていて実際にデータを保有する
層、こうしたデータを使いAIのモデル
を学習させる層、それらを使ったアプリ
ケーションを開発し社会実装する層で、
それぞれが重要な役割を果たしてい
る」（長氏）と解説した。
　続いてモデレーターの浅見氏は、安
川電機の、食事後の下げ膳作業をAIで
自律的にまかなうロボットの動画を紹介
し、小川氏に解説を求めた。
　動画ではロボットが、食べ残しか

オムロン 執行役員 技術・知財本部長
オムロン サイニックエックス 代表取締役社長

諏訪 正樹氏

東京大学大学院 情報理工学系研究科 准教授
理化学研究所 ロボットラーニングチーム チームリーダー

長 隆之氏
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ティサミット』が英国で2023年に開か
れ、24年には韓国、そして今年2月には
フランスで開かれた。ただ名称はセー
フティではなく『AIアクションサミット』
に変わった。安全性ばかりを重視する
のではなく、次のアクションを考える段
階であることをフランスが打ち出した
ということだ。米国ではトランプ政権に
なって急に規制緩和へかじを切ったと
の見方があるが、実は強いAI規制法で
知られるEU（欧州連合）の中でも、技
術で世界の先端をいく米国を牽制しな
がら、経済的な主導権を握りたいとい
う動きが起こっていたと見るべきだ」と
村上氏は解説した。
　浅見氏が、「こうしたルール作りが日
本は苦手との意見もある」と聞けば、村
上氏は「世界のイニシアチブを取って
いく動きは重要だ。受け身になっては
いけない」と返した。
　AI規制や倫理に詳しい東京大学の
江間氏も村上氏の意見に賛同する。
「EUのAI規制法を受けて行動規範
（CoP）を話し合う国際的な議論の場

　ディスカッションのタイトルは「人と
AI共存への条件」。登壇者はAIセーフ
ティ・インスティテュート（AISI）の村上
明子所長、オムロンの諏訪正樹執行役
員、東京大学の江間有沙准教授、安川
電機の小川昌寛社長、東京大学の長
隆之准教授、伊藤忠テクノソリューショ
ンズのデータビジネス企画・推進本部
の久保田さえ子本部長、デロイトトーマ
ツコンサルティングの越智隆之執行役
員、パーソルワークスイッチコンサル
ティングの熊倉晃太エグゼクティブマ
ネジャーの8人である。モデレーターは
日経BPの浅見直樹専務取締役が務
めた。
　議論の冒頭、モデレーターの浅見氏
は、「もはやAIを使わないという選択肢
はあり得ない時代において、私たちは
どのようにAIを味方につけていくべき
かを議論したい」と語った。最初に提起
したテーマは「揺れる世界のAI規制、そ
のときニッポンは」。まずAISIの村上氏
にコメントを求めた。
　「AIの安全性を議論する『AIセーフ

で３回の発言機会を与えられても、日
本側は初回分を『規制法のこの文言は
こういう解釈で正しいのか』といった
内容確認に使ってしまうなど消極姿勢

が目立つ。海外勢が『私がルールだ』
くらいの勢いで臨むのとは温度差を感
じる」。
　これに対して安川電機の小川氏は、
「イニシアチブやデファクト（スタンダー
ド）を取ったとしても、それでビジネスの
勝敗が決まるわけではない。ルールに
同調しつつ、『その先』の本質的な勝負
にかけた方が良い場合も多い」と指摘
した。AISIの村上氏は、「ご指摘はもっ
ともだ。一方でソフトウエアの世界で
は、『市場を（先に）取ったものが勝ち』
という側面もあり、スピードが極めて重
要になってくる。産業ごとにイニシアチ
ブの取り方や戦略は変わってくると思
う」と語った。
　次に浅見氏が提示したテーマは
「ファクトチェックやめるSNS、その社会
的影響は」だ。偽情報がSNSで拡散さ

れ民主主義の土台を揺さぶっている。
この社会的影響に対して私たちはどう
向き合っていくべきなのだろうか。
　東京大学の江間氏は、ファクトチェッ
クにはコストがかかるが、SNSプラット
フォーム企業にはしっかりとしたガバナ
ンスを効かせてほしいというのが個人
的な思い、とした。その上で、「最近、（イ
スラエルの歴史学者の）ユヴァル・ノア・
ハラリ氏と議論する機会があったが、
彼が言うには、（SNSの情報が）真実か
どうかより他の人に伝えたくなるかど
うかが優先される傾向がある、とのこ
とだった。人間の根源的な欲求なのか
もしれないが、だからこそ客観的な知
を届けるジャーナリズムの役割が今後
さらに重要になってくる」と江間氏は
語った。
　自社で生成AIを全面導入し、顧客の
システム開発をする伊藤忠テクノソ
リューションズの久保田氏は、「生成AI
が出した回答をどう捉え、次の判断に
つなげるかで人間の力量が問われること
になるだろう。一人ひとりがリテラシー
を高めていくことが大切だ」とした。
　企業のコンサルティングをするデロ
イトトーマツでは、「コンサルティングに
生成AIを使う際、1次リサーチ作業の
大部分をリプレースできる点が大きな
メリットだが、それに伴い社内の人材育
成をどうしていくかが課題になる。また
ファクトチェックが非常に難しいこと
や、リサーチ結果に基づく独自の見立
てをいかに充実させていくかがポイン
トとなる」と同社の越智氏は指摘した。
　企業のAI導入を支援するパーソル
ワークスイッチコンサルティングも、同
様の課題に直面している。同社の熊倉
氏は、「我々が提示するデータを顧客は

事実として受け止めるため、そこには
一定の責任が発生する。生成AIに我々
が使われてしまわないよう、常に意識
している」と語った。

AIを使う、踊らされない
　次に議論は、「AIに踊らされない、企
業人育成は可能か」へと移った。浅見
氏が、「昨今のAIブームに乗り遅れまい
とAIの導入そのものを目的化してしま
うケースもある。本日午前のもう一つ
のパネルディスカッションでもあったよ
うに、本来は自社が『何をしたいのか』
『どこに強みがあるのか』を明確にした
上で導入してこそ、AIはその価値を発
揮できるのではないか」と問いかけた。
　これに対してオムロンの諏訪氏は、
AIの本質はあくまで「道具」であり、踊
らされてはいけないと注意を促した。た

ティッシュなどのゴミかを自動で仕分け
し廃棄しながら食器を片付けていく。そ
の際、何がどれだけ食べ残されたかの
データを取ることができ、「こうしたデー
タを活用することで、食品ロスの削減や
メニューの改善へつなげられることが重
要だと思う」と小川氏が紹介した。
　これを受けて、村上氏は損害保険
ジャパンの立場から、AIは単に効率化
を図るだけでなく、「人にできないこと
を実現してくれるという視点が重要だ」
と語った。安川電機の下げ膳ロボット
はまさにそれを体現するものだという。
「例えばSOMPOグループで運営する
介護施設で導入すれば、食べ残しデー
タから個別に不足している栄養素が分
かるかもしれない。そうなれば、健康寿
命を延ばすことにつなげられる可能性
もある」と期待を込めた。
　小川氏が付け加える。「これまでのロ
ボティクスは限られた環境で対応する
ものだったが、AIの活用で外部環境に
依存しないソリューションを提供できる
ように進化している。これにより顧客の
様々な課題に真正面から向き合えるよ
うになった」。
　東京大学の長氏は日本の製造業が
持つデータの重要性を説く。「ロボットの
モデルを訓練するには膨大なデータが

必要だが、1つの研究室でそれを揃える
のは難しい。世界の複数のロボット研究
室とデータをシェアしながら１つのデー
タセットにしてロボットの訓練に供する
ため100万軌道ものデータを集める取
り組みを行ったことがある。日本の製造
業の現場が本気で取り組めば桁違いの
データが集まるはずだ。そうしたデータ
を安売りすることなく、その価値を信じ
てデータのフォーマット化に取り組んで
いくべきだと思う」と長氏は語った。

現場に頼りすぎるとアイデア飛躍しない
　最後のテーマは「日本の産業はAIで
強くなれるのか」。オムロンの諏訪氏は
ロボティクスを念頭にAIという「大脳」
だけでなく「五感」や「身体性」をいかに
高めるかも重要だと語った。またAIが
持ち得ない人間独自の構想力や判断
力、仮説構築力の重要性を指摘し、人
がそれらの能力をきちんと持たないと
AIも使いこなせないとした。
　安川電機の小川氏は、「AIロボティク

スこそが日本の競争力強化につながる
と確信している。多様な現場での活用
で、社会課題の解決を導くソリューショ
ンは自動運転を超える価値を創出でき
るはずだ。全く新しい産業が生まれる
といっても過言ではない。それほど強
い思いを持っている」とした。
　AISIの村上氏は、現場力の重要性を
認めつつも、現場だけに頼っていては
延長線上のアイデアしか生まれないと
指摘した。「私の好きな言葉に、カーネ
ギーメロン大学の金出武雄教授による
『素人のように考え玄人として実行す
る』がある。素人のような柔軟な発想
でプロセス全体を考え、それを玄人と
して実践していく。この考えこそ、今後
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だと強く感じた。今日を皮切りに、AIに
ついての議論を深めていくことで、日
本を元気にしていきたい」と語り、ディ
スカッションを締めくくった。
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し、小川氏に解説を求めた。
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AIをめぐる世界での主導権争いからAIロボティクスまで、幅広い議論が行われた

日経BP
専務取締役CMO（最高マーケティング責任者）

浅見 直樹（モデレーター）
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博報堂ＤＹホールディングス

伊藤忠テクノソリューションズ

デロイト トーマツ コンサルティング

パーソルワークスイッチコンサルティング

「AIリーダーズ会議 2025 Spring」では、AIリーダーズのパートナー企業から、
AI活用の未来像や課題、最新技術、変革に向けたヒントなどが語られた。
本レポートでは、ピッチを通じた各社からのメッセージやソリューション、
別途開催された分科会でのディスカッションの模様をお届けする。

Partner Pitch &
Discussion

次回の「AIリーダーズ会議」は
2025年9月4日(木)開催予定です。
ご期待ください。

Information



2025年はAI活用の転換点
AI普及に3つの追い風

戦略系コンサルティング会社のベイ
ン・アンド・カンパニーは生成AIを活用し
たソリューションを既に400件以上開
発・提供している。戦略コンサルタントと
AIエキスパートの混成チームを形成し、
顧客企業のトップマネジメントと共にAI
導入・活用を支援してきた。
ベインでは社内の業務にもAIを精力
的に使っている。業務ごとに特化した多
数のカスタムAIツールが社内のポータ
ルサイトに掲載されており、全部門の社
員が手軽に利用できる。コンサルティン
グ業務におけるAIの活用が当たり前に

なっているという。
矢野氏は「2025年はAIにとって転換
点となる」と述べ、AIに吹いている3つの
追い風について説明した。
1つ目は「技術」だ。米OpenAIの「o3

（オースリー）」や米 G o o g l e の
「Gemini2.0+」のような新たな推論プ
ロセスが続々と登場し、人間に近い仕事
が可能になった。
2つ目は「コスト」だ。クラウドのサービ

スモデル普及によってAIの専門家を有
していない小規模な企業でも使いやす
い環境が整ってきた。
3つ目は「受容度」だ。AIを使ったサー

ビスが一般消費者に急速に普及し、
ユーザーのAIに対する心理的な障壁が
解消されつつある。

ホワイトカラーの8割に影響
私達の仕事はどう変わるか

今後3～5年で仕事の在り方が３つの
方向性に大きく変わり、ホワイトカラー
の約8割がAIの影響を強く受ける。
1つ目の方向性は「業務の自動化」だ。

AIエージェントが一連の業務を丸ごと代
替することで、人の関与が極めて限定的
になる。
2つ目は「業務の拡張」だ。例えば営業

近年、AI の活用は3つの追い風を背景に加速しており、今後3～5年の間にホワイトカラーの
約8割に大きな影響を及ぼすと見込まれている。AIがもたらす変革の方向性や新たなビジネス機会、
組織のリーダーが持つべき視点について解説した。

AIが変える競争のルール
日本企業が有すべき変革の視点

Partner Pitchベイン･アンド･カンパニー

ベイン･アンド･カンパニー
パートナー

矢野 裕真氏

進めるようなシステムが主流ですが、今
後成熟してくると業務全体をAIが自律
的に遂行する時代が来ると考えます」と
矢野氏は話す。使いこなす企業とそう
でない企業ではスピードやコストベー
ス、人員構成が大きく異なるようになる
ため、AIエージェントの活用は企業の勝
ち負けを左右するゲームチェンジャーと
なる。

欧米ではコア業務にAIを導入
ビジネス機会はAI周辺にも

「日本企業では、カスタマーサービス
のような周辺業務からAIが導入されや
すいが、欧米では、業務の本丸からAIの
導入が進んでいます」と矢野氏は述べ、
ベインのクライアント企業であるアジア
地域の商業銀行のエージェントAIの事
例を動画で紹介した。
その銀行ではポートフォリオ分析、金融
商品のスペシャリスト、リスク分析など多
くのAIエージェントが相互に連携し、顧客
に最適な投資アドバイスを自動生成して

活動においては事前調査や顧客向け提
案のカスタマイズはAIが代替してくれる
代わりに、人は今までより多くの顧客へ
良い提案ができるようになる。
3つ目は「新たな業務の創出」だ。AI機

能を備えた新製品やサービス開発を司
る「AIプロダクトマネージャー」や、業務
ニーズに合わせてAIモデルを調整する
「AIモデルトレーナー」のような職種の需
要が大きく伸びることが想定される。
特に、2つ目の業務拡張の影響は大き

い。人の関与がゼロになることはない
が、先ほどの営業の例のようにデータの
集計、分析、調整、ドキュメンテーション、
コーディングといった作業的な業務のほ
とんどをAIが担うようになる。ホワイト
カラーが数日から数時間をかけてやっ
ている業務をAIが数分で代行するよう
になる。
向こう3～5年の間、多くの業務にAI

エージェントが導入されるだろう。同社
も、2023年から顧客企業とともにAI
エージェントを開発してきた。「今はAIの
業務ループに人が介入しながら業務を

いる。人間の営業担当者は、数時間か
かっていた顧客向けの運用計画の提案
を数分で作成できるようになっている。こ
のシステムは銀行の業務システムに組み
込まれ、既に300人以上のプライベート
バンカーに利用されているという。
また、AIは管理職の仕事も大きく変え
つつある。「経営会議や営業会議等で、
AIに第三者的な意見を求める企業も出
てきています」（矢野氏）。
組織のリーダーは、AI活用の3つのス

テップを全て押さえておくべきだと矢野
氏は述べる。
第1のステップは「個としての活用」

だ。AIにより、まず個人の業務効率が上
がる。
第2のステップは「組織での活用」だ。
AIエージェントを組織横断的に導入し、
競合他社より「早く、上手く、安い」オペ
レーションを実現する。
それらと併行して第3のステップ「AI 
as ビジネス」へと進むことを考えること
が重要だ。今後業界やテーマ別に特化
した様々なエージェント・システムが普
及してくるため、いち早く標準的なモデ
ルを構築すれば次世代のコアビジネス
として横展開できるようになる可能性も
ある。　
ベインは、社内業務のAI活用促進を
着実に進めつつ、AIを活用した顧客企
業の変革において世界の最先端に立と
うとしている。
「進化が凄まじい生成AIだからこそ、
他社に先駆けてコアビジネスに積極的
に取り入れることが重要です。ぜひこの
機会になるべく早く、多くの業務への導
入を進めて、リーダー企業としての地位
を確立していただけることを願っていま
す」と述べ、矢野氏は話を終えた。AIの導入は今後3～5年で加速し、3つの方向性で日常業務の在り方を大きく変える

向こう3～5年の時間軸で仕事の在り方が大きく変わる

概要

今後3～
5年間の影響
（総従業員数に
占める割合）

業務の自動化

人の関与を削減または置き換える
ことにより、業務の効率化を図る

業務の拡張

人の能力を強化し、意思決定を支
援するが、人の関与は排除しない

新たな業務の創出

生成AIの導入・運用を支える新た
な職種　

10～20%の減少 ～60%への影響 最低でも10%の増加

ベイン･アンド･カンパニー

次回の「AIリーダーズ会議」は
2025年9月4日(木)開催予定です。
ご期待ください。

Information
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2025年はAI活用の転換点
AI普及に3つの追い風

戦略系コンサルティング会社のベイ
ン・アンド・カンパニーは生成AIを活用し
たソリューションを既に400件以上開
発・提供している。戦略コンサルタントと
AIエキスパートの混成チームを形成し、
顧客企業のトップマネジメントと共にAI
導入・活用を支援してきた。
ベインでは社内の業務にもAIを精力
的に使っている。業務ごとに特化した多
数のカスタムAIツールが社内のポータ
ルサイトに掲載されており、全部門の社
員が手軽に利用できる。コンサルティン
グ業務におけるAIの活用が当たり前に

なっているという。
矢野氏は「2025年はAIにとって転換
点となる」と述べ、AIに吹いている3つの
追い風について説明した。
1つ目は「技術」だ。米OpenAIの「o3

（オースリー）」や米 G o o g l e の
「Gemini2.0+」のような新たな推論プ
ロセスが続々と登場し、人間に近い仕事
が可能になった。
2つ目は「コスト」だ。クラウドのサービ

スモデル普及によってAIの専門家を有
していない小規模な企業でも使いやす
い環境が整ってきた。
3つ目は「受容度」だ。AIを使ったサー

ビスが一般消費者に急速に普及し、
ユーザーのAIに対する心理的な障壁が
解消されつつある。

ホワイトカラーの8割に影響
私達の仕事はどう変わるか

今後3～5年で仕事の在り方が３つの
方向性に大きく変わり、ホワイトカラー
の約8割がAIの影響を強く受ける。
1つ目の方向性は「業務の自動化」だ。

AIエージェントが一連の業務を丸ごと代
替することで、人の関与が極めて限定的
になる。
2つ目は「業務の拡張」だ。例えば営業

進めるようなシステムが主流ですが、今
後成熟してくると業務全体をAIが自律
的に遂行する時代が来ると考えます」と
矢野氏は話す。使いこなす企業とそう
でない企業ではスピードやコストベー
ス、人員構成が大きく異なるようになる
ため、AIエージェントの活用は企業の勝
ち負けを左右するゲームチェンジャーと
なる。

欧米ではコア業務にAIを導入
ビジネス機会はAI周辺にも

「日本企業では、カスタマーサービス
のような周辺業務からAIが導入されや
すいが、欧米では、業務の本丸からAIの
導入が進んでいます」と矢野氏は述べ、
ベインのクライアント企業であるアジア
地域の商業銀行のエージェントAIの事
例を動画で紹介した。
その銀行ではポートフォリオ分析、金融
商品のスペシャリスト、リスク分析など多
くのAIエージェントが相互に連携し、顧客
に最適な投資アドバイスを自動生成して

活動においては事前調査や顧客向け提
案のカスタマイズはAIが代替してくれる
代わりに、人は今までより多くの顧客へ
良い提案ができるようになる。
3つ目は「新たな業務の創出」だ。AI機

能を備えた新製品やサービス開発を司
る「AIプロダクトマネージャー」や、業務
ニーズに合わせてAIモデルを調整する
「AIモデルトレーナー」のような職種の需
要が大きく伸びることが想定される。
特に、2つ目の業務拡張の影響は大き

い。人の関与がゼロになることはない
が、先ほどの営業の例のようにデータの
集計、分析、調整、ドキュメンテーション、
コーディングといった作業的な業務のほ
とんどをAIが担うようになる。ホワイト
カラーが数日から数時間をかけてやっ
ている業務をAIが数分で代行するよう
になる。
向こう3～5年の間、多くの業務にAI

エージェントが導入されるだろう。同社
も、2023年から顧客企業とともにAI
エージェントを開発してきた。「今はAIの
業務ループに人が介入しながら業務を

いる。人間の営業担当者は、数時間か
かっていた顧客向けの運用計画の提案
を数分で作成できるようになっている。こ
のシステムは銀行の業務システムに組み
込まれ、既に300人以上のプライベート
バンカーに利用されているという。
また、AIは管理職の仕事も大きく変え
つつある。「経営会議や営業会議等で、
AIに第三者的な意見を求める企業も出
てきています」（矢野氏）。
組織のリーダーは、AI活用の3つのス

テップを全て押さえておくべきだと矢野
氏は述べる。
第1のステップは「個としての活用」

だ。AIにより、まず個人の業務効率が上
がる。
第2のステップは「組織での活用」だ。
AIエージェントを組織横断的に導入し、
競合他社より「早く、上手く、安い」オペ
レーションを実現する。
それらと併行して第3のステップ「AI 
as ビジネス」へと進むことを考えること
が重要だ。今後業界やテーマ別に特化
した様々なエージェント・システムが普
及してくるため、いち早く標準的なモデ
ルを構築すれば次世代のコアビジネス
として横展開できるようになる可能性も
ある。　
ベインは、社内業務のAI活用促進を
着実に進めつつ、AIを活用した顧客企
業の変革において世界の最先端に立と
うとしている。
「進化が凄まじい生成AIだからこそ、
他社に先駆けてコアビジネスに積極的
に取り入れることが重要です。ぜひこの
機会になるべく早く、多くの業務への導
入を進めて、リーダー企業としての地位
を確立していただけることを願っていま
す」と述べ、矢野氏は話を終えた。組織のリーダーが持つべき視点。企業におけるAI活用は、3つのステップで進んでいく

組織のリーダーとしてAIにどう取り組むか

STEP1

STEP2

STEP3

個としての活用

組織での活用

AI as
ビジネス

日々の情報収集から、作業効
率化など汎用サービスを駆使
し、生まれた時間をより高付加
価値な業務に当てる

特定の業務に特化したエー
ジェント等を組織横断で導入
し、競合他社より“早く・上手
く・安い”オペレーションを構
築する

AIを商機と捉え、成長戦略の
中核として新たな製品・サービ
ス・ソリューション等を生み出
していく
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労働分配率が高く
使う必然性強い分野なら効果的

「AIによるヒューマノイド（人型ロボッ
ト）への関心が急速に高まっています。そ
の活用分野としては労働分配率が高く、
人間との協働が少ない分野、例えば製
造・物流分野や建設分野、飲食・ホテル
のバックヤードサービスなどの分野を中
心に有望な市場があると見ています」
このところ世界で開発競争が激しさ
を増している人型ロボット。その導入効
果が大きそうな市場について、安達氏
はこのような見方を披露した。
企業の経営者の間でも人型ロボット

の活用は注目を集めているが、普及の
カギは「現場での使い勝手と労働分配
率」と指摘する。現場での使い勝手と
は、使う必然性と言い換えてもいいか
もしれない。この観点を踏まえ、導入が
進む可能性の高い分野について、安達
氏へのインタビューを基に見ていこう。

安達氏が挙げた業界の1つが、製造
や物流の分野だ。この領域では決まった
作業をする産業用ロボットがすでに多く
導入されている。ただ、個々のオペレー
ションを“つなぐ”動作をする実用レベル
のロボットはまだ普及していない。工場
内には精密加工をするロボットが配置さ
れ、AGV（無人搬送車）が走り回るが、
必要な部品やそれを載せたパレットを積
んだり降ろしたりするような柔軟性が求
められる作業はまだ人手に頼っている。
そこに人型ロボットを導入すれば、完全
自動の工場へ大きく近づく。その他の事
例として、建設や飲食・ホテルなどの分
野がある。これらの分野も労働分配率
が極めて高い。人との協業が比較的少
ない定型的業務、たとえば店舗やホテル
などのバックエンド業務領域から試験導
入が始まり、応用が拡大していくことが
想定されるのではないか。

市場規模は2035年に30兆円も
日本企業の強みは？

人型ロボットの世界の市場規模は、
2035年に380億ドル（約5兆6000億
円）～2000億ドル（約30兆円）になる
とのデータもあり、やや振れ幅は大きい
ものの巨大な市場へ育つ可能性があり
そうだ。開発に参入する企業も多く、米

国ではTeslaをはじめとしてFigure 
AI、Physical Intelligence、中国では
宇樹科技（Unitree Robotics）といっ
た企業群が投資家から巨額の資金を
集めている。両国で投資金額の8割以
上を占めるとの試算もある。
フィジカル（物理）AIと呼ばれる技術の
開発レベルの優劣が、企業の先進性を
評価する際の1つのカギを握る。中でも、
画像認識と自然言語処理を組み合わせ
たモデルの開発に世界中がしのぎを削
る。ただし現時点では、その最前線に日
本の企業の名前は挙がっていない。
まずは、産業用ロボットやセンサーの
分野で世界的にも実績のある安川電
機やファナック、オムロン、そしてモー
ターや精密減速機の分野のニデック、
ナブテスコ、ハーモニック・ドライブ・シ
ステムズといった企業が業界を牽引す
ることへの期待がかかる。人型ロボット
を巡るハードウエアとソフトウエア、双
方の開発が新しい産業を生み出してい
くのだろう。一方で、冒頭で紹介したよ
うな人型ロボットを使う側の企業は、従
業員との役割分担について、今後本格
的な検討を始める必要がある。

ベイン･アンド･カンパニー
https://www.bain.com/ja/

Interview

ヒューマノイド（人型ロボット）の開発競争が世界で一気に激しくなってきた。
活用する分野としてまず有望だと目されるのは、労働分配率が高いB2B（企業間取引）産業だと指摘する。

関心高まるヒューマノイドの社会実装
労働分配率が高いB2B産業で先行導入の兆し

「企業経営者はヒューマノイドの動きを注視すべき」と
語る、ベイン･アンド･カンパニーの安達広明パートナー

ベイン･アンド･カンパニー
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高性能なAI が持続的な成長と
競争力の強化を支援する

　AIを「転換をもたらす技術」と捉える
グーグル。2016年から「AIファース
ト」を掲げ、研究開発と実装に注力し
てきた。以来、AIリーダーとして市場を
牽引し、日本で最も信頼され貢献でき
るパートナーを目指し、「AIの力で解き
放とう、日本の可能性」を行動指針に、
次々と新たなサービスを提供してい
る。中でも注目を集めるのが、2024
年12月にグーグル・クラウドが発表し
たAIエージェントサービス「Google 
Agentspace」。

　平手氏は「Google Agentspace
は社内外の情報に対して統一的にア
クセスし、能動的なアクションを可能
にするサービス。これにより組織全体
の知識活用が進み、従業員はより効
率的に仕事をこなし、お客様はより満
足度の高い体験を得られる。結果とし
て、企業の持続的な成長と競争力の
強化につながります」と強調する。
　例えば顧客に営業をかける際、従来
は担当者が様々な情報を人力で収集
してまとめ上げ、営業計画を練ってい
た。だがGoogle Agentspaceを活
用すれば、過去10年分のIR情報、顧客
のインタビュー記事、取引情報やCRM
情報、ERPやファイルサーバーにある類
似業界の最新情報までを集めて分析し
て提案できるようになるという。
　「これはあくまでも一例に過ぎませ
ん。なぜならGoogle Agentspace
は、情報を活用するあらゆる場面で人
間に比べて質、量ともに桁違いの情報
を集約できるからです。AIエージェント
の新しい波に乗ることは、日本経済全
体を活性化させ、再び世界をリードす
るチャンスと言えるのではないでしょう
か」と平手氏。そして活性化を支援する
ため、今後も伴走者として一緒に取り
組みを進めていく考えを示した。

グーグル・クラウド・ジャパン
日本代表

平手 智行氏

AIエージェントは人間のように自律的に思考と判断を繰り返し、最終的なアウトプットから実行までを
一気通貫で行う。このような特徴を持つAIエージェントがビジネスにもたらすインパクトと価値について、
グーグル・クラウド・ジャパンの代表が講演した。

AI エージェント元年
Google が拓くビジネス変革の新時代

Partner PitchGoogle

Google AgentspaceはAIエージェントプラットフォーム。組織を横断した情報収集・共有、エンドツーエンドの業務代行、
人材不足の解消に貢献する

Google Agentspace

期待効果 = 従業員体験の向上 + 顧客体験の向上

エンタープライズの情報も、ウェブの情報も Universal にアクセス可能にするエージェント

Google Agentspace

Deep Research お客様対応エージェント データエージェント 業界特化エージェント

Gmail カレンダー ドライブ Chat Meet

フォーム ドキュメント スプレッド
シート

スライド ファイルサーバCRM ERP
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先進企業が取り組む
生成AIのユースケース

――皆さん、グーグルのAIを事業で活
用されています。具体的事例について
教えていただけますか。
小山　私たちは百貨店とスーパーマー
ケットを運営し、日々お客様に最高の購
買体験を提供できるよう努めています。
競争の激しい小売業界で業務効率の向
上と顧客満足度の向上を目指し、
「Go o g l e W o r k s p a c e w i t h 
Gemini」を導入しました。さらに、一部
の高度な業務では「Vertex AI」も併用
しています。
　特徴は“現場目線でユースケースを考
える”こと。プロンプトテンプレートも従
業員が売り場で感じた困りごとが出発
点ですが、百貨店とスーパーではユース
ケースがまったく違います。そこで汎用
的に使えるテンプレートを作ったところ、
マーケティング部がメディア取材の議事
録を作成したり、EC用のレシピ提案に
活用したりなど、様々なユースケースが
生まれ、従業員の活用も増えています。
より高度な活用も検討中で、社長からは
外部に頼ったレポート作成ではなく、生
成AIを活用して内製するように指示が
出ました。意見を集約するためにも、今

後は全社を巻き込んで進めることが重
要になってきます。
中島　当社は間違いが許されない金融
商品を扱うため答えが勝手に生成され
ては困ります。そのため、代理店向けの
QAデータベース「教えて！SOMPO」の効
率化に生成AIを活用しています。具体的
には、ざっくりとしたキーワードから正し
い質問を導き出す検索支援、多様なQA
セットの作成、膨大なマニュアルやQA
データから照会内容に最適な回答案を
自動生成する独自開発の「おしそんLLM」
（教えて！SOMPO LLM）によって代理店
向けの業務をサポートしています。
木村　我々は製造業なので、もの造り

及びサプライチェーンに関する数多くの
データが蓄積されています。しかし、
データ同士の横断的な連携はまだ不十
分です。数値データは基より、マルチ
モーダルの画像・動画・音声まで活用す
る方向で動いています。そしてそれら
は、需要予測の精度を高め在庫や仕入
れを正確にコントロールしようと、AI活
用も含めトライしています。
　活用するAIは数多く存在しますが、
社内データの機密性確保と今後の技
術発展の視点から、まずはグーグルの
技術に集約する方針で進めています。
また、進化の早いAIエンジンやツールは
自社で作成するのではなく、グーグルの

バイヤーすらも夢ではなくなります。
　そうなるとすべてが自動化されます
が、人と接する小売業がそれでいいのか
という疑問は残る。金融システムなどは
ますます高度化するでしょうが、そうでな
いところは人の温度感を求める原点回帰
が起きるのではないか。ちょうどその過
渡期にいると感じる場面は多いですね。
木村　小山さんの言うように、すべてを
自動化すればいいわけではない。我々
が取り組んでいる製造現場の自動化で
は、人の動きを動画からAIによりロボッ
トに覚えさせることなど進めています
が、最後の微妙な動きはロボットには不
可能です。とくに人間による勘、コツを
含めた様々な気づきに価値がある。自
動化でコストダウンする部分、人間の価
値創出の部分、このバランスをどのよう
に取っていくかは悩ましいところです。
小池　人間の営みすべてをデータ化で
きるわけではありません。データ化でき
ないニュアンスのような部分は必ず残る
はず。逆にAIを使いこなして人間がどの
ような価値を提供するかが重要です。こ
の点を忘れなければ、これまでの働き方
が変わる可能性を秘めています。
中島　“AI-Ready”の基盤づくりも欠か
せない戦略です。企業の情報発信は公
式サイトを閲覧してもらうことが前提で

したが、ユーザーが「Gemini Deep 
Research」などを駆使して、公式サイト
を経由せずに調査するのが当たり前に
なりつつあります。その際、AI-Readyな
形で正しく構築することが大前提になり
ます。お客様は生成AIがまとめた情報を
信用するからです。だからこそ、AIに向
けた正しい情報発信をしていかないと
選ばれなくなるとの危機感があります。

AIエージェントが
ビジネスのゲームチェンジャーに

――今後の展望を教えてください。
木村　「Google Agentspace」に期待
しています。今まで社内データを民主化
して皆で使えるようにしてきましたが、AI
に答えさせると部内の機密情報まで他部
署の人に漏れてしまいます。この機密性
をコントロールできるのが「Google 
Agentspace」です。この情報の機密性
を細かく担保し、より効率化が見込める
AIエージェントの活用を進めています。
中島　当社も「Google Agentspace」
や「NotebookLM」による社内情報の
検索・共有・調査に力を入れていきます。
中長期的には、代理店とのコミュニケー
ションやナレッジ共有の効率化を目指し
ます。最終的には営業やコールセンター
に問い合わせなくても、すべて「教えて！
SOMPO」で答えられるようになるまで
整備するのが理想です。
風間　多くの人はこの20年ほどでイン
ターネット、スマホと2度の技術的なイノ
ベーションを経験し、3度目として生成
AIがやってきました。画像を読み込んだ
ときに最も饒舌に説明してくれたのが
Geminiで、画像生成に関して最も低コ
ストだったのもGeminiでした。今後は

AIエージェントをどのように活用してい
くかに取り組んでいきます。
　またEコマースは2000年頃からUIが
変わっていませんが、AIにより変化を迎
えるだろうと予測しています。それに適
応していくことも、我々にとってのチャレ
ンジになります。
小山　繰り返しになりますが、AIを使う
部分と、人がやるべきことをきちんと区
別していくことが大切です。省人化は経
営的なコスト削減の観点では正しいか
もしれませんが、お客様にとってはそう
ではない可能性も高い。恐らく、AIを活
用しながら最適解をずっと探し続けてい
くことになるでしょう。それが小売業の
宿命だと思っています。
小池　現在は情報過多の時代です。
我々はAIを提供して、より早く目的の情
報にたどり着けるようにしたい。ただし、
効率やスピードだけでは測れない価値、
相手への配慮や共感、心遣いといった
人間的な要素もビジネスや社会におい
ては依然として重要です。AIが進化を遂
げる一方で、改めて人間の価値が見直
される時期はきっと来ると思います。

導入の苦労はあるが
得られる果実も多い

――導入で苦労した点は。
中島　カスタマーセンターのオペレー
ターはお客様からの問いかけの意図を
正しく汲み取り、言語化できないことが
あります。なので、汎用型のAIで答えを
導き出したいプロンプトを作ること自体
が難しいんです。まずはその壁があると
感じます。それから、生成AIにはハルシ
ネーションのリスクがつきものです。「こ
のケースで保険金が出るか」と聞かれて
間違っているのに「出る」と答えたらそれ
がファイナルアンサーになってしまう。そ
のため、代理店への対応は必ず人間が
担当しています。
風間　確かに、生成AIに対する過度な
期待は禁物です。プレーンな状態で組み
込んでファッションアドバイスを行っても
普通のものになってしまう。だからこそ、
より特別なものにするための工夫が求
められます。そしてビジネス、テクノロ
ジー、デザインの3つが交わる部分を探
すことも重要です。
木村　とはいえメリットが大きいのも事
実です。例えば、プログラムのコードな
どそれぞれで癖がありノウハウが必要
なものも、生成AIはそれぞれに合わせ対
応するのでエンジニアの負担が格段に
減りました。そうした点はとても生成AI
に助けられています。
小山　おっしゃる通り、ソフトウェア開発
の分野ではかなり効率化できています。
当社では熟達したプロや若手を含めて
取捨選択が早くなるイメージで、開発品
質の底上げに貢献しています。ただそれ
もナローダウン（絞り込み）までの話で、
最後の判断はやはり人間が下す必要が

「NotebookLM」「Google Agentspace」
など、良いAIツールを“いち早く業務活
用”することが重要と考えています。
風間　ZOZOでは会社全体のグロー
スに活用したいと考えています。その中
心にあるコンセプトが「『服』を届ける」か
ら「ワクワクできる『似合う』を届ける」へ
のシフトでした。リアル店舗の「niaulab 
by ZOZO（似合うラボ）」で収集した
データと生成AIを連携させれば、これま
で以上に「『似合う』の提案」の精度向上
が見込めます。ファッションコーディネー
トアプリ「WEAR by ZOZO」でも
Geminiのマルチモーダルを活用して
「なぜこの服があなたに似合うのか」を
可視化するようにしました。このように
効率化、社内のエンパワーメント、顧客
とのエンゲージメントに威力を発揮する
と思っています。
　エンジニアが最近、パラダイムシフト
を感じたと話していました。これまでは
自分が書いたプログラムをAIが手伝っ
てくれる形だったのに、今ではAIが書い
たものを人間が手伝う時代になったと。
そうなるとプログラミングしたいエンジ
ニアの役割も変わらざるを得ない時代
になってきます。これに限らずAIによる
パラダイムシフトをどのようにコント
ロールするかが課題になっています。

あります。いずれにせよ当社では開発に
限らず積極的に生成AI活用を進めてい
きます。お客様に提供する前に従業員が
使いこなすことができれば、いよいよ生
成AIによるお客様との対話型コミュニ
ケーションが可能になるはずです。

AIを使いこなすほど
人間の価値の重要性が高まる

――AIと人間の共存についてはどう考
えますか。
小山　これからさらにAI活用が進めば
単なるエージェントからパートナーに昇格
するかもしれません。グーグルとは、スー
パーのチラシ制作への応用について話し
ています。今は人海戦術で数十人が各社
のチラシを比較しながら制作しています
が、一発でできるようになったら大幅なコ
スト削減につながる。さらに言えば、AIの

分科会Discussion Report

Google AI が加速するビジネスイノベーション
生成AI活用の最前線
先進企業はいかに生成AIを事業に組み込んでいるのか。
小売、製造、EC、保険の4業界からAIリーダーズが参加し、各社の事例を報告。
今後の展望も含めて活発に意見を交換した。ファシリテーターは日経クロストレンド発行人の佐藤央明。

左から、グーグル・クラウド・ジャパンの小池裕幸氏、日本特殊陶業の木村和之氏、損害保険ジャパンの中島正朝氏、
エイチ・ツー・オー リテイリングの小山徹氏、ZOZOの風間昭男氏

Google
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生成AIのユースケース

――皆さん、グーグルのAIを事業で活
用されています。具体的事例について
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ケットを運営し、日々お客様に最高の購
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Gemini」を導入しました。さらに、一部
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しています。
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点ですが、百貨店とスーパーではユース
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的に使えるテンプレートを作ったところ、
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録を作成したり、EC用のレシピ提案に
活用したりなど、様々なユースケースが
生まれ、従業員の活用も増えています。
より高度な活用も検討中で、社長からは
外部に頼ったレポート作成ではなく、生
成AIを活用して内製するように指示が
出ました。意見を集約するためにも、今

後は全社を巻き込んで進めることが重
要になってきます。
中島　当社は間違いが許されない金融
商品を扱うため答えが勝手に生成され
ては困ります。そのため、代理店向けの
QAデータベース「教えて！SOMPO」の効
率化に生成AIを活用しています。具体的
には、ざっくりとしたキーワードから正し
い質問を導き出す検索支援、多様なQA
セットの作成、膨大なマニュアルやQA
データから照会内容に最適な回答案を
自動生成する独自開発の「おしそんLLM」
（教えて！SOMPO LLM）によって代理店
向けの業務をサポートしています。
木村　我々は製造業なので、もの造り

及びサプライチェーンに関する数多くの
データが蓄積されています。しかし、
データ同士の横断的な連携はまだ不十
分です。数値データは基より、マルチ
モーダルの画像・動画・音声まで活用す
る方向で動いています。そしてそれら
は、需要予測の精度を高め在庫や仕入
れを正確にコントロールしようと、AI活
用も含めトライしています。
　活用するAIは数多く存在しますが、
社内データの機密性確保と今後の技
術発展の視点から、まずはグーグルの
技術に集約する方針で進めています。
また、進化の早いAIエンジンやツールは
自社で作成するのではなく、グーグルの

バイヤーすらも夢ではなくなります。
　そうなるとすべてが自動化されます
が、人と接する小売業がそれでいいのか
という疑問は残る。金融システムなどは
ますます高度化するでしょうが、そうでな
いところは人の温度感を求める原点回帰
が起きるのではないか。ちょうどその過
渡期にいると感じる場面は多いですね。
木村　小山さんの言うように、すべてを
自動化すればいいわけではない。我々
が取り組んでいる製造現場の自動化で
は、人の動きを動画からAIによりロボッ
トに覚えさせることなど進めています
が、最後の微妙な動きはロボットには不
可能です。とくに人間による勘、コツを
含めた様々な気づきに価値がある。自
動化でコストダウンする部分、人間の価
値創出の部分、このバランスをどのよう
に取っていくかは悩ましいところです。
小池　人間の営みすべてをデータ化で
きるわけではありません。データ化でき
ないニュアンスのような部分は必ず残る
はず。逆にAIを使いこなして人間がどの
ような価値を提供するかが重要です。こ
の点を忘れなければ、これまでの働き方
が変わる可能性を秘めています。
中島　“AI-Ready”の基盤づくりも欠か
せない戦略です。企業の情報発信は公
式サイトを閲覧してもらうことが前提で

したが、ユーザーが「Gemini Deep 
Research」などを駆使して、公式サイト
を経由せずに調査するのが当たり前に
なりつつあります。その際、AI-Readyな
形で正しく構築することが大前提になり
ます。お客様は生成AIがまとめた情報を
信用するからです。だからこそ、AIに向
けた正しい情報発信をしていかないと
選ばれなくなるとの危機感があります。

AIエージェントが
ビジネスのゲームチェンジャーに

――今後の展望を教えてください。
木村　「Google Agentspace」に期待
しています。今まで社内データを民主化
して皆で使えるようにしてきましたが、AI
に答えさせると部内の機密情報まで他部
署の人に漏れてしまいます。この機密性
をコントロールできるのが「Google 
Agentspace」です。この情報の機密性
を細かく担保し、より効率化が見込める
AIエージェントの活用を進めています。
中島　当社も「Google Agentspace」
や「NotebookLM」による社内情報の
検索・共有・調査に力を入れていきます。
中長期的には、代理店とのコミュニケー
ションやナレッジ共有の効率化を目指し
ます。最終的には営業やコールセンター
に問い合わせなくても、すべて「教えて！
SOMPO」で答えられるようになるまで
整備するのが理想です。
風間　多くの人はこの20年ほどでイン
ターネット、スマホと2度の技術的なイノ
ベーションを経験し、3度目として生成
AIがやってきました。画像を読み込んだ
ときに最も饒舌に説明してくれたのが
Geminiで、画像生成に関して最も低コ
ストだったのもGeminiでした。今後は

AIエージェントをどのように活用してい
くかに取り組んでいきます。
　またEコマースは2000年頃からUIが
変わっていませんが、AIにより変化を迎
えるだろうと予測しています。それに適
応していくことも、我々にとってのチャレ
ンジになります。
小山　繰り返しになりますが、AIを使う
部分と、人がやるべきことをきちんと区
別していくことが大切です。省人化は経
営的なコスト削減の観点では正しいか
もしれませんが、お客様にとってはそう
ではない可能性も高い。恐らく、AIを活
用しながら最適解をずっと探し続けてい
くことになるでしょう。それが小売業の
宿命だと思っています。
小池　現在は情報過多の時代です。
我々はAIを提供して、より早く目的の情
報にたどり着けるようにしたい。ただし、
効率やスピードだけでは測れない価値、
相手への配慮や共感、心遣いといった
人間的な要素もビジネスや社会におい
ては依然として重要です。AIが進化を遂
げる一方で、改めて人間の価値が見直
される時期はきっと来ると思います。

導入の苦労はあるが
得られる果実も多い

――導入で苦労した点は。
中島　カスタマーセンターのオペレー
ターはお客様からの問いかけの意図を
正しく汲み取り、言語化できないことが
あります。なので、汎用型のAIで答えを
導き出したいプロンプトを作ること自体
が難しいんです。まずはその壁があると
感じます。それから、生成AIにはハルシ
ネーションのリスクがつきものです。「こ
のケースで保険金が出るか」と聞かれて
間違っているのに「出る」と答えたらそれ
がファイナルアンサーになってしまう。そ
のため、代理店への対応は必ず人間が
担当しています。
風間　確かに、生成AIに対する過度な
期待は禁物です。プレーンな状態で組み
込んでファッションアドバイスを行っても
普通のものになってしまう。だからこそ、
より特別なものにするための工夫が求
められます。そしてビジネス、テクノロ
ジー、デザインの3つが交わる部分を探
すことも重要です。
木村　とはいえメリットが大きいのも事
実です。例えば、プログラムのコードな
どそれぞれで癖がありノウハウが必要
なものも、生成AIはそれぞれに合わせ対
応するのでエンジニアの負担が格段に
減りました。そうした点はとても生成AI
に助けられています。
小山　おっしゃる通り、ソフトウェア開発
の分野ではかなり効率化できています。
当社では熟達したプロや若手を含めて
取捨選択が早くなるイメージで、開発品
質の底上げに貢献しています。ただそれ
もナローダウン（絞り込み）までの話で、
最後の判断はやはり人間が下す必要が

「NotebookLM」「Google Agentspace」
など、良いAIツールを“いち早く業務活
用”することが重要と考えています。
風間　ZOZOでは会社全体のグロー
スに活用したいと考えています。その中
心にあるコンセプトが「『服』を届ける」か
ら「ワクワクできる『似合う』を届ける」へ
のシフトでした。リアル店舗の「niaulab 
by ZOZO（似合うラボ）」で収集した
データと生成AIを連携させれば、これま
で以上に「『似合う』の提案」の精度向上
が見込めます。ファッションコーディネー
トアプリ「WEAR by ZOZO」でも
Geminiのマルチモーダルを活用して
「なぜこの服があなたに似合うのか」を
可視化するようにしました。このように
効率化、社内のエンパワーメント、顧客
とのエンゲージメントに威力を発揮する
と思っています。
　エンジニアが最近、パラダイムシフト
を感じたと話していました。これまでは
自分が書いたプログラムをAIが手伝っ
てくれる形だったのに、今ではAIが書い
たものを人間が手伝う時代になったと。
そうなるとプログラミングしたいエンジ
ニアの役割も変わらざるを得ない時代
になってきます。これに限らずAIによる
パラダイムシフトをどのようにコント
ロールするかが課題になっています。

あります。いずれにせよ当社では開発に
限らず積極的に生成AI活用を進めてい
きます。お客様に提供する前に従業員が
使いこなすことができれば、いよいよ生
成AIによるお客様との対話型コミュニ
ケーションが可能になるはずです。

AIを使いこなすほど
人間の価値の重要性が高まる

――AIと人間の共存についてはどう考
えますか。
小山　これからさらにAI活用が進めば
単なるエージェントからパートナーに昇格
するかもしれません。グーグルとは、スー
パーのチラシ制作への応用について話し
ています。今は人海戦術で数十人が各社
のチラシを比較しながら制作しています
が、一発でできるようになったら大幅なコ
スト削減につながる。さらに言えば、AIの

日本特殊陶業

木村 和之氏

損害保険ジャパン

中島 正朝氏

エイチ・ツー・オー リテイリング

小山 徹氏
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先進企業が取り組む
生成AIのユースケース

――皆さん、グーグルのAIを事業で活
用されています。具体的事例について
教えていただけますか。
小山　私たちは百貨店とスーパーマー
ケットを運営し、日々お客様に最高の購
買体験を提供できるよう努めています。
競争の激しい小売業界で業務効率の向
上と顧客満足度の向上を目指し、
「Go o g l e W o r k s p a c e w i t h 
Gemini」を導入しました。さらに、一部
の高度な業務では「Vertex AI」も併用
しています。
　特徴は“現場目線でユースケースを考
える”こと。プロンプトテンプレートも従
業員が売り場で感じた困りごとが出発
点ですが、百貨店とスーパーではユース
ケースがまったく違います。そこで汎用
的に使えるテンプレートを作ったところ、
マーケティング部がメディア取材の議事
録を作成したり、EC用のレシピ提案に
活用したりなど、様々なユースケースが
生まれ、従業員の活用も増えています。
より高度な活用も検討中で、社長からは
外部に頼ったレポート作成ではなく、生
成AIを活用して内製するように指示が
出ました。意見を集約するためにも、今

後は全社を巻き込んで進めることが重
要になってきます。
中島　当社は間違いが許されない金融
商品を扱うため答えが勝手に生成され
ては困ります。そのため、代理店向けの
QAデータベース「教えて！SOMPO」の効
率化に生成AIを活用しています。具体的
には、ざっくりとしたキーワードから正し
い質問を導き出す検索支援、多様なQA
セットの作成、膨大なマニュアルやQA
データから照会内容に最適な回答案を
自動生成する独自開発の「おしそんLLM」
（教えて！SOMPO LLM）によって代理店
向けの業務をサポートしています。
木村　我々は製造業なので、もの造り

及びサプライチェーンに関する数多くの
データが蓄積されています。しかし、
データ同士の横断的な連携はまだ不十
分です。数値データは基より、マルチ
モーダルの画像・動画・音声まで活用す
る方向で動いています。そしてそれら
は、需要予測の精度を高め在庫や仕入
れを正確にコントロールしようと、AI活
用も含めトライしています。
　活用するAIは数多く存在しますが、
社内データの機密性確保と今後の技
術発展の視点から、まずはグーグルの
技術に集約する方針で進めています。
また、進化の早いAIエンジンやツールは
自社で作成するのではなく、グーグルの

バイヤーすらも夢ではなくなります。
　そうなるとすべてが自動化されます
が、人と接する小売業がそれでいいのか
という疑問は残る。金融システムなどは
ますます高度化するでしょうが、そうでな
いところは人の温度感を求める原点回帰
が起きるのではないか。ちょうどその過
渡期にいると感じる場面は多いですね。
木村　小山さんの言うように、すべてを
自動化すればいいわけではない。我々
が取り組んでいる製造現場の自動化で
は、人の動きを動画からAIによりロボッ
トに覚えさせることなど進めています
が、最後の微妙な動きはロボットには不
可能です。とくに人間による勘、コツを
含めた様々な気づきに価値がある。自
動化でコストダウンする部分、人間の価
値創出の部分、このバランスをどのよう
に取っていくかは悩ましいところです。
小池　人間の営みすべてをデータ化で
きるわけではありません。データ化でき
ないニュアンスのような部分は必ず残る
はず。逆にAIを使いこなして人間がどの
ような価値を提供するかが重要です。こ
の点を忘れなければ、これまでの働き方
が変わる可能性を秘めています。
中島　“AI-Ready”の基盤づくりも欠か
せない戦略です。企業の情報発信は公
式サイトを閲覧してもらうことが前提で

したが、ユーザーが「Gemini Deep 
Research」などを駆使して、公式サイト
を経由せずに調査するのが当たり前に
なりつつあります。その際、AI-Readyな
形で正しく構築することが大前提になり
ます。お客様は生成AIがまとめた情報を
信用するからです。だからこそ、AIに向
けた正しい情報発信をしていかないと
選ばれなくなるとの危機感があります。

AIエージェントが
ビジネスのゲームチェンジャーに

――今後の展望を教えてください。
木村　「Google Agentspace」に期待
しています。今まで社内データを民主化
して皆で使えるようにしてきましたが、AI
に答えさせると部内の機密情報まで他部
署の人に漏れてしまいます。この機密性
をコントロールできるのが「Google 
Agentspace」です。この情報の機密性
を細かく担保し、より効率化が見込める
AIエージェントの活用を進めています。
中島　当社も「Google Agentspace」
や「NotebookLM」による社内情報の
検索・共有・調査に力を入れていきます。
中長期的には、代理店とのコミュニケー
ションやナレッジ共有の効率化を目指し
ます。最終的には営業やコールセンター
に問い合わせなくても、すべて「教えて！
SOMPO」で答えられるようになるまで
整備するのが理想です。
風間　多くの人はこの20年ほどでイン
ターネット、スマホと2度の技術的なイノ
ベーションを経験し、3度目として生成
AIがやってきました。画像を読み込んだ
ときに最も饒舌に説明してくれたのが
Geminiで、画像生成に関して最も低コ
ストだったのもGeminiでした。今後は

AIエージェントをどのように活用してい
くかに取り組んでいきます。
　またEコマースは2000年頃からUIが
変わっていませんが、AIにより変化を迎
えるだろうと予測しています。それに適
応していくことも、我々にとってのチャレ
ンジになります。
小山　繰り返しになりますが、AIを使う
部分と、人がやるべきことをきちんと区
別していくことが大切です。省人化は経
営的なコスト削減の観点では正しいか
もしれませんが、お客様にとってはそう
ではない可能性も高い。恐らく、AIを活
用しながら最適解をずっと探し続けてい
くことになるでしょう。それが小売業の
宿命だと思っています。
小池　現在は情報過多の時代です。
我々はAIを提供して、より早く目的の情
報にたどり着けるようにしたい。ただし、
効率やスピードだけでは測れない価値、
相手への配慮や共感、心遣いといった
人間的な要素もビジネスや社会におい
ては依然として重要です。AIが進化を遂
げる一方で、改めて人間の価値が見直
される時期はきっと来ると思います。

導入の苦労はあるが
得られる果実も多い

――導入で苦労した点は。
中島　カスタマーセンターのオペレー
ターはお客様からの問いかけの意図を
正しく汲み取り、言語化できないことが
あります。なので、汎用型のAIで答えを
導き出したいプロンプトを作ること自体
が難しいんです。まずはその壁があると
感じます。それから、生成AIにはハルシ
ネーションのリスクがつきものです。「こ
のケースで保険金が出るか」と聞かれて
間違っているのに「出る」と答えたらそれ
がファイナルアンサーになってしまう。そ
のため、代理店への対応は必ず人間が
担当しています。
風間　確かに、生成AIに対する過度な
期待は禁物です。プレーンな状態で組み
込んでファッションアドバイスを行っても
普通のものになってしまう。だからこそ、
より特別なものにするための工夫が求
められます。そしてビジネス、テクノロ
ジー、デザインの3つが交わる部分を探
すことも重要です。
木村　とはいえメリットが大きいのも事
実です。例えば、プログラムのコードな
どそれぞれで癖がありノウハウが必要
なものも、生成AIはそれぞれに合わせ対
応するのでエンジニアの負担が格段に
減りました。そうした点はとても生成AI
に助けられています。
小山　おっしゃる通り、ソフトウェア開発
の分野ではかなり効率化できています。
当社では熟達したプロや若手を含めて
取捨選択が早くなるイメージで、開発品
質の底上げに貢献しています。ただそれ
もナローダウン（絞り込み）までの話で、
最後の判断はやはり人間が下す必要が

「NotebookLM」「Google Agentspace」
など、良いAIツールを“いち早く業務活
用”することが重要と考えています。
風間　ZOZOでは会社全体のグロー
スに活用したいと考えています。その中
心にあるコンセプトが「『服』を届ける」か
ら「ワクワクできる『似合う』を届ける」へ
のシフトでした。リアル店舗の「niaulab 
by ZOZO（似合うラボ）」で収集した
データと生成AIを連携させれば、これま
で以上に「『似合う』の提案」の精度向上
が見込めます。ファッションコーディネー
トアプリ「WEAR by ZOZO」でも
Geminiのマルチモーダルを活用して
「なぜこの服があなたに似合うのか」を
可視化するようにしました。このように
効率化、社内のエンパワーメント、顧客
とのエンゲージメントに威力を発揮する
と思っています。
　エンジニアが最近、パラダイムシフト
を感じたと話していました。これまでは
自分が書いたプログラムをAIが手伝っ
てくれる形だったのに、今ではAIが書い
たものを人間が手伝う時代になったと。
そうなるとプログラミングしたいエンジ
ニアの役割も変わらざるを得ない時代
になってきます。これに限らずAIによる
パラダイムシフトをどのようにコント
ロールするかが課題になっています。

あります。いずれにせよ当社では開発に
限らず積極的に生成AI活用を進めてい
きます。お客様に提供する前に従業員が
使いこなすことができれば、いよいよ生
成AIによるお客様との対話型コミュニ
ケーションが可能になるはずです。

AIを使いこなすほど
人間の価値の重要性が高まる

――AIと人間の共存についてはどう考
えますか。
小山　これからさらにAI活用が進めば
単なるエージェントからパートナーに昇格
するかもしれません。グーグルとは、スー
パーのチラシ制作への応用について話し
ています。今は人海戦術で数十人が各社
のチラシを比較しながら制作しています
が、一発でできるようになったら大幅なコ
スト削減につながる。さらに言えば、AIの ZOZO

風間 昭男氏

グーグル・クラウド・ジャパン

小池 裕幸氏

Google Cloud
https://cloud.google.com/

Google
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グローバル体制で推進する
電通グループのAI活用戦略

　電通といえば、広告をイメージする人
が多い。だが、電通グループはいまや広
告・マーケティングの領域にとどまらず、
コンサルティングやシステムインテグ
レーションにまで事業を拡張。顧客の成
長を総合的に支援する、「Integrated 
Growth Partner」へと進化を遂げて
いる。
　その展開は、国内外にあまねく広が
る。国内においては、グループ140社・
2万3000人から成るdentsu Japan
ブランドを構築。加えて、世界約120カ
国・6万8000人規模にわたるグローバ

ルネットワークも見逃せない。グローバ
ルな事業展開は、AI活用の面でも大き
な強みとなっているようだ。
　「AIに国境はない」と松永氏は言う。
　「AIの活用にあたっては、グローバル
な視点と責任あるガバナンス体制の両
立が不可欠です。そこで電通グループ
は、ビッグテック各社とグローバルにお
けるパートナーシップを強化。最先端
のAIテクノロジーをクライアント様と共
に社会実装し、その評価や課題をビッ
グテック各社にフィードバックすること
で、テクノロジーを進化させるエコシス
テムを構築しています」（松永氏）
　もちろん、AI活用を推進する人財も
重要だ。dentsu Japanでは、日本
ディープラーニング協会のG検定取得
者を1100人以上擁し、社内のAIリテ
ラシー向上にも注力。各領域に精通し
た多様な人財がAI活用に取り組んで
いる。
　その行動規範となる戦略が、「AI 
For Growth」だ。
　「大切なのは、人とAIのセッションを
通じて、互いの知を拡張すること。拡張
された人の思考プロセスを学ぶことで、
AIはさらに進化します。人とAIはいわば
パートナー。共に高め合うことで、新た
な価値を創出していきます」（松永氏）

「効率化」だけではなく
「需要創出」するAIへ

　あらゆることがデータで捕捉できる時
代。求められるのは、ユーザーのプライバ
シーに配慮しつつ、企業の多様なニーズに
対応できるマーケティング基盤だ。
　dentsu Japanは、2016年からプ
ラットフォーム事業者と連携し、許諾取
得済みのデータをセキュアに分析でき
る「データクリーンルーム」を活用。国
内最大級の規模と質を有する生活者
データ基盤を構築している。
　「生成AIの活用により、ID単位に限
らない情報の掛け合わせも可能となり
ます。膨大な生活者データと、当社とお
取引のある約7000社の広告出稿デー
タや電通独自の広告調査データもAI
に学習させることで、真のマーケティン
グプロセス変革が実現できると考えて
います」（松永氏）
　dentsu Japanが目指すのは、単な
る効率化にとどまらない。生成AIの活
用により、新たな需要や事業を創出し
ていく。それが、企業と社会の持続的な
成長に寄与する鍵だと確信している。
　「我々は、『AI For Growth』の戦略の
もと、あらゆるプロセスを変革していきま
す。事業変革、社会変革につながるイノ
ベーションを生み出すことで、企業と社会
の成長に貢献してまいります」（松永氏）

近未来のAI×マーケティングを
動画でデモンストレーション

　AI活用によって、マーケティングはど
こまで進化するのか。会場では、それを
可視化したデモ動画も披露された。
　舞台は、近未来のマーケティング部

署。そこでは、AIが企業内のあらゆる
「暗黙知」をデータ化し、吸収・共有する
世界が描かれている。生成AIは商品コ
ンセプトやデザイン案を次々と提案し、
生活者の反応もAIペルソナがシミュ
レート。さらに、優れたクリエイティブを
引き出すブリーフもAIが学び、クリエイ
ターやプランナーとの共創で新たな表
現を生み出す。
　制作物は広告から店頭、イベントま
で一瞬で生成され、ROIマネジメントも
AIが担当。これらすべてのマーケティ
ング結果がAIの学習データとなり、次
の進化に活かされていく。

　特筆すべきは、「経験しなくても経験
できる」というコンセプトだ。現実そっく
りのシミュレーション環境を用いること
で、売上予測やSNSの反応を事前に検
証し、マーケティングの精度を飛躍的
に高めるという。
　「dentsu Japanは、AI活用におけ
る包括的支援体制として、前述のG検
定取得者のみならず、800人規模のビ
ジネストランスフォーメーション人財を
擁し、お客様の事業変革そのものに伴
走する環境を整えています。『AI For 
Growth』が拓く、近未来のマーケティ
ングにご期待ください」（松永氏）

dentsu Japan
データ＆テクノロジープレジデント（工学博士）

松永 久氏

人とAIで創り出す「まだ誰も見たことのない世界」への挑戦  
dentsu Japanが「AI For Growth」で描く未来像
人間とAIの知の掛け合わせによって企業や社会の成長に貢献するという、
独自のAI戦略「AI For Growth」を掲げるdentsu Japan（国内電通グループ）。
どのようにAIと向き合い、社会変革を推進しようとしているのか。その現在地と未来像を語った。

AIと共創して新たなイノベーションを生み出すことで、顧客企業の成長に貢献していく

dentsu JapanのAI活用モデル

単なる効率ではなく、Never Before／イノベーションを生み出していく

AIモデル

マーケティング
クリエイティブ
プロセス変革

顧客体験
変革社会変革

生活者データ・顧客データ・業務データ

事業創造

AIデータインフラ

時間を減らし 価値を増やす

電通グループ内にも、顧客にも実装していく

AIによる
価値向上・事業成長AIによる

業務効率化

AIエージェントAIエージェント

Partner Pitchdentsu Japan
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グローバル体制で推進する
電通グループのAI活用戦略

　電通といえば、広告をイメージする人
が多い。だが、電通グループはいまや広
告・マーケティングの領域にとどまらず、
コンサルティングやシステムインテグ
レーションにまで事業を拡張。顧客の成
長を総合的に支援する、「Integrated 
Growth Partner」へと進化を遂げて
いる。
　その展開は、国内外にあまねく広が
る。国内においては、グループ140社・
2万3000人から成るdentsu Japan
ブランドを構築。加えて、世界約120カ
国・6万8000人規模にわたるグローバ

ルネットワークも見逃せない。グローバ
ルな事業展開は、AI活用の面でも大き
な強みとなっているようだ。
　「AIに国境はない」と松永氏は言う。
　「AIの活用にあたっては、グローバル
な視点と責任あるガバナンス体制の両
立が不可欠です。そこで電通グループ
は、ビッグテック各社とグローバルにお
けるパートナーシップを強化。最先端
のAIテクノロジーをクライアント様と共
に社会実装し、その評価や課題をビッ
グテック各社にフィードバックすること
で、テクノロジーを進化させるエコシス
テムを構築しています」（松永氏）
　もちろん、AI活用を推進する人財も
重要だ。dentsu Japanでは、日本
ディープラーニング協会のG検定取得
者を1100人以上擁し、社内のAIリテ
ラシー向上にも注力。各領域に精通し
た多様な人財がAI活用に取り組んで
いる。
　その行動規範となる戦略が、「AI 
For Growth」だ。
　「大切なのは、人とAIのセッションを
通じて、互いの知を拡張すること。拡張
された人の思考プロセスを学ぶことで、
AIはさらに進化します。人とAIはいわば
パートナー。共に高め合うことで、新た
な価値を創出していきます」（松永氏）

「効率化」だけではなく
「需要創出」するAIへ

　あらゆることがデータで捕捉できる時
代。求められるのは、ユーザーのプライバ
シーに配慮しつつ、企業の多様なニーズに
対応できるマーケティング基盤だ。
　dentsu Japanは、2016年からプ
ラットフォーム事業者と連携し、許諾取
得済みのデータをセキュアに分析でき
る「データクリーンルーム」を活用。国
内最大級の規模と質を有する生活者
データ基盤を構築している。
　「生成AIの活用により、ID単位に限
らない情報の掛け合わせも可能となり
ます。膨大な生活者データと、当社とお
取引のある約7000社の広告出稿デー
タや電通独自の広告調査データもAI
に学習させることで、真のマーケティン
グプロセス変革が実現できると考えて
います」（松永氏）
　dentsu Japanが目指すのは、単な
る効率化にとどまらない。生成AIの活
用により、新たな需要や事業を創出し
ていく。それが、企業と社会の持続的な
成長に寄与する鍵だと確信している。
　「我々は、『AI For Growth』の戦略の
もと、あらゆるプロセスを変革していきま
す。事業変革、社会変革につながるイノ
ベーションを生み出すことで、企業と社会
の成長に貢献してまいります」（松永氏）

近未来のAI×マーケティングを
動画でデモンストレーション

　AI活用によって、マーケティングはど
こまで進化するのか。会場では、それを
可視化したデモ動画も披露された。
　舞台は、近未来のマーケティング部

署。そこでは、AIが企業内のあらゆる
「暗黙知」をデータ化し、吸収・共有する
世界が描かれている。生成AIは商品コ
ンセプトやデザイン案を次々と提案し、
生活者の反応もAIペルソナがシミュ
レート。さらに、優れたクリエイティブを
引き出すブリーフもAIが学び、クリエイ
ターやプランナーとの共創で新たな表
現を生み出す。
　制作物は広告から店頭、イベントま
で一瞬で生成され、ROIマネジメントも
AIが担当。これらすべてのマーケティ
ング結果がAIの学習データとなり、次
の進化に活かされていく。

　特筆すべきは、「経験しなくても経験
できる」というコンセプトだ。現実そっく
りのシミュレーション環境を用いること
で、売上予測やSNSの反応を事前に検
証し、マーケティングの精度を飛躍的
に高めるという。
　「dentsu Japanは、AI活用におけ
る包括的支援体制として、前述のG検
定取得者のみならず、800人規模のビ
ジネストランスフォーメーション人財を
擁し、お客様の事業変革そのものに伴
走する環境を整えています。『AI For 
Growth』が拓く、近未来のマーケティ
ングにご期待ください」（松永氏）

dentsu Japan
https://www.japan.dentsu.com/jp/

　分科会では、dentsu JapanでAI活
用を統括する並河進氏によるワーク
ショップが開催された。会場では、企業
のCMO（最高マーケティング責任者）
やマーケティング担当者が参加し、AIソ

リューションを実際に体感しながら、
AI×マーケティングの可能性を議論。
ディスカッション内容をその場で整理・
可視化するAIの効能を目の当たりに
し、会場の熱気は一層高まった。

AIソリューションを体験　　
可能性を広げる
AI×マーケティングの未来  

分科会Discussion Report

2027年のマーケティングを、AIと共作した動画で紹介。マーケティング戦略の立案から企画書作成、生活者シミュ
レーション、360度体験設計、ROI分析に至るまで、AIが全プロセスをシームレスに支援する様子が示された

デモ動画はこちら

dentsu Japan
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大量のコンテンツが必要な時代
生成AIの活用が必須に

　AIによるCX（カスタマーエクスペリ
エンス）やEX（従業員エクスペリエン
ス）の変革が急ピッチで進んでいる。そ
こで重要な鍵となっているのが、デジ
タルコンテンツだ。
　ディスプレイ広告や動画配信、
InstagramやTikTokのようなSNS、
TVerのようなコネクテッドTV、自社サ
イトや自社アプリ、電子メール、店頭の
デジタルサイネージなど、配信チャネル
の数が急増している。チャネルごとに
特性やニーズが異なるため、流すコン
テンツのスタイルや内容を変える必要
があるが、これにより1つの広告キャン

ペーンでも、制作すべきコンテンツの
バリエーションが爆発的に増えている
のだ。
　仮に、8つの製品のキャンペーンを
15チャネル、35カ国語で展開し、10パ
ターンのコンテンツを毎月（年12回）更
新していくとすると、年間50万4000
種類のコンテンツが必要になる。これ
だけの量のコンテンツをどうやって作
るかが、企業の大きな課題になってい
る。コンテンツ制作における生成AIの
活用が、待ったなしのテーマになってい
るのだ。

パーソナライズの重要性増す
生成AI活用の基盤「Adobe Firefly」

　さらに、コンテンツをパーソナライズ
することの重要性が高まっている。アド
ビとマッキンゼー・アンド・カンパニーが
実施した共同調査によれば、「顧客体
験の向上が最優先事項」と回答した経
営者は85％、「パーソナライズされたオ
ファーを期待」と答えた消費者は71％、
「12カ月以内に顧客体験の取り組みに
生成AIを導入する」と答えた企業は
52％に及んだ。
　こうしたニーズを受け、企業のクリエ
イティブやコンテンツ制作の分野に

様々なツールを提供してきたアドビは、
AI時代に即した新たなソリューション
を提供している。
　その土台となるプラットフォームが
「Adobe Firefly」だ。ここで、ビジネス
で安全に商用利用できるコンテンツを
作るための生成AIモデルを用意してい
る。「Image Model」「Vector Model」
「Video Model」の提供を既に開始し
ており、今後は「Audio Model」や「3D 
Model」を追加していく。
　この土台の上に、企業ごとのカスタ
マイズレイヤーがある。企業がFirefly
を独自にトレーニングし、社内やアプリ
ケーションで使いやすくする仕組みだ。
　これらの基本アセットを活用し、AIの
支援によって膨大なパターンのコンテ
ンツを生成していく。そのためのソ
リューションは、大きく4つある。
　1つ目は「Adobe Creative Cloud」
だ。生成AIとクリエイティブツールが統
合された基本的な制作環境である。2つ
目は「Firefly Services」で、コンテンツ
の膨大なバリエーションを生成AIで一
括作成し、市場投入までの時間を大幅

に短縮する。3つ目はコミュニケーション
のテスト、承認、結果測定を1つの操作
画面から実行できる「Adobe GenStudio 
for Performance Marketing」。4つ目
が「Adobe Express」で、プロのクリエ
イターに頼まなくても、広告、マーケティ
ング、広報、販売促進、人事、営業など
の担当者が簡単な操作でコンテンツを
制作、修正できる環境を提供する。

コンテンツサプライチェーンの時代
AI基盤を活用する企業が続々

　後半で、竹嶋氏は同プラットフォーム
を活用しているグローバル企業の事例
を紹介した。
　クボタは100種類以上の製品に関
するWebサイトを複数の言語で運営
し、ユーザーごとの興味関心に即して
内容をパーソナライズしている。
FireflyのAIを独自にトレーニングし、
コンテンツ制作のアプリと連動させる
ことで、ブランドの一貫性を保ちながら
コンテンツを大量に自動生産、配信で
きる体制を整えた。

　PCメーカーのレノボは、ブランドのガ
イドラインにユーザーごとのペルソナに
応じた定義を加えることで、ブランドイ
メージに合ったコンテンツのバリエー
ションをAIで大量に自動生成している。
　アドビの社内でも、このプラット
フォームを最大限に活用している。大
量のコンテンツを自動生成し、ユー
ザーやチャネルに合わせたパーソナラ
イズを実行することで、コンテンツの制
作コストを約63％削減した。コンテン
ツのクリック率を57％向上させ、投資
対効果（ROI）を140％高めている。
　ファッションブランドのCOACHは、
AIに学習させたカスタムモデルから製
品のデジタルツインを作成。これを
Firefly上で運用し、新デザインの検討
やマーケティングに活かしている。
　今日のコミュニケーション戦略を語
るうえで、AIは避けて通れない。ブラン
ドの品質とイメージを維持する形で大
量のコンテンツを自動生成し、クロス
チャネルで展開する。一人ひとりのユー
ザーに最適化されたコンテンツを作り、
最適なチャネルとタイミングで届ける。
　そのコンセプトを、アドビは「コンテン
ツサプライチェーン」というキーワード
で説明している。製品だけでなく、コン
テンツのサプライチェーンが求められ
る時代になった。
　竹嶋氏は「AIはあくまでもツールであ
り、人のクリエイティビティに代わるもの
ではありません。上手に活用すれば、強
力な味方になってくれます」と話し、講演
を終えた。

デジタル時代のコンテンツについて、多くの企業が悩んでいる。パーソナライズされたコンテンツを届けることの重要
性が増しており、かつ配信チャネルや言語ごとのバリエーションも必要だ。大量のコンテンツをAIで自動生成する「コン
テンツサプライチェーン」について、グローバル企業の事例を交えて解説した。

Partner Pitch

大量のデジタルコンテンツをAIで自動的に生成
「コンテンツサプライチェーン」の構築を目指せ

アドビ
デジタルメディア執行役員
ビジネスマーケティング本部長

竹嶋 拓也氏

デジタルメディアが普及したことで、異なるチャネル、異なる言語、異なるバリエーションで大量のコンテンツ制作が必
要になっている

現代のコミュニケーションは大量なコンテンツを必要とする

x8
x15 x35 x10 x12

Products
Marketing
Channels

Languages Variants Refresh / year

504000Total assets

YouTube
Facebook

X

TikTok

Instagram LinkedIn

アドビ
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大量のコンテンツが必要な時代
生成AIの活用が必須に

　AIによるCX（カスタマーエクスペリ
エンス）やEX（従業員エクスペリエン
ス）の変革が急ピッチで進んでいる。そ
こで重要な鍵となっているのが、デジ
タルコンテンツだ。
　ディスプレイ広告や動画配信、
InstagramやTikTokのようなSNS、
TVerのようなコネクテッドTV、自社サ
イトや自社アプリ、電子メール、店頭の
デジタルサイネージなど、配信チャネル
の数が急増している。チャネルごとに
特性やニーズが異なるため、流すコン
テンツのスタイルや内容を変える必要
があるが、これにより1つの広告キャン

ペーンでも、制作すべきコンテンツの
バリエーションが爆発的に増えている
のだ。
　仮に、8つの製品のキャンペーンを
15チャネル、35カ国語で展開し、10パ
ターンのコンテンツを毎月（年12回）更
新していくとすると、年間50万4000
種類のコンテンツが必要になる。これ
だけの量のコンテンツをどうやって作
るかが、企業の大きな課題になってい
る。コンテンツ制作における生成AIの
活用が、待ったなしのテーマになってい
るのだ。

パーソナライズの重要性増す
生成AI活用の基盤「Adobe Firefly」

　さらに、コンテンツをパーソナライズ
することの重要性が高まっている。アド
ビとマッキンゼー・アンド・カンパニーが
実施した共同調査によれば、「顧客体
験の向上が最優先事項」と回答した経
営者は85％、「パーソナライズされたオ
ファーを期待」と答えた消費者は71％、
「12カ月以内に顧客体験の取り組みに
生成AIを導入する」と答えた企業は
52％に及んだ。
　こうしたニーズを受け、企業のクリエ
イティブやコンテンツ制作の分野に

様々なツールを提供してきたアドビは、
AI時代に即した新たなソリューション
を提供している。
　その土台となるプラットフォームが
「Adobe Firefly」だ。ここで、ビジネス
で安全に商用利用できるコンテンツを
作るための生成AIモデルを用意してい
る。「Image Model」「Vector Model」
「Video Model」の提供を既に開始し
ており、今後は「Audio Model」や「3D 
Model」を追加していく。
　この土台の上に、企業ごとのカスタ
マイズレイヤーがある。企業がFirefly
を独自にトレーニングし、社内やアプリ
ケーションで使いやすくする仕組みだ。
　これらの基本アセットを活用し、AIの
支援によって膨大なパターンのコンテ
ンツを生成していく。そのためのソ
リューションは、大きく4つある。
　1つ目は「Adobe Creative Cloud」
だ。生成AIとクリエイティブツールが統
合された基本的な制作環境である。2つ
目は「Firefly Services」で、コンテンツ
の膨大なバリエーションを生成AIで一
括作成し、市場投入までの時間を大幅

に短縮する。3つ目はコミュニケーション
のテスト、承認、結果測定を1つの操作
画面から実行できる「Adobe GenStudio 
for Performance Marketing」。4つ目
が「Adobe Express」で、プロのクリエ
イターに頼まなくても、広告、マーケティ
ング、広報、販売促進、人事、営業など
の担当者が簡単な操作でコンテンツを
制作、修正できる環境を提供する。

コンテンツサプライチェーンの時代
AI基盤を活用する企業が続々

　後半で、竹嶋氏は同プラットフォーム
を活用しているグローバル企業の事例
を紹介した。
　クボタは100種類以上の製品に関
するWebサイトを複数の言語で運営
し、ユーザーごとの興味関心に即して
内容をパーソナライズしている。
FireflyのAIを独自にトレーニングし、
コンテンツ制作のアプリと連動させる
ことで、ブランドの一貫性を保ちながら
コンテンツを大量に自動生産、配信で
きる体制を整えた。

　PCメーカーのレノボは、ブランドのガ
イドラインにユーザーごとのペルソナに
応じた定義を加えることで、ブランドイ
メージに合ったコンテンツのバリエー
ションをAIで大量に自動生成している。
　アドビの社内でも、このプラット
フォームを最大限に活用している。大
量のコンテンツを自動生成し、ユー
ザーやチャネルに合わせたパーソナラ
イズを実行することで、コンテンツの制
作コストを約63％削減した。コンテン
ツのクリック率を57％向上させ、投資
対効果（ROI）を140％高めている。
　ファッションブランドのCOACHは、
AIに学習させたカスタムモデルから製
品のデジタルツインを作成。これを
Firefly上で運用し、新デザインの検討
やマーケティングに活かしている。
　今日のコミュニケーション戦略を語
るうえで、AIは避けて通れない。ブラン
ドの品質とイメージを維持する形で大
量のコンテンツを自動生成し、クロス
チャネルで展開する。一人ひとりのユー
ザーに最適化されたコンテンツを作り、
最適なチャネルとタイミングで届ける。
　そのコンセプトを、アドビは「コンテン
ツサプライチェーン」というキーワード
で説明している。製品だけでなく、コン
テンツのサプライチェーンが求められ
る時代になった。
　竹嶋氏は「AIはあくまでもツールであ
り、人のクリエイティビティに代わるもの
ではありません。上手に活用すれば、強
力な味方になってくれます」と話し、講演
を終えた。

アドビ
https://business.adobe.com/jp/
products/creativecloud-business.html

「コンテンツサプライチェーン」を支える基盤。AIモデルを提供する「Firefly」が土台となり、その上でカスタマイズレイ
ヤーや各種制作環境が機能する

AI時代に即したアドビのソリューションマップ

ブランド/クリエイティブ
開発・制作

Creative Cloud

Firefly
Models

Image Model Vector Model Design Model Video Model Audio Model 3D Model

Firefly Services GenStudio for
Performance Mktg.

Custom Models 

Adobe Express

規模に応じた
アセット作成

パフォーマンス
マーケティング

マーケティング/
ビジネスコミュニケーション

アドビ
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識調査はよく行われ
ているが、一般的な
消費者や生活者を対
象とする意識調査は
珍しい。
　これにより、若い世
代とAIの興味深い関
係性が見えてきた。
　10代の生活者は、
既に日常の中でAIを
使いこなしている。一
方で、AIに対して抱く
不安や懸念が、他のどの世代よりも高
いことが分かった。また、若い世代はAI
を便利なツールとして使うだけでなく、

AIの専門組織「HCAI」を設立
生活者と企業をつなぐAI目指す

　2024年4月、博報堂ＤＹグループは
AI活用のイニシアチブを発揮する組織
として「Huma n - C e n t e r e d A I 
Institute（HCAI）」を設立した。
　AIを業務の自動化や効率化に使うだ
けでなく、人の創造性を高めるために使
う研究と開発を進める。「人間中心のAI
技術の研究と実践をリードする組織で
す」と森氏は話す。
　HCAIは、2024年11月に「AIと暮ら
す未来の生活調査2024」を発表した。
AIのビジネス活用にフォーカスした意

感情に寄り添う存在として見ている。
　「こうした結果を受け、私たちはAIを
活用して生活者と企業のブランドをつ
なぐ『共創エージェント』の開発に乗り
出しました」（森氏）
　AIが持つデータ活用とインタラクショ
ンという2つの側面を生かし、生活者の
理解をさらに進める。そこで得たインサ
イトを活用し、博報堂ＤＹグループのク
リエイターが未来像を描く。その未来像
を頼りに、クライアント企業やブランド
の市場への広がりを支援する。それが、
共創エージェントが目指す姿だ。
　「2025年は『AIエージェント元年』で
す。生成AIを起点として多くの技術が
生まれ、急速に進化しています」（森氏）
　因果推論AI、マルチモーダル、RAG

（検索拡張生成）、セマンティック検索、
CoT（チェーン・オブ・ソート）など、AIの
新しい技術やノウハウが続々と登場し
ている。その全てを統合する形でAIエー
ジェントが登場し、社会に実装されつつ
ある。
　一般的なAIエージェントは、業務の自
動化や効率化の方向で進化している。
しかし、AIが目指すべきビジョンは、そ
れだけではない。博報堂ＤＹグループ
は、生活者と企業がお互いの理解を深
め、つながりを広げていくためのAIエー
ジェントを実現しようとしている。

数千以上のペルソナをAIで再現
「バーチャル生活者」と対話

　そうしたAIエージェントの一例が、
「DDDAI（Deep Dialogue Design 
AI）」だ。企業のパーパスやブランドを学
習したAIエージェントが、動的なプロン
プトを生成し、顧客と1対1の対話を実
現する。
　「バーチャル生活者」という取り組み
も進めている。博報堂ＤＹグループが
30年近く続けてきた生活者調査の膨
大なデータ、顧客体験をデザインする専
門チームのノウハウなどを基に、数千種
類の生活者のペルソナをAIで再現して
いる。実際の生活者にアプローチする
前に、該当するペルソナを持つ仮想の
生活者を相手に、インタビューや対話が
できる。
　「AIが実現する仮想の生活者に対し
て、新しい商品やサービス、企画、プロ
モーションなどを試すことができます」
（森氏）
　特定の商品やサービスに関して、仮
想のペルソナ同士でディスカッションを

させたり、ペルソナから逆質問を受ける
ことなどができる。実際の市場でプロ
ジェクトを展開する前に消費者の反応
を試したり、顧客との関係性を深める
ためのヒントを得ることなどが可能に
なった。

ノウハウ、データ、AIを実装した
統合マーケティング基盤を提供

　博報堂ＤＹグループは、同社が持つ
マーケティングの機能とノウハウを実装
した統合マーケティングプラットフォー

ム「CREATIVITY ENGINE BLOOM」
の提供を開始した。「戦略」「メディア」
「クリエイティブ」「コマース」「エンゲージ
メント」の5つのモジュールを備え、多彩
なクリエイティブとマーケティングの機
能を提供する。この中に、前述したAI
エージェントも搭載されている。
　「AIが生活者に寄り添う未来を見据
えています。単なる自動化や効率化を
超え、生活者と企業ブランドの距離を
縮めるためのAIエージェントを開発し
ていきます」と述べ、森氏は講演をまと
めた。

博報堂ＤＹグループは、独自の調査から生活者とAIの関係性を分析し、
「人に寄り添うAI」という未来像を導き出した。生活者と1対1で対話する「DDDAI」、
多様なペルソナを仮想的に実現する「バーチャル生活者」など、ユニークな取り組みを紹介した。

人の創造性を高めるAI活用へ
博報堂ＤＹが目指す「共創エージェント」の姿とは？

博報堂ＤＹグループが目指す「共創エージェント」のイメージ。4つのステップによって生活者と企業をつなぐ

博報堂ＤＹホールディングス 執行役員CAIO
Human-Centered AI Institute代表

森 正弥氏

生活者と企業をつなぐ “共創エージェント”を構築

❶生活者の理解を深め
想い・ニーズを知る

❷クリエイターが気づきを
得てミライを描く

❹新たな経験・データで
エージェントを育てる

❸クライアントの
市場の広がりを支援する

生活者・社会

共創
エージェント

顧客企業・媒体
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識調査はよく行われ
ているが、一般的な
消費者や生活者を対
象とする意識調査は
珍しい。
　これにより、若い世
代とAIの興味深い関
係性が見えてきた。
　10代の生活者は、
既に日常の中でAIを
使いこなしている。一
方で、AIに対して抱く
不安や懸念が、他のどの世代よりも高
いことが分かった。また、若い世代はAI
を便利なツールとして使うだけでなく、

AIの専門組織「HCAI」を設立
生活者と企業をつなぐAI目指す

　2024年4月、博報堂ＤＹグループは
AI活用のイニシアチブを発揮する組織
として「Huma n - C e n t e r e d A I 
Institute（HCAI）」を設立した。
　AIを業務の自動化や効率化に使うだ
けでなく、人の創造性を高めるために使
う研究と開発を進める。「人間中心のAI
技術の研究と実践をリードする組織で
す」と森氏は話す。
　HCAIは、2024年11月に「AIと暮ら
す未来の生活調査2024」を発表した。
AIのビジネス活用にフォーカスした意

感情に寄り添う存在として見ている。
　「こうした結果を受け、私たちはAIを
活用して生活者と企業のブランドをつ
なぐ『共創エージェント』の開発に乗り
出しました」（森氏）
　AIが持つデータ活用とインタラクショ
ンという2つの側面を生かし、生活者の
理解をさらに進める。そこで得たインサ
イトを活用し、博報堂ＤＹグループのク
リエイターが未来像を描く。その未来像
を頼りに、クライアント企業やブランド
の市場への広がりを支援する。それが、
共創エージェントが目指す姿だ。
　「2025年は『AIエージェント元年』で
す。生成AIを起点として多くの技術が
生まれ、急速に進化しています」（森氏）
　因果推論AI、マルチモーダル、RAG

（検索拡張生成）、セマンティック検索、
CoT（チェーン・オブ・ソート）など、AIの
新しい技術やノウハウが続々と登場し
ている。その全てを統合する形でAIエー
ジェントが登場し、社会に実装されつつ
ある。
　一般的なAIエージェントは、業務の自
動化や効率化の方向で進化している。
しかし、AIが目指すべきビジョンは、そ
れだけではない。博報堂ＤＹグループ
は、生活者と企業がお互いの理解を深
め、つながりを広げていくためのAIエー
ジェントを実現しようとしている。

数千以上のペルソナをAIで再現
「バーチャル生活者」と対話

　そうしたAIエージェントの一例が、
「DDDAI（Deep Dialogue Design 
AI）」だ。企業のパーパスやブランドを学
習したAIエージェントが、動的なプロン
プトを生成し、顧客と1対1の対話を実
現する。
　「バーチャル生活者」という取り組み
も進めている。博報堂ＤＹグループが
30年近く続けてきた生活者調査の膨
大なデータ、顧客体験をデザインする専
門チームのノウハウなどを基に、数千種
類の生活者のペルソナをAIで再現して
いる。実際の生活者にアプローチする
前に、該当するペルソナを持つ仮想の
生活者を相手に、インタビューや対話が
できる。
　「AIが実現する仮想の生活者に対し
て、新しい商品やサービス、企画、プロ
モーションなどを試すことができます」
（森氏）
　特定の商品やサービスに関して、仮
想のペルソナ同士でディスカッションを

させたり、ペルソナから逆質問を受ける
ことなどができる。実際の市場でプロ
ジェクトを展開する前に消費者の反応
を試したり、顧客との関係性を深める
ためのヒントを得ることなどが可能に
なった。

ノウハウ、データ、AIを実装した
統合マーケティング基盤を提供

　博報堂ＤＹグループは、同社が持つ
マーケティングの機能とノウハウを実装
した統合マーケティングプラットフォー

ム「CREATIVITY ENGINE BLOOM」
の提供を開始した。「戦略」「メディア」
「クリエイティブ」「コマース」「エンゲージ
メント」の5つのモジュールを備え、多彩
なクリエイティブとマーケティングの機
能を提供する。この中に、前述したAI
エージェントも搭載されている。
　「AIが生活者に寄り添う未来を見据
えています。単なる自動化や効率化を
超え、生活者と企業ブランドの距離を
縮めるためのAIエージェントを開発し
ていきます」と述べ、森氏は講演をまと
めた。

分科会では、「AIを活用した顧客価値創
造とマーケティング戦略」をテーマに、
様々な分野のプロフェッショナルを交え

て議論が行われた。参加者は、博報堂Ｄ
Ｙホールディングスの森正弥氏、アース
製薬の川口美香子氏、Laboro.AIの和
田崇氏、Preferred Networksの富永
朋信氏。ファシリテーターを務めたの
は、日経BP 総合研究所の杉山俊幸。

博報堂ＤＹホールディングス
https://www.hakuhodody-holdings.co.jp

分科会Discussion Report

人間とAIが共進化するAIエージェントの概念。人とAIが協働し、学び、進化し続ける

人間と共進化するAIエージェント

クリエイター・マーケターとAIが協働し、創発する

人間

オリエン 戦略
策定

メディア
選定

クリエイ
ティブ

施策評価・
効果検証

過去提案の
示唆

ターゲット
規定支援

メディア
最適化案

アイデア出し
精緻化

過去評価
との比較ＡＩ

01

02 04 06 08 10

03 05 07 09

人とAIが学び続け、進化し続けあうループ
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AIサービスに関するガイドライン策定
といったリスク対策を強化。安全を確
保したうえで、日常業務はもとより開
発プロセスにAIを適用して生産性向
上を図っている。
　AI技術は日進月歩だ。今日のベスト
プラクティスも、明日には劇的に製品
群が変わる。「進化のスピードに対応
するためには、意思決定の柔軟性も重
要です。目的達成に向けて自ら動き、
様々な外部システムと連携しタスクを
実行するパーソナルエージェントは、ビ
ジネスのあり方を大きく変えると思い

意思決定の柔軟性で
進化のスピードに対応

　創業50年以上、ITで社会課題の解
決に取り組むCTC。社員の7割がエン
ジニアだ。技術と知見で1万社を超え
る顧客企業とともに、価値創造に挑戦
し続けている。AIに対する取り組み方
について、久保田氏は「トップダウンに
よるAIリスクへの対処と、ボトムアップ
でAIを活用する組織文化醸成の両輪
で進めることが大切です」と指摘する。
　CTCは、機密性の高いAI活用環境、

ます。CTCはパーソナルエージェント
が連携する仕組みにも取り組んでいま
す」(久保田氏)

道半ばです。
名取　三井倉庫ホールディングスは、
物流の中心である倉庫保管事業を軸
に、港湾運送事業などを展開していま
す。「社会を止めない。進化をつなぐ。」
というパーパスのもと、物流の使命をこ
れからも果たしていくためには、人手不
足への対策が必要です。AIを活用した
請求書の支払い処理の自動化などに
着手しています。
浦本　花王では、グローバル成長戦略
が重要なテーマとなっています。いかに
世界のお客様から選ばれるか。化粧品
は、欧米とアジアでは成分もコンセプト
も異なります。また各国によって規制も
違います。AIを活用し各国のトレンドや
嗜好などの情報収集・分析をすること
で、販売体制の早期化が図れます。
溝井　CTCが重きを置いているのは、
お客様の経営戦略や「企業のあるべき
姿」を未来図として、ともに実現するこ
とです。お客様の視点に立ち、最適な手
段とノウハウを提供し経営課題の解
決、持続的成長に貢献します。

AI活用は構造改革の視点が重要
AIと人との役割分担も大切

――ビジネスでAIを活用する場合、費
用対効果が問われます。どういう指標
がありますか？　また、費用対効果以外
でAIを活用する領域について議論を進
めたいと思います。
名取　AIを活用することで、人が作業
するのと比べて時間、工数、コストがい
くら削減できるか。数字で示す効果が
指標になっています。AIに限らず、他の
ツール導入も同様です。
澤井　当社でもコスト削減効果は重要

な指標です。燃費を最適化する輸送
ルートをスケジューリングする際、様々
な条件が複雑にからむため、人による
対応では限界がありました。AIを活用
することで、大幅なコストダウンを実現
し、仕組みづくりに投資した費用も回収
できました。このケースでは費用対効果
が出ています。
溝井　CTCでは、お客様とAIを活用し
たPoCを多数実施していますが、投資
対効果の観点では工数削減のメリット
だけではなく、人材のリスキルや配置転
換など全体的な課題解決も効果の1つ
かと考えています。
寺澤　ベンダーとして、どうしてもIT視
点で考えてしまうのですが、経営観点
からのアプローチも必要ですね。
浦本　花王も生成AIの活用を進めて
います。会議の要約やレポート作成、壁
打ちなど仕事のやり方が変わっていく
と思う半面、これは個人的意見ですが、
本当に変革につながるのだろうかと感
じています。生成AIを活用し、会社の構
造自体を変えていく視点が重要だと考
えています。

名取　費用対効果以外でAIを活用す
るケースでは、人材不足への対応があ
ると思います。労働力人口が減少する
中、AIを使わないと仕事が成立しない
ケースも出てきています。
澤井　今の仕事をAIに奪われるという
働く人の危機感のもとで、AI導入を進
めざるをえない国は、抵抗が大きいと
思います。人手不足を解消するために
AIを導入する状況の日本は、AI活用を
進めやすい側面もあります。
西郷　AIと人との役割分担も重要なポ
イントになると思います。ANAではAIを
活用しカスタマージャーニーの様々な
タッチポイントでスムーズな体験を提供
しています。一方で「おもてなし」の気持
ちは人ならでは。海外航空会社との明
確な差別化要因となります。
――時間がたつのを忘れていました。
本日は示唆に富むお話をいただき、あ
りがとうございました。

ル実現に向けて様々な取り組みを進め
ています。地域の特性に合った循環型
エネルギーのプランニングは、AI活用
の貢献度が高い領域の1つです。課題
は、AIが特別なものという感覚がある
ことです。AI活用が習慣化しないと、AI
をどう使うかという発想に至らないと
思います。

AIはまだ特別な存在
本格的な活用はこれから

――最初のテーマは経営戦略と、その
実現に向けたAI活用の課題について。
各社の現状把握から議論をスタートし
たいと思います。
澤井　出光興産は、カーボンニュートラ

西郷　コロナ禍後、ANAは新・経営ビ
ジョン「ワクワクで満たされる世界を」
を策定し、2030年に向かう成長軌道
へ転換を図っています。ビジョン実現
に向け、公共インフラの責務である安
全安心・定時性の実現とともに、顧客
価値体験の最大化、生産性向上など
にAIの活用を推進していますが、まだ

生成AIを使いこなすことが競争力の源泉となる今、ビジネスのあり方はどう変わるのか。
伊藤忠テクノソリューションズ（以下、CTC）のAIに対する考え方や取り組みを通じて、
活用のポイントを紹介。さらに、顧客企業とともに作り上げる未来図を披露した。

伊藤忠テクノソリューションズ
デジタルサービス事業グループ 
データビジネス企画・推進本部 
本部長

久保田 さえ子氏

DX担当者が語るAIの現在地と、課題解決のポイント
分科会Discussion Report

全日本空輸、出光興産、三井倉庫ホールディングス、花王からDXやAIを推進する担当者が参加したCTCの分科会。
少人数で膝を交え、活発な議論と意見交換が行われた。ファシリテーターは、日経BP 総合研究所の菊池隆裕。

パーソナルエージェントの存在がビジネスのあり方を変える
CTCが考えるAIで実現する未来図
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道半ばです。
名取　三井倉庫ホールディングスは、
物流の中心である倉庫保管事業を軸
に、港湾運送事業などを展開していま
す。「社会を止めない。進化をつなぐ。」
というパーパスのもと、物流の使命をこ
れからも果たしていくためには、人手不
足への対策が必要です。AIを活用した
請求書の支払い処理の自動化などに
着手しています。
浦本　花王では、グローバル成長戦略
が重要なテーマとなっています。いかに
世界のお客様から選ばれるか。化粧品
は、欧米とアジアでは成分もコンセプト
も異なります。また各国によって規制も
違います。AIを活用し各国のトレンドや
嗜好などの情報収集・分析をすること
で、販売体制の早期化が図れます。
溝井　CTCが重きを置いているのは、
お客様の経営戦略や「企業のあるべき
姿」を未来図として、ともに実現するこ
とです。お客様の視点に立ち、最適な手
段とノウハウを提供し経営課題の解
決、持続的成長に貢献します。

AI活用は構造改革の視点が重要
AIと人との役割分担も大切

――ビジネスでAIを活用する場合、費
用対効果が問われます。どういう指標
がありますか？　また、費用対効果以外
でAIを活用する領域について議論を進
めたいと思います。
名取　AIを活用することで、人が作業
するのと比べて時間、工数、コストがい
くら削減できるか。数字で示す効果が
指標になっています。AIに限らず、他の
ツール導入も同様です。
澤井　当社でもコスト削減効果は重要

な指標です。燃費を最適化する輸送
ルートをスケジューリングする際、様々
な条件が複雑にからむため、人による
対応では限界がありました。AIを活用
することで、大幅なコストダウンを実現
し、仕組みづくりに投資した費用も回収
できました。このケースでは費用対効果
が出ています。
溝井　CTCでは、お客様とAIを活用し
たPoCを多数実施していますが、投資
対効果の観点では工数削減のメリット
だけではなく、人材のリスキルや配置転
換など全体的な課題解決も効果の1つ
かと考えています。
寺澤　ベンダーとして、どうしてもIT視
点で考えてしまうのですが、経営観点
からのアプローチも必要ですね。
浦本　花王も生成AIの活用を進めて
います。会議の要約やレポート作成、壁
打ちなど仕事のやり方が変わっていく
と思う半面、これは個人的意見ですが、
本当に変革につながるのだろうかと感
じています。生成AIを活用し、会社の構
造自体を変えていく視点が重要だと考
えています。

名取　費用対効果以外でAIを活用す
るケースでは、人材不足への対応があ
ると思います。労働力人口が減少する
中、AIを使わないと仕事が成立しない
ケースも出てきています。
澤井　今の仕事をAIに奪われるという
働く人の危機感のもとで、AI導入を進
めざるをえない国は、抵抗が大きいと
思います。人手不足を解消するために
AIを導入する状況の日本は、AI活用を
進めやすい側面もあります。
西郷　AIと人との役割分担も重要なポ
イントになると思います。ANAではAIを
活用しカスタマージャーニーの様々な
タッチポイントでスムーズな体験を提供
しています。一方で「おもてなし」の気持
ちは人ならでは。海外航空会社との明
確な差別化要因となります。
――時間がたつのを忘れていました。
本日は示唆に富むお話をいただき、あ
りがとうございました。

ル実現に向けて様々な取り組みを進め
ています。地域の特性に合った循環型
エネルギーのプランニングは、AI活用
の貢献度が高い領域の1つです。課題
は、AIが特別なものという感覚がある
ことです。AI活用が習慣化しないと、AI
をどう使うかという発想に至らないと
思います。

AIはまだ特別な存在
本格的な活用はこれから

――最初のテーマは経営戦略と、その
実現に向けたAI活用の課題について。
各社の現状把握から議論をスタートし
たいと思います。
澤井　出光興産は、カーボンニュートラ

西郷　コロナ禍後、ANAは新・経営ビ
ジョン「ワクワクで満たされる世界を」
を策定し、2030年に向かう成長軌道
へ転換を図っています。ビジョン実現
に向け、公共インフラの責務である安
全安心・定時性の実現とともに、顧客
価値体験の最大化、生産性向上など
にAIの活用を推進していますが、まだ

伊藤忠テクノソリューションズ
https://www.ctc-g.co.jp/

左から、伊藤忠テクノソリューションズの溝井英一氏、三井倉庫ホールディングスの名取裕基氏、花王の浦本直彦氏、出光
興産の澤井隆慶氏、全日本空輸の西郷彰氏、伊藤忠テクノソリューションズの寺澤豊氏、日経BP 総合研究所の菊池隆裕
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てアップデートしていくのか。その点に
は期待しています。
中馬　デジタルツインはリアル社会の
完全なレプリケーション（複製）が必要
になります。クラウドの頭脳がロボット
を動かす場合は完全にリアルを模倣し
なくてはいけないからです。これに関し
ては製造業を中心にファクトリーオート
メーションの世界で動き始めています。
　ただ、コミュニケーションに3Dの
バーチャル空間が求められているかど
うかは疑問です。我々もメタバースを推
進してきましたが、市場にあるデバイス
の進化が追いつかなかった。複製され
た空間と、人間の身体的拡張・精神的
拡張は分けて考えた方がいい。
豊田　多くの人がデジタルにすべてを
置き換えられると錯覚していますが、リ
アル社会の情報の中でデジタルへ取
得・編集・伝達・再現できるものはごくわ
ずかしかありません。石ころ1つでも無
限の情報があり、すべてを取得するの
は不可能です。それでも、ごくわずかな
情報をうまく合成して編集できると爆
発的な価値がある、そこをうまく探る必
要があります。
稲見　私は、メタバースは生成AIに
とってキラーインターフェースだと考え
ています。脳の中身を具現化できる空

AI自体が賢くなるためにも
ミラーワールドは必要

――デロイトが提唱する「ミラーワー
ルド」とは何でしょうか。
寺園　ミラーワールドとは現実世界と
仮想世界の融合で、最も分かりやすい
例は世の中の経済活動等を模したデジ
タルツインです。生産性が上がり、モノ
が満たされてきている現代において、
人類の欲求は物質的なものではなく、
精神的な満足、安全、健康に向かうと
考えられます。その際に、プロトタイピ
ングとしてデジタルツイン空間上で、例
えば商品やサービスのサプライヤーが
様々なアクションを事前に試してみて、
その反応から実際の物理空間上で行う
施策を決定する。そのようなことがAIと
メタバースをはじめとする空間コン
ピューティングとの組み合わせによって
可能になるのではと考えています。5年
後ぐらいには社会実装されることを望
んでいます。
長田　現段階のメタバースはコミュニ
ティ空間という位置づけが強い。一方、
渋谷では再開発に伴い、訪問者の質も
変わってきました。そこで新たなまちづ
くりや都市のあり方について、ミラー
ワールドやAIがどのような関係を築い

間として、ミラーワールドは必須の概念
になるはずです。そしてAI自体がより賢
く、より分かりやすくなっていくために
もミラーワールドは必要。物理と情報を
統合し、人間の行動変容を促すことが
普及の鍵を握るのではないでしょうか。

「鏡の国のアリス」のように
驚きに満ちた世界が理想

――ミラーワールド実現に向けての具
体的なアクションは。
齋藤　保険会社の視点から見ると、高
齢者の生活の質の確保は非常に大き
な課題となっています。70代、80代に
なると行動範囲が狭まり、自由に外出
することが難しくなる方も増えていきま
す。このような状況で、ミラーワールド
は高齢者の可能性を広げる重要なツー
ルになり得ます。
　また、認知症予防と社会的孤立の解
消にも貢献できるのでは、と考えていま
す。高齢者が周囲の人びとを失うことで
社会的孤立が進み、それが認知症の引き
金になるケースが多いとされています。
この問題に対して、AIとのコミュニケー
ションが救いになると考えられます。
長田　まさに最近、引きこもりや不登
校の若者へのサポートに新しいテクノ

ロジーが採用され始めています。子ど
も向けの番組関係者によると、母親が
アバターになって相談したことで心理
的障壁が下がった事例が報告されてい
ます。メタバースであれば、自分をさら
け出したくない心理と、相談したい欲求
の両立が可能になると思います。
中馬　ミラーワールドの概念は、ゲーム
の空間設計と似ています。ゲーム内で
は、環境側がプレイヤーの行動を認識
して適切な反応を返す。これはゲーム
空間が「賢く」設計されている、つまり空
間AIが実装されているからです。
　これをリアルの世界に応用するパ
ターンを考えると、コンビニの扉の前に
立ったとき、「コーラが欲しい」という意
図を先読みして自動で開くような感覚
です。ミラーワールドではリアル社会で
も空間がパーソナライズされ、個人の
意図を理解して人間の行動パターンを
予測し、先回りしてサポートすることが
実現すると見ています。
稲見　ミラーワールドとは「鏡の国のア
リス」のように驚きに満ちた世界を創造
することで、物理世界をより豊かにし、
体験価値を向上させるもの。だからこ
そ「人間にとっての本質は何か」「社会
にとっての本質は何か」「人間らしさと
は何か」を抽出していくことが不可欠だ
と捉えています。

人間にとって予想外の体験が
笑顔を引き出す効果につながる

――ミラーワールドと人間の関係につ
いてはどう考えますか。
豊田　私は大阪・関西万博で落合陽一
氏のパビリオンを設計しました。アク
チュエーターを駆使した「動く建築」で

すが、建築物が動くという人間にとって
予想外の体験を提供することで、笑顔
になってしまうような、予想外の驚きを
スタート地点にすることが可能になりま
す。物理的に閉じていた情報がデジタ
ル接続できるようになった瞬間に、いろ
んな立場の人にとって選択肢が増える
可能性があると感じています。
長田　渋谷のゴミ問題に対する取り組
みとして「お掃除タイクーンゲーム」とい
う体験型コンテンツを提供したところ、
アルファ世代の子どもたちに「ゴミを捨
ててはいけない」「環境保護活動はかっ
こいい」という認識が芽生えました。ここ
からデジタル空間の体験を通じた意識
変革の可能性を実感し、さらにAIを活用
した次のアプローチを検討中です。
中馬　懸念されるのは、AIエージェント
同士が直接やり取りすることです。そう
なれば自然言語でコミュニケーションす
る必要はなく、マシン言語で会話すれ
ばいい。しかし人間が理解できない方

法でAIがコミュニケーションを始めた
ら、トランザクションや意思決定プロセ
スが不透明になるかもしれません。この
ようなマシンカスタマーの時代におい
てはデジタルマーケティングやUXも新
しいモデルが必要となるでしょう。
稲見　今や生成AIで何でも創作できる
時代になりました。それゆえ、オリジナ
ルの創作者をきちんとリスペクトし、そ
の価値の一部が適切に還元される仕
組みが必要です。今後は人間が作成し
たオーガニックデータがより貴重な資
源となります。
寺園　ここでいただいた貴重な意見か
らミラーワールドの実現を推進するうえ
での課題も見え、今後のアプローチの
参考になりました。本日はありがとうご
ざいました。

生成AIの浸透を踏まえ、現実世界をサイバー空間に反映するデジタルツインはどのように発展を遂げるのか。
デロイトが提唱する「ミラーワールド」をテーマに、テクノロジーに造詣の深い産学のプレイヤーが議論を深めた。
ファシリテーターは日経BP 総合研究所 所長の河井保博。

分科会Discussion Report

生成AIはリアルとバーチャルの壁を壊す存在になるのか？
“真のデジタルツイン”は人間の行動・思考ありきで進めよ
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てアップデートしていくのか。その点に
は期待しています。
中馬　デジタルツインはリアル社会の
完全なレプリケーション（複製）が必要
になります。クラウドの頭脳がロボット
を動かす場合は完全にリアルを模倣し
なくてはいけないからです。これに関し
ては製造業を中心にファクトリーオート
メーションの世界で動き始めています。
　ただ、コミュニケーションに3Dの
バーチャル空間が求められているかど
うかは疑問です。我々もメタバースを推
進してきましたが、市場にあるデバイス
の進化が追いつかなかった。複製され
た空間と、人間の身体的拡張・精神的
拡張は分けて考えた方がいい。
豊田　多くの人がデジタルにすべてを
置き換えられると錯覚していますが、リ
アル社会の情報の中でデジタルへ取
得・編集・伝達・再現できるものはごくわ
ずかしかありません。石ころ1つでも無
限の情報があり、すべてを取得するの
は不可能です。それでも、ごくわずかな
情報をうまく合成して編集できると爆
発的な価値がある、そこをうまく探る必
要があります。
稲見　私は、メタバースは生成AIに
とってキラーインターフェースだと考え
ています。脳の中身を具現化できる空

AI自体が賢くなるためにも
ミラーワールドは必要

――デロイトが提唱する「ミラーワー
ルド」とは何でしょうか。
寺園　ミラーワールドとは現実世界と
仮想世界の融合で、最も分かりやすい
例は世の中の経済活動等を模したデジ
タルツインです。生産性が上がり、モノ
が満たされてきている現代において、
人類の欲求は物質的なものではなく、
精神的な満足、安全、健康に向かうと
考えられます。その際に、プロトタイピ
ングとしてデジタルツイン空間上で、例
えば商品やサービスのサプライヤーが
様々なアクションを事前に試してみて、
その反応から実際の物理空間上で行う
施策を決定する。そのようなことがAIと
メタバースをはじめとする空間コン
ピューティングとの組み合わせによって
可能になるのではと考えています。5年
後ぐらいには社会実装されることを望
んでいます。
長田　現段階のメタバースはコミュニ
ティ空間という位置づけが強い。一方、
渋谷では再開発に伴い、訪問者の質も
変わってきました。そこで新たなまちづ
くりや都市のあり方について、ミラー
ワールドやAIがどのような関係を築い

間として、ミラーワールドは必須の概念
になるはずです。そしてAI自体がより賢
く、より分かりやすくなっていくために
もミラーワールドは必要。物理と情報を
統合し、人間の行動変容を促すことが
普及の鍵を握るのではないでしょうか。

「鏡の国のアリス」のように
驚きに満ちた世界が理想

――ミラーワールド実現に向けての具
体的なアクションは。
齋藤　保険会社の視点から見ると、高
齢者の生活の質の確保は非常に大き
な課題となっています。70代、80代に
なると行動範囲が狭まり、自由に外出
することが難しくなる方も増えていきま
す。このような状況で、ミラーワールド
は高齢者の可能性を広げる重要なツー
ルになり得ます。
　また、認知症予防と社会的孤立の解
消にも貢献できるのでは、と考えていま
す。高齢者が周囲の人びとを失うことで
社会的孤立が進み、それが認知症の引き
金になるケースが多いとされています。
この問題に対して、AIとのコミュニケー
ションが救いになると考えられます。
長田　まさに最近、引きこもりや不登
校の若者へのサポートに新しいテクノ

ロジーが採用され始めています。子ど
も向けの番組関係者によると、母親が
アバターになって相談したことで心理
的障壁が下がった事例が報告されてい
ます。メタバースであれば、自分をさら
け出したくない心理と、相談したい欲求
の両立が可能になると思います。
中馬　ミラーワールドの概念は、ゲーム
の空間設計と似ています。ゲーム内で
は、環境側がプレイヤーの行動を認識
して適切な反応を返す。これはゲーム
空間が「賢く」設計されている、つまり空
間AIが実装されているからです。
　これをリアルの世界に応用するパ
ターンを考えると、コンビニの扉の前に
立ったとき、「コーラが欲しい」という意
図を先読みして自動で開くような感覚
です。ミラーワールドではリアル社会で
も空間がパーソナライズされ、個人の
意図を理解して人間の行動パターンを
予測し、先回りしてサポートすることが
実現すると見ています。
稲見　ミラーワールドとは「鏡の国のア
リス」のように驚きに満ちた世界を創造
することで、物理世界をより豊かにし、
体験価値を向上させるもの。だからこ
そ「人間にとっての本質は何か」「社会
にとっての本質は何か」「人間らしさと
は何か」を抽出していくことが不可欠だ
と捉えています。

人間にとって予想外の体験が
笑顔を引き出す効果につながる

――ミラーワールドと人間の関係につ
いてはどう考えますか。
豊田　私は大阪・関西万博で落合陽一
氏のパビリオンを設計しました。アク
チュエーターを駆使した「動く建築」で

すが、建築物が動くという人間にとって
予想外の体験を提供することで、笑顔
になってしまうような、予想外の驚きを
スタート地点にすることが可能になりま
す。物理的に閉じていた情報がデジタ
ル接続できるようになった瞬間に、いろ
んな立場の人にとって選択肢が増える
可能性があると感じています。
長田　渋谷のゴミ問題に対する取り組
みとして「お掃除タイクーンゲーム」とい
う体験型コンテンツを提供したところ、
アルファ世代の子どもたちに「ゴミを捨
ててはいけない」「環境保護活動はかっ
こいい」という認識が芽生えました。ここ
からデジタル空間の体験を通じた意識
変革の可能性を実感し、さらにAIを活用
した次のアプローチを検討中です。
中馬　懸念されるのは、AIエージェント
同士が直接やり取りすることです。そう
なれば自然言語でコミュニケーションす
る必要はなく、マシン言語で会話すれ
ばいい。しかし人間が理解できない方

法でAIがコミュニケーションを始めた
ら、トランザクションや意思決定プロセ
スが不透明になるかもしれません。この
ようなマシンカスタマーの時代におい
てはデジタルマーケティングやUXも新
しいモデルが必要となるでしょう。
稲見　今や生成AIで何でも創作できる
時代になりました。それゆえ、オリジナ
ルの創作者をきちんとリスペクトし、そ
の価値の一部が適切に還元される仕
組みが必要です。今後は人間が作成し
たオーガニックデータがより貴重な資
源となります。
寺園　ここでいただいた貴重な意見か
らミラーワールドの実現を推進するうえ
での課題も見え、今後のアプローチの
参考になりました。本日はありがとうご
ざいました。

デロイト トーマツ コンサルティング
https://www.deloitte.com/jp/ja.html

左から、Metaverse Japanの中馬和彦氏、デロイト トーマツ コンサルティングの寺園知広氏、アフラック生命保険の齋藤
裕美氏、渋谷未来デザインの長田新子氏、東京大学 先端科学技術研究センターの稲見昌彦氏、日経BP 総合研究所の河
井保博。東京大学生産技術研究所 豊田啓介氏はオンラインにて参加     
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体験プロセス設計で活用を促進
活用率が30％から70％に向上

　2025年に入り、AIエージェント活用
の動きが加速している。AIエージェント
とは特定の目標を達成するために生成
AI（LLM）が自律的に行動するシステム
であり、人のパートナーとなって活躍す
るイメージだ。
　こうした中、パーソルワークスイッチ
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パーソルワークスイッチコンサルティング
コンサルティング事業部 DXコンサルティング部 部長

大嶋 利生氏

パーソルワークスイッチコンサルティング Partner Pitch

パーソルワークスイッチコンサルティングではヒト、AIエージェント、ソフトウエアロボットが協働してWell-beingが向上
する未来を描く

パーソルワークスイッチコンサルティングの目指すゴール

ヒトとAI agentとRobotで“はたらくWell-being”の向上へ

Robot AI agent

はたらく
Well-being

Human 
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日本企業の大多数は
生成AI活用の発展段階

――まずは企業の生成AIの取り組み
状況について教えていただけますか。
熊倉　生成AIの活用レベルは大きく3
つあります。レベル1は対話形式のAI、
レベル2はRAG（検索拡張生成）を取り
込んだ高精度検索、レベル3は自律的
なアクションが期待されるAIエージェ
ントです。
　しかし日本企業の大多数はレベル
1～2にとどまっています。個人の生産
性は向上しているものの、組織的な効
果測定が難しい状況です。AIエージェ
ント導入の障壁にはセキュリティポリ
シーの未整備と具体的な活用イメージ
の欠如が挙げられます。
夏目　精度への過度な期待も課題の
1つです。完璧な精度は現実的には難
しい。実務で重要なのは「どこでどう使
うか」を具体的に想定することです。
　そこで我々は、RPAとAIの組み合わ
せによる業務自動化が鍵だと提案して
います。例えば1万件のドキュメント処
理で半分のチェック作業が削減できれ
ば、大きな価値があります。また、生成
AIで全員が恩恵を受けるためには、組
み込まれた自動化の一部として使われ
る状態が求められます。だからこそ

PoC段階からAIとRPAを組み合わせ
た評価を行うべきなのです。
三谷　当社では、生成AIを活用してあ
らゆる帳票の高精度なデータ化を実現
しています。従来、人手を要していた多
種多様なレイアウトにも対応し、業界
最高水準の読取精度を誇るAIエー
ジェント「DX Suite」が、データ入力の
前後工程をまとめて自動化すること
で、大幅に工数を削減します。
　今後は、人間は最終確認のみとする
など、人の関与を最小限にしたフル
オートメーションへの移行を目指して

いきます。

「経路依存性」から脱却し
組織をAIレディな体制に

――では、活用がうまく進んでいる企
業の特徴とは何でしょうか。
三谷　現場の課題感を起点に、経営層
がAI活用を企業変革の中核戦略と捉
える企業ほど、継続的な成果につなが
りやすいと感じています。AIを人と協
働する“バディ（相棒）”として位置づ
け、認知能力の拡張に活かすことが重

ピードと効果を最大化できるのです。

バーチャル労働者のAIが
足し算の効果をもたらす

――5年後、10年後の業務プロセスに
おいて、AIはどのような役割を果たす
と考えていますか。
夏目　人材不足の中で成果を上げる
には、2つの方法があります。1つ目は
個人の生産性向上です。ここではAIを
「パワードスーツ」のように活用し、個
人の能力を強化することを重視しま
す。用途が明確に定められた製品にAI
を組み込むことで利用のハードルが下
がれば、誰でも簡単に価値を出せるよ
うになるでしょう。
　2つ目は労働力の増強です。AIが
「バーチャル労働者」となって単純作業
を代行することで、人間は高価値業務
に集中できます。我々はこの2つをコス
ト削減・時間短縮の「引き算の効果」、
新たなビジネス創出の「足し算の効果」
と表現し、とくにバーチャル労働者の活
用に注目しています。
三谷　AIは、信頼できるバディとして
人と協働する存在へと進化しており、
それによる働き方の変化はすでに始

要です。これにより、知的生産性の高
い業務へ人材を再配置する「バリュー
シフト」が可能になります。
夏目　現在、当社ではAIエージェントプ
ログラム開発ツール「Agent Builder」
のプレビュー版を公開していますが、非
常に反響が大きく、様々なユースケー
スが生まれています。従来のIT製品は
「導入して終わり」という考え方でした
が、そこから脱却する段階に突入した
ように感じています。なぜなら業務自
体が常に変化し、社内ポリシーや規
制、取引先ルールの変更などにも適応
しなくてはならないからです。
　日本企業は既存の業務プロセスを
疑わずに継続する「経路依存性」に陥
りがちですが、一度導入したソリュー
ションは、現時点では最適解であって
も将来的には正解でないかもしれな
い。そうした危機感を持つ先進的な
ユーザーは既に自動化に取り組み、成
果を出しています。
　新しい技術を使いこなすためには、
組織自体の変化が不可欠。経営層に
よる戦略的ビジョンの提示はもちろん
のこと、AI時代に適した人材の採用、
既存社員のスキルアップ支援など総合
的な組織変革を通じて、AIの活用ス

まっています。AIが業務の一部を担う
ことで、人はより創造的な判断や価値
創出に専念できるようになり、真のバ
リューシフトが実現します。人とAIがそ
れぞれの強みを活かして共創すること
で、業務の質はもちろん、組織全体の
パフォーマンスも飛躍的に向上してい
くことでしょう。
熊倉　多くの企業ではまだデータを
十分に蓄積していませんが、人材減少
や社員の流動性を考えると、「会社の
判断」をデータとして残すことが重要
です。
　既に「AIに業務判断を学習させる」
考え方も広まりつつあります。業務内
容や判断基準、意思決定プロセスを記
録し、AIに学習させることで人間の判
断をサポートする方法です。例えばオ
ンライン会議での意思決定プロセスを
AIで解析し、ヒアリングなしで知見を
抽出できる可能性が出てきました。技
術的にはまだ実現していませんが、デ
ジタル化が進むことで業務改善のアプ
ローチも変わると見ています。

やがてはAIが人間の判断を支援する時代へ
AIによるパラダイムシフトは仕事をどのように変えていくのか。本分科会にはパーソルワークスイッチコンサルティング、業務
自動化の先駆者であるUiPath、AI-OCRに強みを持つAI insideが参加。自動化やAIエージェント活用、AIと人間の共存な
どをテーマに、「未来の業務プロセスとAIの役割」について議論した。ファシリテーターは日経BP 総合研究所の小林暢子。

左から、日経BP 総合研究所の小林暢子、AI insideの三谷辰秋氏、パーソルワークスイッチコンサルティングの熊倉
晃太氏、UiPathの夏目健氏

Interview
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パーソルワークスイッチコンサルティング

熊倉 晃太氏

UiPath

夏目 健氏

AI inside

三谷 辰秋氏

パーソルワークスイッチコンサルティング
https://www.persol-wsc.co.jp/

パーソルワークスイッチコンサルティング
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